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はじめに

ここでは、次のトピックを扱います。

•バイアスのないドキュメント（ixページ）
• Ciscoの商標の全文（ハードウェアライセンスあり）（ixページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（xiページ）

バイアスのないドキュメント

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。

このドキュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデ

ンティティ、民族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインター

セクショナリティに基づく差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフ

トウェアのユーザーインターフェイスにハードコードされている言語、基準ドキュメ

ントに基づいて使用されている言語、または参照されているサードパーティ製品で使

用されている言語によりドキュメントに例外が存在する場合があります。

（注）

Ciscoの商標の全文（ハードウェアライセンスあり）
このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されること

があります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨事項は、すべて正確で

あると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとしま

す。このマニュアルに記載されている製品の使用は、すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『InformationPacket』
に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡ください。

FCCクラス A準拠装置に関する記述：この装置はテスト済みであり、FCCルール Part 15に規
定された仕様のクラス Aデジタル装置の制限に準拠していることが確認済みです。これらの
制限は、商業環境で装置を使用したときに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。こ
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の装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放射する可能性があり、この装置のマ

ニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受

信障害が起こることがあります。住宅地でこの装置を使用すると、干渉を引き起こす可能性が

あります。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる必要があります。

FCCクラス B準拠装置に関する記述：この装置はテスト済みであり、FCCルール Part 15に規
定された仕様のクラス Bデジタル装置の制限に準拠していることが確認済みです。これらの
制限は、住宅地で使用したときに、有害な干渉を防止する適切な保護を規定したものです。こ

の装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放射する可能性があり、指示に従って設

置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。ただ

し、特定の設置条件において干渉が起きないことを保証するものではありません。装置がラジ

オまたはテレビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起きないようにしてください。干

渉しているかどうかは、装置の電源のオン/オフによって判断できます。

•受信アンテナの向きを変えるか、場所を移動します。

•機器と受信装置の距離を広げる。

•受信装置が接続されている回路とは別の回路のコンセントに機器を接続する。

•販売業者またはラジオやテレビに詳しい技術者に連絡します。

シスコでは、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、

FCC認定が無効になり、さらに製品を操作する権限を失うことになります。

Ciscoが採用している TCPヘッダー圧縮機能は、UNIXオペレーティングシステムの UCB
（University of California, Berkeley）のパブリックドメインバージョンとして、UCBが開発し
たプログラムを採用したものです。All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University
of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフト

ウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコおよびこれら各社は、商

品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは

取引過程、使用、取引慣行によって発生する保証をはじめとする、明示されたまたは黙示され

た一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコシステムズおよびその供給者は、このマニュアルの使用また

は使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、間接的、派

生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコシステムズまたはその

供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わないものとします。

� 定型� このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび
電話番号を示すものではありません。 � 定型� マニュアル内の例、コマンド出力、ネットワー

クトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に

実際のアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意図的なものではなく、偶

然の一致によるものです。

この文書の印刷されたハードコピーおよび複製されたソフトコピーは、すべて管理対象外と

見なされます。最新版については、現在のオンラインバージョンを参照してください。
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シスコは世界各国200箇所にオフィスを開設しています。各オフィスの住所と電話番号は、当
社のWebサイトwww.cisco.com/jp/go/officesをご覧ください。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S.
and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this URL: https://www.cisco.com/c/en/us/
about/legal/trademarks.html. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners.
The use of the word partner does not imply a partnership relationship between Cisco and any other company.
(1721R)

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Ciscoバグ検索ツール

Cisco Bug Search Tool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツールで
す。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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第 1 章

概要

この章は次のトピックで構成されています。

•概要（1ページ）
•外部機能（6ページ）
•サーバ機能の概要（37ページ）
•サービス可能なコンポーネントの場所（46ページ）

概要
Cisco UCS C240 M6は、スタンドアロン環境としても、Cisco Unified Computing System（Cisco
UCS）の一部としても動作可能な、スタンドアロン 2Uラックサーバーシャーシです。

Cisco UCS C240 M6サーバは、1基または 2基の CPU構成で最大 2基の第 3世代 Intel®Xeon®

スケーラブルプロセッサをサポートします。

サーバは以下をサポートします。

• CPUあたり 16個の DIMMスロット。3200 MHz DDR4 DIMM用で、容量は最大 128 GB
DIMM。

•次のいずれかを装着したデュアルCPU構成では、その構成に応じて、最大 8 TBまたは 12
TBのメモリをサポート。

• 32本の 128 GB DDR DIMM。または 16本の 128 GB DDR4 DIMMと 16本の 512 GB
Intel®Optane™永続メモリモジュール（DCPMM）の DIMMメモリ構成。

•サーバは、大型フォームファクタ（LFF）と小型フォームファクタ（SFF）フロントロー
ディングドライブのどちらで構成されているかによって、サポートするドライブ構成が変

わりませす。

• C240 M6 12 LFFは、最大で 4台の LFF HDDによる、ミッドプレーンマウントストレージ
をサポート。

•サーバブート用に最大 2枚のM.2 SATA RAIDカード。

•リアストレージライザー（各 2スロット）

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
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•リア PCIeライザー X 1（3スロット）

•書き込みキャッシュバックアップ用の SuperCapまたは SAS HBA用の 12 G SAS RAIDコ
ントローラ用の内部スロット。

•シリーズ 14xx/15xxx Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）を取り付け可能な専用の
LAN over motherboardカード（mLOM）、またはサードパーティ製 NICを介したネット
ワーク接続。これらのオプションは、サーバマザーボードに組み込まれた Intel x550
10Gbase-T mLOMポートに追加されます。

• 1つのmLOM/VICカードが 10/25/40/50/100 Gbpsを提供します。次のmLOMがサポートさ
れています。

• Cisco UCS VIC 15238デュアルポート 40/100G QSFP28 mLOM（UCSC-M-V5D200G）
は以下をサポートします。

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen4ホストインターフェイス

• 2個の 40G/100G QSFP28ポート

• 4GB DDR4メモリ、3200 MHz

•最適な換気のための一体型ブロワー

• Cisco UCS VIC 15428クワッドポート CNA MLOM（UCSC-M-V5Q50G）は以下をサ
ポートします。

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen4ホストインターフェイス

• 4つの 10G/25G/50G SFP56ポート

• 4GB DDR4メモリ、3200 MHz

•最適な換気のための一体型ブロワー

• Cisco UCS VIC 1467クアッドポート 10/25G SFP28 mLOM（UCSC-M-V25-04）

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen3ホストインターフェイス

• 4つの 10G/25G QSFP28ポート

• 2GB DDR3メモリ、1866 MHz

• Cisco UCS VIC 1477デュアルポート 40/100G QSFP28（UCSC-M-V100-04）

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen3ホストインターフェイス

• 2個の 40G/100G QSFP28ポート

• 2GB DDR3メモリ、1866 MHz
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これらのオプションは、サーバマザーボードに組み込まれた Intel x550 10Gbase-T mLOM
ポートに追加されます。

•一部のサードパーティ VICに加えて、次の仮想インターフェイスカード (VIC)がサポー
トされています。

• Cisco UCS VIC 15425クアッドポート 10G/25G/50G SFP56 CNA PCIe
（UCSC-P-V5Q50G）

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen4ホストインターフェイス

• 4つの 10G/25G/50G SFP+/SFP28/SFP56ポート

• 4GB DDR4メモリ、3200 MHz

•最適な換気のための一体型ブロワー

•セキュアブートのサポート

• Cisco UCS VIC 15235デュアルポート 40G/100G/200G QSFP56 CNA PCIe
（UCSC-P-V5D200G）

•ラックサーバへの x16 PCIe Gen4ホストインターフェイス

• 2つの 40G/100G/200G QSFP/QSFP28/QSFP56ポート

• 4GB DDR4メモリ、3200 MHz

•最適な換気のための一体型ブロワー

•セキュアブートのサポート

• Cisco UCS VIC 1455クアッドポート 10/25G SFP28 PCIe（UCSC-PCIE-C25Q-04=）

• Cisco UCS VIC 1495デュアルポート 40/100G QSFP28 CNA PCIe
（UCSC-PCIE-C100-042)）

• N + 1電源構成をサポートする 2つの電源（PSU）。

•ホットスワップ可能な 6基のモジュール型ファン。

サーバ構成、LFF

サーバは、LFFドライブ用に次の構成で注文できます。

• Cisco UCS C240 M6 LFF 12（UCSC-C240-M6L）：大型フォームファクタ（LFF）ドライ
ブ、12ドライブバックプレーン。

•フロントローディングドライブベイ 1～12で 3.5インチ SAS/SATAドライブをサポー
ト。

•ミッドプレーンドライブケージで4台のドライブをサポート（3.5インチSAS専用）。
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•オプションで、リアローディングドライブベイは 2台または 4台の SAS/SATAまた
は NVMeドライブをサポート。

サーバ構成、SFF 12 SAS/SATA

SFF 12 SAS/SATA構成（UCSC-C240-M6-S）は、12台の SFFドライブとオプションのオプティ
カルドライブで構成できます。また、SFF構成は、I/Oセントリック構成またはストレージセ
ントリック構成のいずれかとして注文できます。このサーバは以下をサポートします。

•ドライブ 12台用のバックプレーンで、最大 12台の小型フォームファクタ（SFF）ドライ
ブをサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1～12で最大 12台の 2.5インチ SAS/SATAドラ
イブをサポート。

•オプションで、フロントローディングドライブベイ 1～4で 2.5インチNVMe SSDを
サポート。この構成では、最大4台までの任意の数のNVMeドライブを取り付けられ
ます。

NVMeドライブは、デュアル CPUサーバでのみサポートされま
す。

（注）

•サーバは、SATAインターポーザカードを装備するように構成できます。サーバで
SATAインターポーザカードを使用する場合は、最大 8台の SATA専用ドライブを構
成できます。これらのドライブは、スロット1〜8にのみ取り付けることができます。

•ドライブベイ 5～12は、SAS/SATA SSDまたは HDDのみをサポートします。NVMe
はサポートしません。

•オプションで、リアローディングドライブベイは 4台の 2.5インチ SAS /SATAまた
は NVMeドライブをサポート。

サーバ構成、24 SFF SAS/SATA

SFF 24 SAS/SATA構成（UCSC-C240-M6SX）は、I/Oセントリック構成またはストレージセン
トリック構成のいずれかとして注文できます。このサーバは以下をサポートします。

•ドライブ 24台用のバックプレーンで、最大 24台の小型フォームファクタ（SFF）ドライ
ブをサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1～24で、2.5インチの SAS/SATA SSDまたは
HDDをサポート。

•オプションで、フロントローディングドライブベイ 1～4で 2.5インチNVMe SSDを
サポート。この構成では、最大4台までの任意の数のNVMeドライブを取り付けられ
ます。
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NVMeドライブは、デュアル CPUサーバでのみサポートされま
す。

（注）

•ドライブベイ 5～24は、SAS/SATA SSDまたは HDDのみをサポートします。NVMe
はサポートしません。

•オプションで、リアローディングドライブベイは 4台の 2.5インチ SAS /SATAまた
は NVMeドライブをサポート。

•オプションとして、このサーバは「GPU対応」の構成で注文できます。このオプショ
ンでは、サーバの最初の注文時にGPUが購入されていない場合でも、後日GPUを追
加できます。

シスコのオンライン注文および構成ツールを使用して GPU対応
構成を注文するには、GPUエアダクト PIDを選択して GPU対応
の構成を有効にする必要があります。ツールに表示される追加の

ルールに従います。詳細については、GPUカードの構成規則（224
ページ）を参照してください。

（注）

サーバ構成、12 NVMe

SFF 12 NVMe構成（UCSC-C240-M6N）は、NVMe専用サーバとして発注できます。NVMe最
適化サーバには 2基の CPUが必要です。このサーバは以下をサポートします。

• NVMeに最適化されたドライブ 12台用のバックプレーンで、最大 12台の SFF NVMeド
ライブを SSDとしてサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1～12で 2.5インチの NVMe PCIe SSDのみをサ
ポート。

• 2つのリアロードドライブベイは 2台の 2.5インチ NVMe SSDのみをサポート。こ
れらのドライブベイは、背面パネルの左側にある上部と中央のスロットです。

サーバ構成、24 NVMe

SFF 24 NVMe構成（UCSC-C240-M6SN）は、NVMe専用サーバとして発注できます。NVMe
最適化サーバには 2基の CPUが必要です。このサーバは以下をサポートします。

• NVMeに最適化された 24ドライブバックプレーンにより、SSDとして最大 24台の SFF
NVMeドライブをサポート。

•フロントローディングドライブベイ 1～24で 2.5インチ NVMe PCIe SSDのみをサ
ポート。
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• 2つのリアロードドライブベイは 2台の 2.5インチ NVMe SSDのみをサポート。こ
れらのドライブベイは、背面パネルの左側にある上部と中央のスロットです。

•オプションとして、このサーバは「GPU対応」の構成で注文できます。このオプショ
ンでは、サーバの最初の注文時にGPUが購入されていない場合でも、後日GPUを追
加できます。

シスコのオンライン注文および構成ツールを使用して GPU対応
構成を注文するには、GPUエアダクト PIDを選択して GPU対応
の構成を有効にする必要があります。ツールに表示される追加の

ルールに従います。詳細については、GPUカードの構成規則（224
ページ）を参照してください。

（注）

外部機能
このトピックでは、様々な構成のサーバの外部機能について説明します。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LED（72ページ）を参照してください。

Cisco UCS C240 M6サーバ 24 SAS/SATAの前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）、24 SAS/SATAドライブバージョンのサーバであ
る Cisco UCS C240 M6SXの前面パネル機能を示します。フロントローディングドライブは、
最大 4台の SFF NVMeまたは SFF SAS/SATAドライブをサポートするために、スロット 1〜4
で組み合わせることができます。任意の数の NVMeドライブを搭載した UCS C240 M6サーバ
は、デュアル CPUシステムである必要があります。

この構成では、背面の PCIeスロットで最大 4台のオプションの SAS/SATAドライブをサポー
トできます。

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
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図 1 : Cisco UCS C240 M6サーバ 24 SAS/SATA前面パネル

ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5

ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7

KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル X
1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブルで
使用）

10NVMeドライブベイ、フロントロード

ドライブベイ 1〜24は、フロントローディング
SFF SAS/SATAドライブをサポートします。

ドライブベイ 1～4は SAS/SATAハードドライ
ブ、ソリッドステートドライブ (SSD)またはNVMe
PCIeドライブをサポートします。最大4台のNVMe
ドライブをこれらのスロットに装着できます。

ドライブベイ 5～ 24は SAS/SATAハードドライ
ブおよびソリッドステートドライブ（SSD）のみ
をサポートします。

ドライブベイには 1〜24の番号が付けられ、ベイ
1が左端のベイになります。

9
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Cisco UCS C240 M6サーバ 12 SAS/SATAドライブの前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）、12 SAS/SATAドライブバージョンのサーバであ
る Cisco UCS C240 M6Sの前面パネルの機能を示します。フロントローディングドライブは、
最大 4台の SFF NVMeまたは SFF SAS/SATAドライブをサポートするために、スロット 1〜4
で組み合わせることができます。任意の数の NVMeドライブを搭載した UCS C240 M6サーバ
は、デュアル CPUシステムである必要があります。

この構成では、背面の PCIeスロットで最大 4つのオプションの SAS/SATAまたは NVMeドラ
イブをサポートできます。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LED（72ページ）を参照してください。

図 2 : Cisco UCS C240 M6サーバ（SFF SAS/SATA、12ドライブ）の前面パネル

ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5

ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7
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ドライブベイ 13〜24は板金でブロックされていま
す。

10ドライブベイの前面ローディング

ドライブベイ 1〜12は、フロントローディング
SFF SAS/SATAドライブをサポートします。

ドライブベイ 1～4は SAS/SATAハードドライ
ブ、ソリッドステートドライブ (SSD)のみならず
NVMe PCIeドライブもサポートします。最大 4台
のNVMeドライブをこれらのスロットに装着でき
ます。

ドライブベイ 5～ 12は SAS/SATAハードドライ
ブおよびソリッドステートドライブ（SSD）のみ
をサポートします。

ドライブベイには 1〜24の番号が付けられ、ベイ
1が左端のベイになります。

サーバに SATAインターポーザカード
がある場合は、スロット 1〜8で最大
8台の SATAドライブがサポートされ
ます。

（注）

9

-KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル
X 1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブ
ルで使用）

11

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 SAS/SATAドライブ（プラスオプティカル）前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）、12ドライブドライブバージョンのサーバである
Cisco UCS C240 M6Sの前面パネルの機能を示します。フロントローディングドライブは、最
大 4台の SFF NVMeまたは SFF SAS/SATAドライブをサポートするために、スロット 1〜4で
組み合わせることができます。任意の数の NVMeドライブを搭載した UCS C240 M6サーバ
は、デュアル CPUシステムである必要があります。

この構成では、背面の PCIeスロットで最大 4台のオプションの SAS/SATAドライブをサポー
トできます。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LED（72ページ）を参照してください。

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
9

概要

外部機能



図 3 : Cisco UCS C240 M6サーバ 12 SAS/SATA Plusオプティカルドライブ、前面パネルの機能

ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5

ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7

ドライブベイ 13〜24は板金でブロックされていま
す。

10ドライブステータス LED

ドライブベイ 1〜12は、フロントローディング
SFFドライブをサポートします。

ドライブベイ 1～4は SAS/SATAハードドライ
ブ、ソリッドステートドライブ (SSD)のみならず
NVMe PCIeドライブもサポートします。最大 4台
のNVMeドライブをこれらのスロットに装着でき
ます。

サーバに SATAインターポーザカード
がある場合は、スロット 1〜8で最大
8台の SATAドライブがサポートされ
ます。

（注）

9
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オプションのオプティカル DVDドライブは水平に
取り付けられます。

12KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル
X 1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブ
ルで使用）

11

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 NVMeドライブの前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）ドライブ、12 NVMeドライブバージョンのサーバ
である Cisco UCS C240 M6Nの前面パネルの機能を示します。フロントローディングドライブ
はすべて NVMe専用です。任意の数の NVMeドライブを搭載した UCS C240 M6サーバは、
デュアル CPUシステムである必要があります。

この構成では、背面の PCIeスロットで最大 2つのオプションの NVMeドライブをサポートで
きます。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LED（72ページ）を参照してください。

図 4 : Cisco UCS C240 M6サーバ 12 NVMeの前面パネル

ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5
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ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7

ドライブベイ 13〜24は板金でブロックされていま
す。

10ドライブベイ 1〜12は、フロントローディング
SFF NVMeドライブのみをサポートします。

ドライブベイには 1〜12の番号が付けられ、ベイ
1が左端のベイになります。

9

-KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル
X 1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブ
ルで使用）

11

Cisco UCS C240 M6サーバ 24 NVMeドライブの前面パネルの機能

次の図に、小型フォームファクタ（SFF）ドライブ、24 NVMeドライブバージョンのサーバ
である Cisco UCS C240 M6SNの前面パネルの機能を示します。フロントローディングドライ
ブはすべて NVMeです。 SAS/SATAドライブはサポートされていません。任意の数の NVMe
ドライブを搭載した UCS C240 M6サーバは、デュアル CPUシステムである必要があります。

この構成では、背面の PCIeスロットで最大 2つのオプションの NVMeドライブをサポートで
きます。

図 5 : Cisco UCS C240 M6サーバ 24 NVMeの前面パネル

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
12

概要

外部機能



ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5

ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7

ドライブベイ 1〜24は、フロントローディング SFF
NVMeドライブをサポートします。

ドライブベイには 1〜24の番号が付けられ、ベイ 1
が左端のベイになります。

10ドライブステータス LED9

-KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル
X 1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブ
ルで使用）

11

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 LFFドライブの前面パネルの機能

次の図に、大型フォームファクタ（LFF）構成サーバの前面パネルの機能を示します。このバー
ジョンのサーバは、12台の 3.5インチ LFF SAS専用フロントローディングハードディスクド
ライブ（HDD）と、最大 4台の 3.5インチ LFFミッドプレーン搭載 HDDをサポートします。
オプションで、サーバは SAS、SATA、または NVMeとして最大 4台の SFFドライブを背面
PCIeスロットでサポートできます。

LEDの状態の定義については、前面パネルの LED（72ページ）を参照してください。
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図 6 : Cisco UCS C240 M6サーバ 12 LFFドライブの前面パネル

ユニット識別 LED2電源ボタン/電源ステータス LED1

ファンステータス LED4システムステータス LED3

電源装置ステータス LED6温度ステータス LED5

ドライブステータス LED8ネットワークリンクアクティビティ LED7

ドライブベイ 1〜12は、フロントローディング LFF
SAS専用ドライブをサポートします。

ドライブベイには 1〜12の番号が付けられ、ベイ 1
が左端のベイ、12が右下のベイです。

10KVMコネクタ（DB-15 VGA X 1、DB-9シリアル
X 1、USB 2.0 X 2コネクタ接続用の KVMケーブ
ルで使用）

9

共通背面パネルの機能

次の図は、サーバのすべてのモデルに共通の背面パネルハードウェア機能を示しています。
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電源装置（2、1+1として冗長）

仕様およびサポートされるオプションについては、

電力仕様（204ページ）を参照してください。

2背面ハードウェアの構成オプション:

• I/O中心の場合、これらはPCIeスロットです。

•ストレージ中心の場合、これらはストレージ
ドライブベイです。

この図は、未装着のスロットを示しています

1

シリアルポート（RJ-45コネクタ）4VGAビデオポート（DB-15コネクタ）3

USB 3.0ポート X 261-Gb/10-Gb自動ネゴシエーションイーサネット
ポート、2（クラスタ内のポート 1および 2）。

これらの LANポート（LAN1および LAN2）は、
1 Gbpsおよび 10 Gbpsをサポートし、リンクパー
トナーの機能に基づいて最適な速度に自動ネゴシ

エートします。

クラスタ内の 3番目のポートは、専用の 1 Gb管理
ポートです。

5

モジュール型 LAN on Motherboard（mLOM）カード
スロット（X 16）

8背面ユニット識別ボタン/LED7

Cisco UCS C240 M6サーバ 24ドライブの背面パネル、I/O中心

Cisco UCS C240 M6 24 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

次の図は、Cisco UCS C240 M6SXの I/O中心バージョンの背面パネルの機能を示しています。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LED（75ページ）を参照してください。
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ライザー 2A2ライザー 1A1

--ライザー3Aまたは3C3

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

表 1 : Cisco UCS C240 M6 24 SFF SAS/SATA/NVMe（UCSC-C240-M6SX）

オプションライザー

ライザー1Aは、下から上に番号が付けられた
3つの PCIeスロットをサポートします。

•スロット 1 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット2 =フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット3 =フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 1

このライザーは I/O中心で、CPU 1またはCPU
2によって制御されます。

ライザー 2Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 1 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット2 =フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット3 =フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 2

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
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オプションライザー

ライザー 3Aは 2つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット7はフルハイト、フルレングス、
x8

•スロット8はフルハイト、フルレングス、
x8

ライザー 3Cは GPUのみをサポートします。

• 1個のフルハイト、フルレングス、ダブル
幅 GPU (PCIeスロット 7のみ)、x16

•スロット 8はダブル幅GPUでブロックさ
れています

ライザー 3

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 SAS/SATAドライブの背面パネル、I/O中心

Cisco UCS C240 M6 12 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

このバージョンのサーバには、サーバの前面に DVDドライブ用のオプションがあります。こ
こに示す背面パネルは、標準サーバとDVDドライブバージョンのサーバの両方で同じです。

（注）

次の図は、Cisco UCS C240 M6Sの I/O中心バージョンの背面パネルの機能を示しています。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LED（75ページ）を参照してください。

ライザー 2A2ライザー 1A1

-ライザー3Aまたは3C3

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
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次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

表 2 : Cisco UCS C240 M6 12 SFF SAS/SATA（USC-C240M6-S）

オプションライザー

ライザー1Aは、下から上に番号が付けられた
3つの PCIeスロットをサポートします。

•スロット 1 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット2 =フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット3 =フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 1

このライザーは I/O中心で、CPU 1によって
制御されます。

ライザー 2Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 4 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット5 =フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット6 =フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 2

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

ライザー 3Aは 2つの PCIeスロットをサポー
ト

•スロット7 =フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

•スロット8 =フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

•ライザー 3Cは GPUのみをサポートしま
す。

• 1個のフルハイト、フルレングス、ダ
ブル幅 GPU (PCIeスロット 7のみ)、
x16

•スロット 8はダブル幅GPUでブロッ
クされています

ライザー 3

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
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Cisco UCS C240 M6サーバ 24 NVMeドライブの背面パネル、I/O中心

Cisco UCS C240 M6 12 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

次の図は、Cisco UCS C240 M6SNの I/O中心バージョンの背面パネルの機能を示しています。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LED（75ページ）を参照してください。

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A2ライザー 1A1

-ライザー 3A、3B、ま
たは 3C（サポート対
象外）

3

表 3 : Cisco UCS C240 M6 24 SFF NVMe（UCSC-C240M6-SN）

オプションライザー

ライザー 1Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 1 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット2 =フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット3 =フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 1

このライザーは I/O中心で、CPU 1またはCPU
2によって制御されます。
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オプションライザー

ライザー 2Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 4はフルハイト、3/4レングス、
x8

•スロット5はフルハイト、フルレングス、
x16

•スロット6はフルハイト、フルレングス、
x8

ライザー 2A

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

ライザー 3A、3B、および 3Cはサポートされ
ていません。

ライザー 3

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 NVMeドライブの背面パネル、I/O中心

Cisco UCS C240 M6 12 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

次の図は、Cisco UCS C240 M6Nの I/O中心バージョンの背面パネルの機能を示しています。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LED（75ページ）を参照してください。

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A2ライザー 1A1

-ライザー 3A、3B、ま
たは 3C（サポート対
象外）

3
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表 4 : Cisco UCS C240 M6 24 SFF NVMe（UCSC-C240M6-SN）

オプションライザー

ライザー 1Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 1 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット2 =フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット3 =フルハイト、フルレングス、
x8、NCSIなし

ライザー 1

このライザーは I/O中心で、CPU 1またはCPU
2によって制御されます。

ライザー 2Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 4 =フルハイト、3/4レングス、
x8、NCSI

•スロット5 =フルハイト、フルレングス、
x16、NCSI

•スロット6はフルハイト、フルレングス、
x8

ライザー 2A

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。

ライザー 3A、3B、および 3Cはサポートされ
ていません。

ライザー 3

Cisco UCS C240 M6サーバ 24ドライブの背面パネル、ストレージ中心

Cisco UCS C240 M6 24 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

次の図に、Cisco UCS C240 M6SXのストレージ中心バージョンの背面パネルの機能を示しま
す。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LED（75ページ）を参照してください。
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次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A（サポー
ト対象外）

2ライザー 1B1

-ライザー 3B、3C3

表 5 : Cisco UCS C240 M6 24 SFF SAS/SATA/NVMe（UCSC-C240-M6SX）

オプションライザー

ライザー 1Bは 2台の SFF SAS/SATA/NVMe
ドライブをサポート

•スロット 1は予約済み

•スロット 2（ドライブベイ 102）、x4

•スロット 3（ドライブベイ 101）、x4

サーバがハードウェアRAIDコントローラカー
ドを使用する場合は、背面ベイでは SAS/シリ
アル ATA HDDまたは SSD、あるいは NVMe
PCIe SSDがサポートされます。

ライザー 1

このライザーはストレージ中心で、CPU 2に
よって制御されます。

ライザー2Aは、ストレージ中心バージョンの
サーバではサポートされていません。

ライザー 2

このライザーは I/O中心で、CPU 2によって
制御されます。
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オプションライザー

ライザー 3Bには、2つの SFFドライブ
（NVMe）をサポートできる2つのPCIeスロッ
トがあります。

•スロット 7（ドライブベイ 104）、x4

•スロット 8（ドライブベイ 103）、x4

サーバがハードウェアRAIDコントローラカー
ドを使用する場合は、背面ベイでは SAS/シリ
アル ATA HDDまたは SSD、あるいは NVMe
PCIe SSDがサポートされます。

ライザー 3Cには、GPUをサポートできる 2
つの PCIeスロットがあります。

•スロット7は、1つのフルハイト、フルレ
ングス、ダブル幅 GPU、x16

•ダブル幅 GPUが取り付けられている場
合、スロット 8はブロックされる

ライザー 3

このライザーはCPU2によって制御されます。

Cisco UCS C240 M6サーバ 12ドライブの背面パネル、ストレージ中心

Cisco UCS C240 M6 12 SAS/SATA SFFバージョンには、I /O（I /O中心）またはストレージ（ス
トレージ中心）用の背面構成オプションがあります。サーバに PCIeスロットを提供する I/O
中心バージョンと、サーバにドライブベイを提供するストレージ中心バージョンです。

次の図に、Cisco UCS C240 M6Sのストレージ中心バージョンの背面パネルの機能を示します。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LED（75ページ）を参照してください。

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A2ライザー 1A1
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-ライザー 3B、3C3

表 6 : Cisco UCS C240 M6 12 SFF SAS/SATA（CSC-C240M6-S）

オプションライザー

ライザー1Aは、サーバのストレージ中心バー
ジョンではサポートされません。

ライザー 1

ライザー2Aは、サーバのストレージ中心バー
ジョンではサポートされません。

ライザー 2

ライザー 3Bは、2つの SFFドライブ
（SAS/SATA/NVMe）をサポートできます。

•スロット 7（ドライブベイ 104）、x4

•スロット 8（ドライブベイ 103）、x4

HWRAIDコントローラカードを使用する場合
は、背面ベイでは SAS/SATA ATA HDDまた
は SSD、あるいはNVMe PCIe SSDがサポート
されます。

ライザー 3Cには、GPUをサポートできる 2
つの PCIeスロットがあります。

•スロット7は、1つのフルハイト、フルレ
ングス、ダブル幅 GPU、x16

•ダブル幅 GPUが取り付けられている場
合、スロット 8はブロックされる

ライザー 3

このライザーはストレージ中心で、CPU 2に
よって制御されます。

Cisco UCS C240 M6サーバ 24 NVMeドライブの背面パネル、ストレージ中心

Cisco UCS C240 M6 24 NVMe SFFバージョンには、PCIeスロットとストレージ中心バージョン
を使用するサーバの I/O中心バージョンで、I/O（I/O中心）またはストレージ（ストレージ中
心）のいずれかの背面設定オプションがあります。ドライブベイを提供します。

次の図に、Cisco UCS C240 M6SNのストレージ中心バージョンの背面パネルの機能を示しま
す。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LED（75ページ）を参照してください。
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次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A（サポー
ト対象外）

2ライザー 1B1

-ライザー 3A、3B、ま
たは 3C（サポート対
象外）

3

表 7 : Cisco UCS C240 M6 24 SFF NVMe（UCSC-C240M6-SN）

オプションライザー

ライザー1Bは2つのNVMeドライブをサポー
トします。

•スロット 1は予約済み

•スロット 2（ドライブベイ 102）、x4

•スロット 3（ドライブベイ 101）、x4

サーバがハードウェアRAIDコントローラカー
ドを使用する場合は、背面ベイではNVMePCIe
SSDがサポートされます。

ライザー 1B

このライザーはストレージ中心で、CPU 2に
よって制御されます。

ライザー2Aはストレージデバイスをサポート
していません。

ライザー 2

ライザー 3A、3B、および 3Cはサポートされ
ていません。

ライザー 3

Cisco UCS C240 M6サーバ 12 NVMeドライブの背面パネル、ストレージ中心

Cisco UCS C240 M6 12 NVMe SFFバージョンには、PCIeスロットとストレージ中心バージョン
を使用するサーバの I/O中心バージョンで、I/O（I/O中心）またはストレージ（ストレージ中
心）のいずれかの背面設定オプションがあります。ドライブベイを提供します。

次の図に、Cisco UCS C240 M6Nのストレージ中心バージョンの背面パネルの機能を示します。
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•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LED（75ページ）を参照してください。

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A（サポー
ト対象外）

2ライザー 1B1

-ライザー 3A、3B、ま
たは 3C（サポート対
象外）

3

表 8 : Cisco UCS C240 M6 12 SFF NVMe（UCSC-C240-M6N）

オプションライザー

ライザー1Bは2つのNVMeドライブをサポー
トします。

•スロット 1は予約済み

•スロット 2（ドライブベイ 102）、x4

•スロット 3（ドライブベイ 101）、x4

サーバがハードウェアRAIDコントローラカー
ドを使用する場合は、背面ベイではNVMePCIe
SSDがサポートされます。

ライザー 1B

このライザーはストレージ中心で、CPU 2に
よって制御されます。

ライザー2Aはストレージデバイスをサポート
していません。

ライザー 2

ライザー 3A、3B、および 3Cはサポートされ
ていません。

ライザー 3
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Cisco UCS C240 M6サーバ 12 LFFドライブの背面パネル

サーバの SFFバージョンとは異なり、Cisco UCS C240 M6 LFFの背面パネルには 1つのサポー
ト対象ハードウェア構成があります。背面パネルのハードウェア構成には、PCIeスロットとド
ライブベイの両方があります。

次の図は、Cisco UCS C240 LFFの I/O Centricバージョンの背面パネルの機能を示しています。

•サーバのすべてのバージョンに共通の機能については、「共通の背面パネル機能」を参照
してください。

• LEDの状態の定義については、背面パネルの LED（75ページ）を参照してください。

次の表に、このバージョンのサーバのライザーオプションを示します。

ライザー 2A2ライザー 1B1

-ライザー 3B3
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表 9 : Cisco UCS C240 M6 12 LFF（UCSC-C240-LFF）

オプションライザー

ライザー 1Bは、下から上に番号が付いた 3つ
の PCIeスロットをサポートします。

•スロット 1はドライブコントローラ用に
予約されています。

•スロット 2は 1台のドライブ（ドライブ
ベイ 102）、x4をサポート

•スロット 3は 1台のドライブ（ドライブ
ベイ 101）、x4をサポート

ハードウェア RAIDコントローラカード
または SASを使用する場合

サーバでハードウェアRAIDコントローラカー
ドまたはSAS HBAを使用する場合は、背面ベ
イで SAS/SATA HDDまたは SSDがサポート
されます。

NVMe PCIe SSDは、RAIDコントローラを必
要とせずに背面ベイでサポートされます。

ライザー 1

このライザーはCPU1によって制御されます。

ライザー 2Aは 3つの PCIeスロットをサポー
トします。

•スロット 4はフルハイト、3/4レングス、
x8

•スロット5はフルハイト、フルレングス、
x16

•スロット6はフルハイト、フルレングス、
x8

ライザー 2

このライザーはCPU2によって制御されます。
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オプションライザー

ライザー 3Bは 2つのドライブをサポートしま
す。

•スロット 7（ドライブベイ 104）、x4

•スロット 8（ドライブベイ 103）、x4

サーバでハードウェアRAIDコントローラカー
ドまたはSAS HBAを使用する場合は、背面ベ
イで SAS/SATA HDDまたは SSDがサポート
されます。

NVMe PCIe SSDは、RAIDコントローラを必
要とせずに背面ベイでサポートされます。

ライザー 3

このライザーはCPU2によって制御されます。

PCIeライザー
次の異なる PCIeライザーオプションを使用できます。

ライザー 1のオプション

このライザーは、ライザー 1Aと 1Bの 2つのオプションをサポートします。
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PCIeスロット 2、フルハイ
ト、フルレングス、x16、
NCSI、GPU対応

2PCIeスロット 1、フルハイ
ト、3/4レングス、x8、NCSI

1
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エッジコネクタ4PCIeスロット 3、フルハイ
ト、フルレングス、x8、NCSI
非対応

3
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ドライブベイ 102、x42PCIeスロット 1、ドライブコ
ントローラ用に予約済み

1

エッジコネクタ4ドライブ 103、x43

ライザ 2

このライザーは 1つのオプション、ライザー 2Aをサポートします。
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PCIeスロット 5、フルハイ
ト、フルレングス、x16

2PCIeスロット 4、フルハイ
ト、3/4長、x8

1

エッジコネクタ4PCIeスロット 6、フルハイ
ト、フルレングス、x16

3
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ライザ 3

このライザーは、3A、3B、3Cの 3つのオプションをサポートします。

PCIeスロット 8、フルハイ
ト、フルレングス、x16

2PCIeスロット 7、フルハイ
ト、フルレングス、x8

1

エッジコネクタ3
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PCIeスロット 8、ドライブベ
イ 103、x4

2PCIeスロット 7、ドライブベ
イ 103、x4

1

エッジコネクタ3
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エッジコネクタ2PCIeスロット 7、フルハイ
ト、フルレングス、ダブル幅

GPU 1基 x16をサポート（ス
ロット 7のみ）

1
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サーバ機能の概要
次の表に、サーバの LFFバージョンと SFFバージョンのサーバ機能の概要を示します。

表 10 :サーバ機能、SFF

説明機能

2ラックユニット（2RU）シャーシシャーシ

1つまたは 2つの第 3世代 Intel Xeonプロセッサ。セントラルプロセッサ

Intel® C621シリーズチップセットチップセット

registered DIMM（RDIMM）または load-reduced DIMM（LRDIMM）用の 32個の
スロットと、Intel® Optane™パーシステントメモリモジュール（DCPMM）のサ
ポート

メモリ

マルチビットエラー保護をサポートします。マルチビットエラー保護

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Matrox G200eビデオ/グラ
フィックスコントローラを使用してビデオを提供します。

•ハードウェアアクセラレーションを備えた内蔵 2Dグラフィックスコアで
す。

•組み込み DDR4メモリインターフェイスは最大 512 MBのアドレス可能メ
モリをサポートします（デフォルトで 8 MBがビデオメモリに割り当てら
れます）

•最大 1920 X 1200 16bpp、60Hzのディスプレイ解像度をサポートします。

•高速な内蔵 24ビット RAMDAC

•第1世代の速度で動作するシングルレーンPCI-Expressホストインターフェ
イス

ビデオ
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説明機能

背面パネル：

• 1 Gbイーサネット専用管理ポート X1（RJ-45コネクタ）

• 1 Gb/10 Gb BASE-Tイーサネット LANポート X 2（RJ-45コネクタ）

デュアル LANポートは、リンクパートナーの機能に応じて 1 Gbpsおよび
10 Gbpsをサポートできます。

• RS-232シリアルポート（RJ-45コネクタ）X 1

• VGAビデオコネクタポート X 1（DB-15コネクタ）

• USB 3.0ポート X 2

前面パネル：

• KVMブレイクアウトケーブルが使用する前面パネルキーボード/ビデオ/マ
ウス（KVM）コネクタ X 1。ブレイクアウトケーブルは、USB 2.0 X 2、
VGA X 1、DB-9シリアルコネクタ X 1を接続可能です。

ネットワークおよび管理 I/O

以下のホットスワップ可能な電源ユニットから最大 2つ選択できます。

• 1050 W（AC）

• 1050 W（DC）

• 1600 W（AC）

• 2300 W（AC）

最低 1台の電源ユニットが必須です。さらに 1台を追加すれば、1 + 1の冗長性
を確保できます。

詳細は、サポートされる電源装置（144ページ）を参照してください。

電力

Advanced Configuration and Power Interface（ACPI）4.0規格をサポートしていま
す。

ACPI

前面パネルコントローラはステータスインジケータおよびコントロールボタン

を装備しています。

前面パネル

前面から背面に向かって冷却する、ホットスワップ可能なファンモジュール X
6。

冷却

このサーバの PCIeバススロットで InfiniBandアーキテクチャをサポートしま
す。

InfiniBand
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説明機能

サーバの SFFバージョンでは、3つのハーフハイトライザースロットがサポー
トされています。

•ライザー 1A（3 PCIeスロット）

•ライザー 1B（ドライブベイ X 2）

•ライザー 2A（3 PCIeスロット）

•ライザー 3A（2 PCIeスロット）

•ライザー 3B（2つのドライブベイ）

•ライザー 3C（フルレングス、ダブル幅 GPU 1個）

すべてのライザーがすべてのサーバ設定オプションで使用できるわ

けではありません。

（注）

SATAインターポーザまたはストレージコントローラ用の 1つまたは 2つの専用
スロット（サーバのタイプによって異なる）。

拡張スロット

背面パネル：

• 1つの 1Gbase-T RJ-45管理ポート

• 2つの 10Gbase-T LOMポート

• RS-232シリアルポート（RJ45コネクタ）x 1

• DB15 VGAコネクタ × 1

• USB 3.0ポートコネクタ x 2

•各種のインターフェイスカードを搭載できるフレキシブルモジュール型
LAN on Motherboard（mLOM）スロット x 1

前面パネルは、以下を提供する1つのKVMコンソールコネクタをサポートしま
す。

• USB 2.0コネクタ X 2、

• VGA DB15ビデオコネクタ X 1

•シリアルポート（RS232）RJ45コネクタ X1

インターフェイス
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説明機能

内部ストレージデバイス
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説明機能

• UCSC-C240-M6S:

•最大 12台の SFF SAS/SATAハードドライブ（HDD）または SAS/SATA
ソリッドステートドライブ（SSD）が搭載可能。

•オプションで、最大4台のSFF NVMe PCIe SSD。これらのドライブは、
前面ドライブベイ 1、2、3、および 4にのみ配置する必要があります
が、SAS / SATAドライブと混在させることができます。残りのベイ（5
～ 12）には、SAS/SATA SSDまたは HDDを装着できます。任意の台
数の NVMeドライブを搭載したサーバには、2つの CPUが必要です。

•オプションで 1台の前面 DVDドライブを装着可能。

•オプションで、最大 2つの SFF背面 SAS / SATA / NVMeドライブ

• SATAインターポーザを使用する場合は、最大 8台の SATA専用ドラ
イブを取り付けることができます（スロット 1〜8のみ）。

• UCSC-C240-M6SX:

•最大 24台の前面 SFF SAS/SATAハードドライブ（HDD）または
SAS/SATAソリッドステートドライブ（SSD）を搭載できます。
20-10-2021 12:24

•オプションで、最大 4台の前面 SFF NVMe PCIe SSD。これらのドライ
ブは、前面ベイ 1、2、3、4にのみ配置する必要があります。残りのベ
イ（5～ 24）には、SAS/SATA SSDまたは HDDを装着できます。任意
の台数の NVMeドライブを搭載したサーバには、2つの CPUが必要で
す。

•オプションで、最大 4台の SFF背面 SAS / SATA / NVMeドライブ

• UCSC-C240-M6N:

•最大 12台の前面 NVMe（専用）ドライブ

•オプションで、最大 2台の背面 NVMe（専用）ドライブ

•任意の台数の NVMeドライブを搭載したサーバには、2つの CPUが必
要です。

• UCSC-C240-M6SN:

•最大 24台の前面 NVMeドライブ（のみ）。

•オプションで、最大 2台の背面 NVMeドライブ（のみ）

• 2台の CPUは NVMe SSDを選択する時に必要です。

•その他のストレージ：
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説明機能

マザーボード上のミニストレージモジュールコネクタは、2つの SATA
M.2 SSDを保持するブート最適化RAIDコントローラキャリアをサポー

•

トします。容量の異なる SATA M.2 SSDの同時使用はサポートされま
せん。

•ブートボリュームとして使用するオプションの 2 M.2 RAIDカード。

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）ファームウェアを実行するベー
スボード管理コントローラ（BMC）。

CIMCの設定に応じて、1GE管理専用ポート、1GE/10GE LOMポート、または
Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）を介して CIMCにアクセスできま
す。

CIMCはサーバ内の特定のコンポーネント（Cisco 12G SAS HBAなど）を管理し
ます。

組み込み管理プロセッサ

1つの SATAインターポーザボード、12G RAID HBA、または 1つまたは 2つの
12G SAS HBAを専用スロットに差し込みます。

• SATAインタポーザボード:

•最大 8台の SATA専用ドライブ（スロット 1〜8）の AHCIサポート

• UCSC-C240M6-Sサーバでのみサポート

• 4 GB FBWC搭載Cisco 12G RAIDコントローラ（UCSC-240-M6Sサーバ用）

• RAIDサポート（RAID 0、1、5、6、10、50、および 60）と SW RAID0

•最大 14台の SAS/SATA内蔵ドライブをサポートします。

• 4 GB FBWC搭載 Cisco M6 12G SAS RAIDコントローラ（UCSC-240-M6SX
サーバ用）

• RAIDサポート（RAID 0、1、5、6、10、50、および 60）と SRAID0

•最大 28台の SAS/SATA内蔵ドライブをサポートします。

• Cisco M6 12G SAS HBA（UCSC-240-M6SおよびUCSC-240-M6SXサーバ用）

• RAIDは 0、1、および 10をサポートします。

• JBOD /パススルーモードのサポート

•各 HBA最大 14台の内蔵 SAS/SATAドライブをサポートします

ストレージコントローラ

マザーボードの mLOM専用スロットには、Cisco仮想インターフェイスカード
（VIC）を柔軟に装着できます。

モジュール型 LAN on
Motherboard（mLOM）スロット
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説明機能

Cisco Intersightがサーバ管理を行います。サーバ管理

サーバには、Cisco Integrated Management Controller（CIMC）4.2（1）以降が必要
です。

CIMC

表 11 :サーバ機能、LFF

説明機能

2ラックユニット（2RU）シャーシシャーシ

1つまたは 2つの第 3世代 Intel Xeonプロセッサ。セントラルプロセッサ

Intel® C621シリーズチップセットチップセット

registered DIMM（RDIMM）または load-reduced DIMM（LRDIMM）用の 32個の
スロットと、Intel® Optane™パーシステントメモリモジュール（DCPMM）のサ
ポート

メモリ

マルチビットエラー保護をサポートします。マルチビットエラー保護

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Matrox G200eビデオ/グラ
フィックスコントローラを使用してビデオを提供します。

•ハードウェアアクセラレーションを備えた内蔵 2Dグラフィックスコアで
す。

• DDR2/3メモリインターフェイスは最大 512 MBのアドレス可能メモリをサ
ポートします（デフォルトで8MBがビデオメモリに割り当てられます）。

•最大 1920 X 1200 16bpp、60Hzのディスプレイ解像度をサポートします。

•高速な内蔵 24ビット RAMDAC

•第1世代の速度で動作するシングルレーンPCI-Expressホストインターフェ
イス

ビデオ

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
43

概要

サーバ機能の概要



説明機能

背面パネル：

• 1つの 1Gbase-T RJ-45管理ポート

• 2つの 10Gbase-T LOMポート

• RS-232シリアルポート（RJ-45コネクタ）X 1

• DB15 VGAコネクタ× 1

• USB 3.0ポート X 2

•各種のインターフェイスカードを搭載できるフレキシブルモジュール型
LAN on Motherboard（mLOM）スロット X 1

前面パネルは、以下を提供する1つのKVMコンソールコネクタをサポートしま
す。

• USB 2.0コネクタ X 2、

• VGA DB15ビデオコネクタ X 1

•シリアルポート（RS232）RJ45コネクタ X1

ネットワークおよび管理 I/O

以下のホットスワップ可能な電源ユニットから最大 2つ選択できます。

• 1050 W（AC）

• 1050 W（DC）

• 1600 W（AC）

• 2300 W（AC）

最低 1台の電源ユニットが必須です。さらに 1台を追加して 1 + 1の冗長性を確
保できます。2つの電源装置を使用する場合は、同じタイプで同じワット数であ
る必要があります。

電力

Advanced Configuration and Power Interface（ACPI）4.0規格をサポートしていま
す。

ACPI

前面パネルコントローラはステータスインジケータおよびコントロールボタン

を装備しています。

前面パネル

前面から背面に向かって冷却する、ホットスワップ可能なファンモジュール X
6。

冷却

このサーバの PCIeバススロットで InfiniBandアーキテクチャをサポートしま
す。

InfiniBand
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説明機能

•ライザー 1B（ドライブコントローラ用に 1個の PCIeスロットと 2個の
HDDスロット）

•ライザー 2A（3 PCIeスロット）

•ライザー 3B（2 HDDスロット）

拡張スロット

背面パネル：

• 1つの 1Gbase-T RJ-45管理ポート

• 2つの 10Gbase-T LOMポート

• RS-232シリアルポート（RJ45コネクタ）x 1

• DB15 VGAコネクタ × 1

• USB 3.0ポートコネクタ x 2

•各種のインターフェイスカードを搭載できるフレキシブルモジュール型
LAN on Motherboard（mLOM）スロット x 1

前面パネル：KVMコンソールコネクタX 1（USB 2.0コネクタX 2、VGA DB15
ビデオコネクタX 1、シリアルポート（RS232）RJ45コネクタX 1を接続可能）
をサポート。

インターフェイス

• 12のドライブバックプレーンを備えた大型フォームファクタ（LFF）ドラ
イブ。サーバは最大の場合、次のように装備できます。

• 12台の LFF 3.5インチフロントローディング SAS専用ハードドライブ
（HDD、4台のミッドプレーン LFFドライブ、

•オプションで、最大4台の3.5インチミッドプレーンSAS専用LFF HDD

•オプションで最大 2台の背面 SAS/SATA HDD/SSD、または最大 2台の
背面 NVMe PCIe SSDドライブを装着可能。

•マザーボード上のミニストレージモジュールコネクタは、2つの SATA M.2
SSDを保持するブート最適化 RAIDコントローラキャリアをサポートしま
す。容量の異なる SATA M.2 SSDの同時使用はサポートされません。

内部ストレージデバイス
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説明機能

12G RAID HBAまたは 12G SAS HBAは、ライザー 1Bのスロット 1（下部スロッ
ト）に差し込みます。

• 4GB FBWCを搭載した Cisco M6 12G SAS RAIDコントローラ

• RAIDサポート（RAID 0、1、5、6、10、50、および 60）と SRAID

•最大 32台の SAS/SATA内蔵ドライブをサポートします。

•ライザー 1Bのドライブスロット 1に接続

• Cisco M6 12G SAS HBA

• RAID 0、1、10のサポート

• JBOD/パススルーモードのサポート

•最大 32台の SAS/SATA内蔵ドライブをサポートします。

•ライザー 1Bのスロット 1に接続

ストレージコントローラ

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）ファームウェアを実行するベー
スボード管理コントローラ（BMC）。

CIMCの設定に応じて、1GE管理専用ポート、1GE/10GE LOMポート、または
Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）を介して CIMCにアクセスできま
す。

CIMCはサーバ内の特定のコンポーネント（Cisco 12G SAS HBAなど）を管理し
ます。

組み込み管理プロセッサ

マザーボードの mLOM専用スロットには、Cisco仮想インターフェイスカード
（VIC）を柔軟に装着できます。

モジュール型 LAN on
Motherboard（mLOM）スロット

Cisco Intersightがサーバ管理を行います。サーバ管理

このサーバには、Cisco Integrated Management Controller 4.2（1）以降が必要です。CIMC

サービス可能なコンポーネントの場所
ここでは、フィールドで交換可能なコンポーネントとサービス関連の品目の場所を示します。

次の図に、上部カバーを取り外した状態のサーバーを示します。
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図 7 : Cisco UCS C240 M6サーバ、サービス可能なコンポーネントの場所

冷却ファンモジュール（6、ホットスワップ可能）2フロントローディングドライブベイ。1

CPUソケット 14マザーボード上の DIMMソケット（CPUあたり
16個）

DIMMスロットの番号付けについては、DIMM装
着規則とメモリパフォーマンスに関するガイドラ

イン （131ページ）を参照してください。

サーバの動作中は、エアーバッフルが

DIMMとCPUの上にあります。エアー
バッフルは、この図には表示されてい

ません。

（注）

3

M.2 RAIDコントローラ6CPUソケット 25
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PCIeライザー 2（PCIeスロット 4、5、6。番号は下
から上へ）。次のオプション付き:

• 2A（デフォルトオプション）：スロット4（機
械式x24、電気式x8）は、フルハイトの3/4カー
ドをサポートします。スロット5（機械式x24、
電気式 x 16）は、フルハイトのフルレングス
GPUカードをサポートします。スロット 6（機
械式 x16、電気式 x8）は、フルハイトのフルレ
ングスカードをサポートします。

8PCIeライザー 3（PCIeスロット 7および 8。番号
は下から上へ）。次のオプションがあります。

• 3A（デフォルトオプション）：スロット 7
（x16機械式、x8電気式）、および 8（x16機
械式、x8電気式）。両方のスロットはフルハ
イト、フルレングスGPUカードを使用できま
す。

• 3B (ストレージオプション)—スロット 7 (x24
機械的、x4電気的)、および8 (x24機械的、x4
電気的)。両方のスロットで 2.5インチ SFFユ
ニバーサル HDDを装着できます。

• 3C（GPUオプション）：スロット 7（機械式
x 16、電気式 x 16）および空 8（一度に 1つの
スロットに制限）。スロット 7は、フルハイ
トでフルレングスのGPUカードをサポートで
きます。

7

-PCIeライザー 1（PCIeスロット 1、2、3。番号は
下から上へ）。次のオプション付き:

• 1A（デフォルトオプション）：スロット 1
（機械式 x24、電気式 x8）は、フルハイトの
3/4カードをサポートします。スロット 2（機
械式 x 24、電気式 x 16）は、フルハイトのフ
ルレングスGPUカードをサポートします。ス
ロット 3（機械式 x16、電気式 x8）は、フル
ハイトのフルレングスカードをサポート。

• 1B（ストレージオプション）：スロット1（機
械式 x24、電気式 x8）は、フルハイトの 3/4
カードをサポートします。スロット 2（電気
式 x4）、2.5インチ SFFユニバーサルHDDを
サポート。スロット 3（電気式 x 4）、2.5イ
ンチ SFFユニバーサル HDDをサポート。

シャーシは、この PCIeスロット
で内部 USBドライブ（表示され
ていません）をサポートします。

USBドライブの交換（141ペー
ジ）を参照してください。

（注）

9
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サポートされるコンポーネントの部品番号などの、このサーバのすべてのバージョンの技術仕

様シートは、『Cisco UCS Servers Technical Specifications Sheets』に記載されています（「Technical
Specifications」まで下へスクロールしてください）。
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第 2 章

サーバのインストール

この章は次のトピックで構成されています。

•設置の準備（51ページ）
•ラックへのサーバの設置（54ページ）
•サーバの初期設定（59ページ）
• NICモードおよび NIC冗長化の設定（66ページ）
• BIOSおよび Cisco IMCのファームウェアの更新（67ページ）
•システム BIOSへのアクセス（68ページ）
•スマートアクセス（シリアル）（68ページ）
•スマートアクセス（USB）（69ページ）

設置の準備
ここでは、次の内容について説明します。

設置に関する警告とガイドライン

サーバの設置、操作、または保守を行う前に、『Cisco UCS C-シリーズサーバの規制コンプラ
イアンスと安全性情報』を参照して重要な安全情報を確認してください。

（注）

安全上の重要事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留

意してください。各警告の最載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全につ

いての警告を参照してください。

ステートメント 1071

警告
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システムの過熱を防ぐため、最大推奨周囲温度の 35° C（95° F）を超えるエリアで操作しない
でください。

ステートメント 1047

警告

いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐ手が届く状態にしてお

いてください。

ステートメント 1019

警告

この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されて

います。この保護装置の定格が 250 V、15 A以下であることを確認します。

ステートメント 1005

警告

機器の取り付けは各地域および各国の電気規格に適合する必要があります。

ステートメント 1074

警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入り制限区域と

は、特別な器具、鍵、錠、またはその他の保全手段を使用しないと入ることができないスペー

スを意味します。

ステートメント 1017

警告

サーバを取り付ける際は、適切なエアーフローを確保するために、レールキットを使用する必

要があります。レールキットを使用せずに、ユニットを別のユニットの上に物理的に置く、つ

まり「積み重ねる」と、サーバの上部にある通気口がふさがれ、過熱したり、ファンの回転が

速くなったり、電力消費が高くなったりする原因となる可能性があります。サーバをラックに

取り付けるときは、これらのレールによりサーバ間で必要な最小の間隔が提供されるので、

レールキットにサーバをマウントすることを推奨します。レールキットを使用してユニット

をマウントする場合は、サーバ間の間隔を余分にとる必要はありません。

注意

鉄共振テクノロジーを使用する無停電電源装置（UPS）タイプは使用しないでください。この
タイプの UPSは、Cisco UCSなどのシステムに使用すると、データトラフィックパターンの
変化によって入力電流が大きく変動し、動作が不安定になるおそれがあります。

注意

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
52

サーバのインストール

設置に関する警告とガイドライン



サーバを設置する際には、次のガイドラインに従ってください。

•サーバを設置する前に、設置場所の構成を計画し、設置環境を整えます。設置場所を計画
する際に推奨される作業については、『Cisco UCSサイト準備ガイド』を参照してくださ
い。

•サーバの周囲に、保守作業および適切な通気のための十分なスペースがあることを確認し
ます。このサーバのエアーフローは、前面から後面へと流れます。

•空調が、環境仕様（203ページ）に記載された温度要件に適合していることを確認します。

•キャビネットまたはラックが、ラックに関する要件（53ページ）に記載された要件に適
合していることを確認します。

•設置場所の電源が、電力仕様（204ページ）に記載された電源要件に適合していることを
確認します。使用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用してく
ださい。

ラックに関する要件

次のタイプのラックを使用する必要があります。

•標準的な 19インチ（48.3 cm）幅 4支柱 EIAラック（ANSI/EIA-310-D-1992のセクション
1に準拠した英国ユニバーサルピッチに適合するマウント支柱付き）。

•シスコが提供するスライドレールを使用する場合、ラック支柱の穴は、0.38インチ（9.6
mm）の正方形、0.28インチ（7.1 mm）の丸形、#12-24 UNC、または #10-32 UNCになり
ます。

•サーバーあたりの縦方向の最小ラックスペースは、2RU（ラックユニット）、つまり88.9
mm（3.5インチ）である必要があります。

サポートされている Ciscoスライドレールキット

サーバでは、次のレールキットオプションがサポートされています。

• Ciscoパーツ UCSC-RAIL-M6=（C220および C240 M6ラックサーバ用ボールベアリング
レールキット）

• Ciscoパーツ UCSC-CMA-C240M6=（ボールベアリングレールキット用のリバーシブル
CMA）

必要なラック取り付け工具

このサーバ用にシスコが販売するスライドレールの場合、設置に必要な工具はありません。

スライドレールおよびケーブル管理アームの寸法

このサーバのスライドレールの調整範囲は 24～ 36インチ（610～ 914 mm）です。
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オプションのケーブル管理アーム（CMA）には、長さに関する追加の要件があります。

•サーバーの背面から CMAの背面までの追加の距離は、7.6インチ（193 mm）です。

• CMAを含むサーバーの全長は、スラムラッチの後部からCMAの後部まで測定され、37.6
インチ (955 mm)です。

ラックへのサーバの設置

ラックにこの装置をマウントしたり、ラック上の装置の作業を行うときは、ケガをしないよう

に、装置が安定した状態に置かれていることを十分に確認してください。次の注意事項に従っ

てください。

ラックにこの装置を一基のみ設置する場合は、ラックの一番下方に設置します。

ラックに別の装置がすでに設置されている場合は、最も重量のある装置を一番下にして、重い

順に下から上へ設置します。

ラックに安定器具が付属している場合は、その安定器具を取り付けてから、装置をラックに設

置するか、またはラック内の装置の保守作業を行ってください。

ステートメント 1006

警告

ステップ 1 サーバーの側面に内側レールを装着します。

a) レール内の 3つのキー付きスロットがサーバー側面の 3個のペグの位置に合うように、内側レールを
サーバーの一方の側の位置に合わせます。

b) キー付きスロットをペグに設定し、レールを前面に向けてスライドさせて、ペグの所定の位置にロッ
クします。前面スロットには、前面ペグにロックするための金属製クリップがあります。

サーバの前面2キー付き取り付けスロット1

c) 2つ目の内側レールをサーバの反対側に取り付けます。
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ステップ 2 両方のスライドレール部品で前面の固定プレートを開きます。スライドレール部品の前端に、バネ仕掛け
の固定プレートがあります。取り付けペグをラック支柱の穴に挿入する前に、この固定プレートが開いて

いる必要があります。

部品の外側で、背面を向いている緑色の矢印ボタンを押して、固定プレートを開きます。

図 8 :前面の固定部分、前端の内側

開いた位置に引き戻された固定プレート3前面側の取り付けペグ1

-取り付けペグと開いた固定プレートの間の

ラック支柱

2

ステップ 3 外側のスライドレールをラックに取り付けます。

a) 片側のスライドレール部品の前端を、使用する前面ラック支柱の穴の位置に合わせます。

スライドレールの前部がラック支柱の外側を回り込むように配置され、取り付けペグが外側の前部か

らラック支柱の穴に入ります。図8:前面の固定部分、前端の内側（55ページ）を参照してください。

ラック支柱は、取り付けペグと開いた固定プレートの間にある必要があります。（注）

b) 取り付けペグを、外側前面からラック支柱の穴に差し込みます。
c) 「PUSH」のマークが付いた固定プレートのリリースボタンを押します。ばね仕掛けの固定プレートが
閉じて、ペグが所定の位置にロックされます。

d) スライドレールの長さを調整したら、背面取り付けペグを対応する背面ラック支柱の穴に差し込みま
す。スライドレールは前面から背面に向かって水平である必要があります。

背面取り付けペグを、ラック支柱の内側から背面ラック支柱の穴に入れます。

e) 2つ目のスライドレール部品を、ラックの反対側に取り付けます。2つのスライドレール部品が同じ
高さであり、水平になっていることを確認します。

f) 所定の位置に収まって留まるまで、各部品の内側のスライドレールをラック前方へ引き出します。

ステップ 4 サーバを次のようにスライドレールに装着します。
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このサーバは、コンポーネントがフルに搭載されている場合、最大で 29 kg（64ポンド）の重
量になります。サーバを持ち上げるときは、2人以上で行うか、リフトを使用することを推奨
します。この手順を 1人で実行しようとすると、怪我や機器の損傷を招くおそれがあります。

注意

a) サーバーの側面に装着されている内側レールの後端を、ラック上の空のスライドレールの前端の位置

に合わせます。

b) 内部の停止位置で止まるまで、内側レールをラック上のスライドレールに押し込みます

。

c) 両方の内側レールで内側レールリリースクリップを背面に向けてスライドさせたら、前面のスラム

ラッチがラック支柱に収まるまで、サーバーをラックに押し込みます。

図 9 :内側レールリリースクリップ

ラック支柱に装着されている外側スライドレー

ル

3内側レールリリースクリップ1

-サーバーに装着され、外側のスライドレール

に挿入されている内側レール

2

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
56

サーバのインストール

ラックへのサーバの設置



ステップ 5 （オプション）スライドレールに付属の 2本のネジを使用して、サーバをさらに確実にラックに固定しま
す。サーバーを取り付けたラックを移動する場合は、この手順を実行します。

サーバをスライドレールに完全に押し込んだ状態で、サーバ前面のヒンジ付きスラムラッチのレバーを開

き、レバーの下にある穴からネジを挿入します。ネジがラック支柱のレールの静止部分に挿入され、サー

バが引き抜かれるのを防ぎます。反対のスラムラッチについても行ってください。

ケーブルマネジメントアームの取り付け（オプション）

ケーブルマネジメントアーム（CMA）は、左右を逆にして取り付けることができます。CMA
を逆に取り付けるには、取り付ける前にケーブル管理アームの反転取り付け（オプション）

（59ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 1 サーバをラックに完全に押し込んだ状態で、サーバから最も離れたCMAアームのCMAタブを、ラック支
柱に装着された固定スライドレールの終端にスライドさせます。カチッと音がしてロックされるまで、タ

ブをレールの終端にスライドさせます。
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図 10 : CMAのスライドレール後方への取り付け

幅調整スライダのCMAタブは、外側の固定ス
ライドレールの終端に取り付けます。

3サーバから最も離れたアームのCMAタブは、
外側の固定スライドレールの終端に取り付け

ます。

1

サーバ背面4サーバに最も近いアームのCMAタブは、サー
バに装着された内側のスライドレールの終端

に取り付けます。

2

ステップ 2 サーバに最も近い CMAタブを、サーバに装着された内側レールの終端にスライドさせます。カチッと音
がしてロックされるまで、タブをレールの終端にスライドさせます。

ステップ 3 ラックの幅に一致するまで、CMAアセンブリの反対側の終端にある幅調整スライダを引き出します。

ステップ 4 幅調整スライダの終端にある CMAタブを、ラック支柱に装着された固定スライドレールの終端にスライ
ドさせます。カチッと音がしてロックされるまで、タブをレールの終端にスライドさせます。

ステップ 5 各プラスチック製ケーブルガイドの上部でヒンジ付きフラップを開き、必要に応じてケーブルガイドを通
してケーブルを配線します。
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ケーブル管理アームの反転取り付け（オプション）

ステップ 1 CMAアセンブリ全体を左から右に 180度回転させます。プラスチック製ケーブルガイドは、上向きのま
まにしておく必要があります。

ステップ 2 CMAアームの両端にあるタブを反転させ、サーバの背面を向くようにします。

ステップ 3 幅調整スライダの終端にあるタブを回転させます。タブの外側の金属製ボタンを押したままタブを 180度
回転させ、サーバの背面を向くようにします。

図 11 : CMAの反転

タブの外側の金属製ボタン2幅調整スライダの終端の CMAタブ1

サーバの初期設定

ここでは、サーバをスタンドアロンモードで使用する場合のサーバの電源投入方法、IPアド
レスの割り当て方法、サーバ管理への接続方法について説明します。

（注）

サーバのデフォルト設定

サーバは次のデフォルト設定で出荷されます。

• NICモードは Shared LOM EXTです。

Shared LOM EXTモードでは、1 Gb/10 Gbイーサネットポートおよび取り付け済みのCisco
仮想インターフェイスカード（VIC）上のすべてのポートが、Cisco統合管理インターフェ
イス（Cisco Integrated Management Interface、Cisco CIMC）にアクセスできます。10/100/1000
専用管理ポートを使用して Cisco IMCにアクセスする場合は、Cisco IMC設定ユーティリ
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ティを使用したシステムの設定（63ページ）の説明に従って、サーバーに接続して NIC
モードを変更できます。

• NICの冗長性はアクティブ-アクティブです。すべてのイーサネットポートが同時に使用
されます。

• DHCPは有効になっています。

• IPv4は有効です。

接続方法

システムに接続して初期設定を行うには、次の 2つの方法があります。

•ローカル設定：キーボードとモニタをシステムに直接接続して設定を行う場合は、この手
順を使用します。この手順では、KVMケーブル（Cisco PID N20-BKVM）またはサーバの
背面にあるポートを使用できます。

•リモート設定：専用管理 LAN経由で設定を行う場合は、この手順を使用します。

システムをリモートで設定するには、システムと同じネットワー

ク上にDHCPサーバが存在する必要があります。このサーバノー
ドのMACアドレスの範囲を、DHCPサーバにあらかじめ設定し
ておく必要があります。MACアドレスは、前面パネルの引き抜
きアセットタグにあるラベルに印字されています。このサーバ

ノードでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範囲が割り当て
られています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6つ
の連続するMACアドレスの範囲のうち最初のものです。

（注）

ここでは、次の内容について説明します。

設定のためのサーバへのローカル接続

この手順では、次の機器が必要です。

• VGAモニタ

• USBキーボード

•サポートされているCisco KVMケーブル（Cisco PID N20-BKVM）、またはUSBケーブル
と VGA DB-15ケーブル

ステップ 1 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に、接地された AC電源コンセントに各コードを接続しま
す。

DC電源装置を使用している場合は、DC電源装置の取り付け（初回の取り付け）を参照してください。
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最初のブート中、サーバがスタンバイ電源でブートするまでに約 2分かかります。システムの電源ステー
タスは、前面パネルのシステムの電源ステータスLEDで確認できます。LEDがオレンジの場合、サーバは
スタンバイ電源モードです。

ステップ 2 次のいずれかの方法を使用して、USBキーボードと VGAモニタをサーバに接続します。

•オプションの KVMケーブル（Cisco PID N20-BKVM）を前面パネルの KVMコネクタに接続します。
USBキーボードと VGAモニタを KVMケーブルに接続します。

• USBキーボードと VGAモニタを背面パネルの対応するコネクタに接続します。

ステップ 3 Cisco IMC設定ユーティリティを開きます。

a) 前面パネルの電源ボタンを 4秒間長押しして、サーバを起動します。
b) ブートアップ時に、Cisco IMC設定ユーティリティを開くよう求められたら F8を押します。

Cisco IMC設定ユーティリティを初めて開始すると、デフォルトのパスワードの変更を要求
するプロンプトが表示されます。デフォルトのパスワードはpasswordです。強力なパスワー
ド機能を有効にします。

（注）

強力なパスワードの要件は、次のとおりです。

•パスワードは最小 8文字、最大 14文字とすること。

•パスワードにユーザの名前を含めないこと。

•パスワードには、以下の 4つのカテゴリのうちの 3つに属する文字が含まれていなければなりま
せん。

•大文字の英字（A～ Z）

•小文字の英字（a～ z）

• 10進数の数字（0～ 9）

•非英字文字（!、@、#、$、%、^、&、*、-、_、、=、''）

ステップ 4 Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムの設定（63ページ）に進みます。

リモート接続によるサーバの設定

この手順では、次の機器が必要です。

•管理 LANに接続した RJ-45イーサネットケーブル X 1。
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始める前に

システムをリモートで設定するには、システムと同じネットワーク上にDHCPサーバが存在す
る必要があります。このサーバノードのMACアドレスの範囲を、DHCPサーバにあらかじめ
設定しておく必要があります。MACアドレスは、前面パネルの引き抜きアセットタグにある
ラベルに印字されています。このサーバノードでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範
囲が割り当てられています。ラベルに印字されているMACアドレスは、6つの連続するMAC
アドレスの範囲のうち最初のものです。

（注）

ステップ 1 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に、接地された AC電源コンセントに各コードを接続しま
す。

DC電源装置を使用している場合は、DC電源装置の取り付け（初回の取り付け）を参照してください。

最初のブート中、サーバがスタンバイ電源でブートするまでに約 2分かかります。システムの電源ステー
タスは、前面パネルのシステムの電源ステータスLEDで確認できます。LEDがオレンジの場合、サーバは
スタンバイ電源モードです。

ステップ 2 管理イーサネットケーブルを背面パネルの専用管理ポートに差し込みます。

ステップ 3 事前設定された DHCPサーバで、サーバノードに IPアドレスを割り当てられるようにします。

ステップ 4 割り当てられた IPアドレスを使用して、サーバノードの Cisco IMCにアクセスし、ログインします。IP
アドレスを特定するには、DHCPサーバの管理者に相談してください。

サーバのデフォルトのユーザ名は adminです。デフォルトのパスワードは passwordです。（注）

ステップ 5 Cisco IMCの [サーバサマリー（Server Summary）]ページで、[KVMコンソールの起動（Launch KVM
Console）]をクリックします。別の KVMコンソールウィンドウが開きます。

ステップ 6 Cisco IMCの [サマリー（Summary）]ページで、[サーバの電源の再投入（Power Cycle Server）]をクリッ
クします。システムがリブートします。

ステップ 7 KVMコンソールウィンドウを選択します。

次のキーボード操作を有効にするには、KVMコンソールウィンドウがアクティブウィンドウ
である必要があります。

（注）

ステップ 8 プロンプトが表示されたら、F8を押して、Cisco IMC設定ユーティリティを起動します。このユーティリ
ティは、KVMコンソールウィンドウで開きます。

Cisco IMC設定ユーティリティを初めて開始すると、デフォルトのパスワードの変更を要求す
るプロンプトが表示されます。デフォルトのパスワードは passwordです。強力なパスワード機
能を有効にします。

（注）

強力なパスワードの要件は、次のとおりです。

•パスワードは最小 8文字、最大 14文字とすること。

•パスワードにユーザの名前を含めないこと。
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•パスワードには、以下の4つのカテゴリのうちの3つに属する文字が含まれていなければなりません。

•大文字の英字（A～ Z）

•小文字の英字（a～ z）

• 10進数の数字（0～ 9）

•非英字文字（!、@、#、$、%、^、&、*、-、_、、=、''）

ステップ 9 Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムの設定（63ページ）に進みます。

Cisco IMC設定ユーティリティを使用したシステムの設定

始める前に

システムに接続して Cisco IMC設定ユーティリティを開いた後、次の手順を実行します。

ステップ 1 NICモードを設定して、サーバ管理のためCisco IMCにアクセスする際に使用するポートを選択します。

• [共有 LOM拡張（Shared LOM EXT）]（デフォルト）：「共有 LOM拡張」モード。工場出荷時のデ
フォルト設定です。このモードでは、共有 LOMとCiscoカードの両方のインターフェイスが有効に
なります。次の手順で、デフォルトの [アクティブ-アクティブ（Active-active）] NIC冗長化設定を
選択する必要があります。

この NICモードでは、DHCP応答が共有 LOMポートと Ciscoカードポートの両方に返されます。
サーバがスタンドアロンモードであるために、Ciscoカード接続でその IPアドレスが Cisco UCS
Managerシステムから取得されないと判断された場合は、そのCiscoカードからのその後のDHCP要
求は無効になります。スタンドアロンモードでCiscoカードを介してCisco IMCに接続する場合は、
「Ciscoカード」NICモードを使用します。

• [共有 LOM（Shared LOM）]：Cisco IMCへのアクセスに 1 Gb/10 Gbイーサネットポートを使用しま
す。次のステップで、[アクティブ-アクティブ（Active-active）]または [アクティブ-スタンバイ

（Active-standby）]のいずれかの NIC冗長化設定を選択する必要があります。

• [専用（Dedicated）]：Cisco IMCへのアクセスに専用管理ポートを使用します。次の手順で、[なし

（None）] NIC冗長化設定を選択する必要があります。

• [Ciscoカード（Cisco Card）]：Cisco IMCへのアクセスに、取り付け済みの Cisco UCS仮想インター
フェイスカード（VIC）のポートを使用します。次のステップで、[アクティブ-アクティブ

（Active-active）]または [アクティブ-スタンバイ（Active-standby）]のいずれかのNIC冗長化設定を
選択する必要があります。

下記にある必須の VICスロットの設定も参照してください。
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• [VICスロット（VIC Slot）]：Cisco Card NICモードを使用する場合にのみ、VICを取り付けた場所に
合わせて、この設定を選択する必要があります。Riser1、Riser2、または Flex-LOM（mLOMスロッ
ト）のいずれかを選択します。

• [Riser1]を選択した場合は、スロット 2に VICを取り付ける必要があります。

• [Riser2]を選択した場合は、スロット 5に VICを取り付ける必要があります。

• [Flex-LOM]を選択した場合は、mLOMスロットに mLOMタイプの VICを取り付ける必要があ
ります。

ステップ 2 必要に応じて NIC冗長化を設定します。このサーバでは、次の 3つの NIC冗長化設定を行うことができ
ます。

• [なし（None）]：イーサネットポートは個別に動作し、障害が発生してもフェールオーバーを行い
ません。この設定は、「専用」NICモードでのみ使用できます。

• [アクティブ-スタンバイ（Active-standby）]：アクティブなイーサネットポートに障害が発生した場
合、スタンバイポートにトラフィックをフェールオーバーします。共有LOMモードとCiscoカード
モードでは、[アクティブ-スタンバイ（Active-standby）]または [アクティブ-アクティブ
（Active-active）]のいずれかの設定を使用できます。

• [アクティブ-アクティブ（Active-active）]（デフォルト）：すべてのイーサネットポートが同時に使
用されます。「共有 LOM拡張」モードでは、この NIC冗長化設定のみ使用できます。共有 LOM
モードと Ciscoカードモードでは、[アクティブ-スタンバイ（Active-standby）]または [アクティブ-
アクティブ（Active-active）]のいずれかの設定を使用できます。

ステップ 3 ダイナミックネットワーク設定用にDHCPを有効にするか、スタティックネットワーク設定を開始する
かを選択します。

DHCPを有効にするには、このサーバのMACアドレスの範囲を DHCPサーバにあらかじめ
設定しておく必要があります。MACアドレスはサーバ背面のラベルに印字されています。こ
のサーバでは、Cisco IMCに 6つのMACアドレスの範囲が割り当てられています。ラベルに
印字されているMACアドレスは、6つの連続するMACアドレスの範囲のうち最初のもので
す。

（注）

スタティック IPv4および IPv6の設定を以下に示します。

• Cisco IMCの IPアドレス。

IPv6では、有効な値は 1～ 127です。

•ゲートウェイ。

IPv6では、ゲートウェイが不明な場合、::（2つのコロン）を入力して「なし」と設定することがで
きます。

•優先 DNSサーバアドレス。

IPv6では、::（2つのコロン）を入力して「なし」と設定することができます。
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ステップ 4 （オプション）VLANを設定します。

ステップ 5 F1を押して 2番目の設定ウィンドウに移動し、次の手順に進みます。

2番目のウィンドウで F2を押すと、最初のウィンドウに戻ることができます。

ステップ 6 （オプション）サーバのホスト名を設定します。

ステップ 7 （オプション）ダイナミック DNSを有効にし、ダイナミック DNS（DDNS）ドメインを設定します。

ステップ 8 （オプション）[工場出荷時のデフォルト（Factory Default）]チェックボックスをオンにすると、サーバ
は工場出荷時の初期状態に戻ります。

このオプションを使用して、今後ユーザークレデンシャルをリセットできます。詳細な手順については、

設定ガイドで Cisco IMCリリースの Cisco UCS Cシリーズ統合管理コントローラ GUI設定ガイドを参照
してください。

ステップ 9 （オプション）デフォルトのユーザパスワードを設定します。

サーバの工場出荷時デフォルトのユーザ名はadminです。デフォルトのパスワードはpassword
です。

（注）

ステップ 10 （オプション）ポート設定の自動ネゴシエーションを有効にするか、またはポート速度とデュプレック

スモードを手動で設定します。

自動ネゴシエーションは専用NICモードを使用する場合にのみ適用できます。自動ネゴシエー
ションを適用すると、サーバが接続されているスイッチポートに基づいて自動的にポート速

度とデュプレックスモードが設定されます。自動ネゴシエーションを無効にした場合、ポー

ト速度とデュプレックスモードを手動で設定する必要があります。

（注）

ステップ 11 （オプション）ポートプロファイルとポート名をリセットします。

ステップ 12 F5を押して設定を更新します。新しい設定と「ネットワーク設定が構成されました（Network settings
configured）」というメッセージが表示されるまでに約 45秒かかります。その後、次の手順でサーバを
リブートします。

ステップ 13 F10を押して設定を保存し、サーバをリブートします。

DHCPの無効化を選択した場合、動的に割り当てられた IPアドレスとMACアドレスがブー
トアップ時にコンソール画面に表示されます。

（注）

次のタスク

ブラウザと Cisco IMCの IPアドレスを使用して、Cisco IMC管理インターフェイスに接続しま
す。IPアドレスは、設定した内容（スタティックアドレスまたは DHCPサーバによって割り
当てられたアドレス）に基づいて決まります。

サーバの工場出荷時デフォルトのユーザ名は adminです。デフォルトのパスワードは password
です。

（注）
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サーバを管理するには、ご使用のCisco IMCリリースに対応するこれらのインターフェイスの
使用手順について Cisco UCS Cシリーズ統合管理コントローラ GUI設定ガイドまたは Cisco

UCS Cシリーズサーバ統合管理コントローラ CLI設定ガイドを参照してください。設定ガイ
ドへのリンクは、Cisco統合管理コントローラに記載されています。

NICモードおよび NIC冗長化の設定
表 12 :各 NICモードの有効な NIC冗長化の設定

有効なNIC冗長化の設定NICモード

アクティブ-アクティブ共有 LOM
EXT

なし専用

アクティブ-アクティブ

アクティブ-スタンバイ

共有 LOM

アクティブ-アクティブ

アクティブ-スタンバイ

Ciscoカード

このサーバには、次のような選択可能な NICモード設定があります。

• [共有 LOM拡張（Shared LOM EXT）]（デフォルト）：「共有 LOM拡張」モード。工場
出荷時のデフォルト設定です。このモードでは、共有 LOMと Ciscoカードの両方のイン
ターフェイスが有効になります。次の手順で、デフォルトの [アクティブ-アクティブ

（Active-active）] NIC冗長化設定を選択する必要があります。

この NICモードでは、DHCP応答が共有 LOMポートと Ciscoカードポートの両方に返さ
れます。サーバがスタンドアロンモードであるために、Ciscoカード接続でその IPアドレ
スが Cisco UCS Managerシステムから取得されないと判断された場合は、その Ciscoカー
ドからのその後のDHCP要求は無効になります。スタンドアロンモードでCiscoカードを
介して Cisco IMCに接続する場合は、「Ciscoカード」NICモードを使用します。

• [共有 LOM（Shared LOM）]：Cisco IMCへのアクセスに 1 Gb/10 Gbイーサネットポート
を使用します。次のステップで、[アクティブ-アクティブ（Active-active）]または [アク

ティブ-スタンバイ（Active-standby）]のいずれかのNIC冗長化設定を選択する必要があり
ます。

• [専用（Dedicated）]：Cisco IMCへのアクセスに専用管理ポートを使用します。次の手順
で、[なし（None）] NIC冗長化設定を選択する必要があります。

• [Ciscoカード（Cisco Card）]：Cisco IMCへのアクセスに、取り付け済みの Cisco UCS仮
想インターフェイスカード（VIC）のポートを使用します。次のステップで、[アクティ

ブ-アクティブ（Active-active）]または [アクティブ-スタンバイ（Active-standby）]のいず
れかの NIC冗長化設定を選択する必要があります。
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下記にある必須の VICスロットの設定も参照してください。

• [VICスロット（VIC Slot）]：Cisco Card NICモードを使用する場合にのみ、VICを取り付
けた場所に合わせて、この設定を選択する必要があります。Riser1、Riser2、または
Flex-LOM（mLOMスロット）のいずれかを選択します。

• [Riser1]を選択した場合は、スロット 2に VICを取り付ける必要があります。

• [Riser2]を選択した場合は、スロット 5に VICを取り付ける必要があります。

• [Flex-LOM]を選択した場合は、mLOMスロットにmLOMタイプのVICを取り付ける
必要があります。

このサーバには、次のような選択可能な NIC冗長化設定があります。

• [なし（None）]：イーサネットポートは個別に動作し、障害が発生してもフェールオー
バーを行いません。この設定は、「専用」NICモードでのみ使用できます。

• [アクティブ-スタンバイ（Active-standby）]：アクティブなイーサネットポートに障害が
発生した場合、スタンバイポートにトラフィックをフェールオーバーします。共有 LOM
モードと Ciscoカードモードでは、[アクティブ-スタンバイ（Active-standby）]または [ア
クティブ-アクティブ（Active-active）]のいずれかの設定を使用できます。

• [アクティブ-アクティブ（Active-active）]（デフォルト）：すべてのイーサネットポート
が同時に使用されます。「共有 LOM拡張」モードでは、このNIC冗長化設定のみ使用で
きます。共有 LOMモードと Ciscoカードモードでは、[アクティブ-スタンバイ
（Active-standby）]または [アクティブ-アクティブ（Active-active）]のいずれかの設定を
使用できます。

BIOSおよび Cisco IMCのファームウェアの更新

BIOSファームウェアをアップグレードする場合、Cisco IMCファームウェアも同じバージョン
にアップグレードする必要があります。アップグレードしないと、サーバがブートしません。

BIOSと Cisco IMCのファームウェアを一致させていない限り、電源をオフにしないでくださ
い。オフにすると、サーバがブートしません。

シスコは、BIOS、CIMC、およびその他のファームウェアを互換性のあるレベルに同時にアッ
プグレードできるよう支援するために、Cisco Host Upgrade Utilityを提供しています。

注意

サーバには、シスコが提供し、承認しているファームウェアが使用されています。シスコは、

各ファームウェアイメージと共にリリースノートを提供しています。ファームウェアを更新

するには、いくつかの実行可能な方法があります。

•ファームウェア更新の推奨される方法：Cisco Host Upgrade Utilityを使用して、Cisco IMC、
BIOS、およびコンポーネントファームウェアを互換性のあるレベルに同時にアップグレー
ドします。
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ファームウェアリリースについては、下記のマニュアルロードマップリンクにある『Cisco
Host Upgrade Utility Quick Reference Guide』を参照してください。

• Cisco IMCの GUIインターフェイスを使用して Cisco IMCと BIOSファームウェアをアッ
プグレードできます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Servers Configuration Guide』を参照してください。

• Cisco IMCの CLIインターフェイスを使用して Cisco IMCと BIOSファームウェアをアッ
プグレードできます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Servers CLI Configuration Guide』を参照してください。

上記のマニュアルへのリンクについては、『Cisco UCS C-Series Documentation Roadmap』を参
照してください。

システム BIOSへのアクセス

ステップ 1 ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押してBIOSセットアップユーティリティに切り替えま
す。

このユーティリティの [Main]ページに、現在の BIOSのバージョンとビルドが表示されます。（注）

ステップ 2 矢印キーを使って、BIOSメニューページを選択します。

ステップ 3 矢印キーを使って、変更するフィールドを反転表示にします。

ステップ 4 Enterキーを押して変更するフィールドを選択し、そのフィールドの値を変更します。

ステップ 5 Exitメニュー画面が表示されるまで右矢印キーを押します。

ステップ 6 Exitメニュー画面の指示に従って変更内容を保存し、セットアップユーティリティを終了します（また
は、F10キーを押します）。Escキーを押すと、変更内容を保存せずにユーティリティを終了できます。

スマートアクセス（シリアル）
このサーバーは、スマートアクセス（シリアル）機能をサポートしています。この機能によ

り、ホストのシリアルと Cisco IMC CLIを切り替えることができます。

•この機能には、次の要件があります。

•サーバーの背面パネルの RJ-45シリアルコネクタ、または前面パネルの KVMコン
ソールコネクタでDB-9接続（KVMケーブル（Cisco PID N20-BKVM）を使用する場
合）を使用することができる、シリアルケーブル接続。

•サーバーの BIOSでコンソールリダイレクションを有効にする必要があります。

•端末タイプは、VT100+または VTUFT8に設定する必要があります。
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• Serial over LAN（SoL）を無効にする必要があります（SoLはデフォルトで無効になっ
ています）。

•ホストのシリアルから Cisco IMC CLIに切り替えるには、Escキーを押した状態で 9キー
を押します。

接続を認証するために Cisco IMCクレデンシャルを入力する必要があります。

• Cisco IMC CLIからホストのシリアルに切り替えるには、Escキーを押した状態で 8キーを
押します。

Serial over LAN（SoL）機能が有効になっている場合は、Cisco IMC
CLIに切り替えることができません。

（注）

•セッションが作成されると、CLIまたはWeb GUIに serialという名前で表示されます。

スマートアクセス（USB）
このサーバーは、スマートアクセス（USB）機能をサポートしています。このサーバーのボー
ド管理コントローラ（BMC）は、大容量の USBストレージデバイスに対応しており、その
データにアクセスすることができます。この機能では、フロントパネルの USBデバイスをメ
ディアとして使用して、ネットワーク接続を必要とせずに BMCとユーザ間でデータを転送で
きます。これは、リモート BMCインターフェイスがまだ利用可能でない場合や、ネットワー
クの不良構成によりリモート BMCインターフェイスにアクセスできない場合などに役立ちま
す。

•この機能には、次の要件があります。

•フロントパネルのKVMコンソールコネクタにKVMケーブル（CiscoPIDN20-BKVM）
が接続されていること。

• USBストレージデバイスが、KVMケーブルにより、いずれかの USB 2.0コネクタに
接続されていること。。電流保護回路による切断を避けるため、USBデバイスの電流
消費は 500 mA未満である必要があります。

KVMケーブルに接続されているマウスまたはキーボードは、ス
マートアクセス（USB）を有効にすると切断されます。

（注）

• USB 3.0ベースのデバイスも使用できますが、動作速度はUSB 2.0の速度になります。

• USBデバイスには 1つのパーティションのみを設定することをお勧めします。

•サポートされているファイルシステム形式は、FAT16、FAT32、MSDOS、EXT2、
EXT3、および EXT4です。NTFSはサポートされません。
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•フロントパネルの KVMコネクタは、ホスト OSと BMC間で USBポートを切り替える
ように設計されています。

•スマートアクセス（USB）は、いずれかのBMCユーザーインターフェイスを使用して有
効または無効にすることができます。たとえば、ブートアップ中にメッセージが表示され

たときに F8を押すことにより、Cisco IMC設定ユーティリティを使用できます。

•有効時：フロントパネルの USBデバイスは BMCに接続されます。

•無効時：フロントパネルの USBデバイスはホストに接続されます。

•管理ネットワークを使用してリモートでCisco IMCに接続できない場合は、シリアルケー
ブルを介してデバイスファームウェアアップデート（DFU）シェルを使用できます。テ
クニカルサポートファイルを生成し、フロントパネルの USBポートに装着されている
USBデバイスにダウンロードすることができます。
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第 3 章

サーバの保守

この章は次のトピックで構成されています。

•ステータス LEDおよびボタン（71ページ）
•コンポーネントの取り付け準備（78ページ）
•サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）
•シリアル番号の場所（83ページ）
•ホットスワップとホットプラグ（83ページ）
•エアーダクトの交換（83ページ）
•コンポーネントの取り外しおよび取り付け（87ページ）
•内部 USBドライブの交換（141ページ）
• RTCバッテリの交換（143ページ）
•電源装置の交換（144ページ）
• PCIeライザーの交換（149ページ）
• PCIeカードの交換（150ページ）
• mLOMカードの交換（155ページ）
• SASストレージコントローラカードの交換（RAIDまたは HBA）（156ページ）
• SATAインタポーザカードの交換（12ドライブ SFFサーバのみ）（173ページ）
• Supercapの交換（RAIDバックアップ）（178ページ）
•ブート最適化M.2 RAIDコントローラモジュールの交換（181ページ）
•シャーシ侵入スイッチの交換（186ページ）
•トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）の取り付け（187ページ）
• PCBアセンブリ (PCBA)のリサイクル（190ページ）
•サービスヘッダーおよびジャンパ（192ページ）

ステータス LEDおよびボタン
このセクションでは、LEDの状態の解釈について説明します。
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前面パネルの LED
図 12 :前面パネルの LED

表 13 :前面パネル LED、状態の定義

状態LED名

•消灯：ハードドライブは正常に動作中です。

•オレンジ：ドライブ障害が検出されました。

•オレンジの点滅：デバイスの再構成中です。

• 1秒間隔のオレンジの点滅：ソフトウェアでドライ
ブ位置特定機能がアクティブ化されました。

SAS/SATAドライブの障害

NVMeソリッドステートドライブ
（SSD）ドライブトレイの LEDの動作
は、SAS/SATAドライブトレイとは異な
ります。

（注）

1

SAS

•消灯：ハードドライブトレイにハードドライブが
存在しません（アクセスなし、障害なし）。

•緑：ハードドライブの準備が完了しています。

•緑の点滅：ハードドライブはデータの読み取り中
または書き込み中です。

SAS/SATAドライブアクティビティ LED2

SAS
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•消灯：ドライブは使用されておらず、安全に取り
外すことができます。

•緑色：ドライブは使用中で、正常に機能していま
す。

•緑の点滅：ドライバは挿入後の初期化中、または
イジェクトコマンドの後のアンロード中です。

•オレンジ：ドライブで障害が発生しています。

•オレンジの点滅：ソフトウェアでドライブ検出コ
マンドが発行されました。

NVMe SSDドライブ障害

NVMeソリッドステートドライブ
（SSD）ドライブトレイの LEDの動作
は、SAS/SATAドライブトレイとは異な
ります。

（注）

1

NVMe

•消灯：ドライブが動作していません。

•緑の点滅：ドライブは動作中です。

NVMe SSDアクティビティ2

NVMe

•消灯：サーバに AC電力が供給されていません。

•オレンジ：サーバはスタンバイ電源モードです。
Cisco IMCと一部のマザーボード機能にだけ電力が
供給されています。

•緑：サーバは主電源モードです。すべてのサーバ
コンポーネントに電力が供給されています。

電源ボタン/LED3

•消灯：ユニット識別機能は使用されていません。

•青の点滅：ユニット識別機能がアクティブです。

ユニット識別4
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•緑：サーバは正常動作状態で稼働しています。

•緑の点滅：サーバーはシステムの初期化とメモリ
チェックを行っています。

•オレンジの点灯：サーバは縮退運転状態にありま
す（軽度な障害）。次に例を示します。

•電源装置の冗長性が失われている。

• CPUが一致しない。

•少なくとも1つのCPUに障害が発生している。

•少なくとも 1つの DIMMに障害が発生してい
る。

• RAID構成内の少なくとも 1台のドライブに障
害が発生している。

•オレンジの点滅（2回）：システムボードで重度の
障害が発生しています。

•オレンジの点滅（3回）：メモリ（DIMM）で重度
の障害が発生しています。

•オレンジの点滅（4回）：CPUで重度の障害が発生
しています。

システムヘルス5

•緑：すべてのファンモジュールが正常に動作中で
す。

•オレンジの点滅：1つ以上のファンモジュールで回
復不能なしきい値を超えました。

ファンの状態6

•緑：サーバは正常温度で稼働中です。

•オレンジの点灯：1個以上の温度センサーで重大な
しきい値を超えました。

•オレンジの点滅：1個以上の温度センサーで回復不
能なしきい値を超えました。

温度7

•緑：すべての電源装置が正常に動作中です。

•オレンジの点灯：1台以上の電源装置が縮退運転状
態にあります。

•オレンジの点滅：1台以上の電源装置が重大な障害
発生状態にあります。

電源の状態8
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•消灯：イーサネットLOMポートリンクがアイドル
状態です。

•緑：1つ以上のイーサネット LOMポートでリンク
がアクティブになっていますが、アクティビティ

は存在しません。

•緑の点滅：1つ以上のイーサネット LOMポートで
リンクがアクティブになっていて、アクティビティ

が存在します。

ネットワークリンクアクティビティ9

•消灯：ドライブはアイドル状態です。

•緑の点灯：ドライブはディスクをスピンアップし
ています。

•緑の点滅：ドライブはデータにアクセス中です。

DVDドライブアクティビティ10

背面パネルの LED
図 13 :背面パネル LED

表 14 :背面パネル LED、状態の定義

状態LED名

•消灯：ユニット識別機能は使用されていません。

•青の点滅：ユニット識別機能がアクティブです。

背面ユニット識別1

•オレンジ：リンク速度は 100 Mbpsです。

•オレンジ：リンク速度は 1 Gbpsです。

•緑：リンク速度は 10 Gbpsです。

1 Gb/10 Gbイーサネットリンク速度（LAN1と LAN2
の両方）

2
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•消灯：リンクが確立されていません。

•緑：リンクはアクティブです。

•緑の点滅：アクティブなリンクにトラフィックが
存在します。

1 Gb/10 Gbイーサネットリンクステータス（LAN1
と LAN2の両方）

3

•消灯：リンク速度は 10 Mbpsです。

•オレンジ：リンク速度は 100 Mbpsです。

•緑：リンク速度は 1 Gbpsです。

1 Gbイーサネット専用管理リンク速度4

•消灯：リンクが確立されていません。

•緑：リンクはアクティブです。

•緑の点滅：アクティブなリンクにトラフィックが
存在します。

1 Gbイーサネット専用管理リンクステータス5
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AC電源装置：

•消灯：AC入力なし（12 V主電源はオフ、12 Vス
タンバイ電源オフ）。

•緑の点滅：12 V主電源はオフ、12 Vスタンバイ電
源はオン。

•緑の点灯：12 V主電源はオン、12 Vスタンバイ電
源はオン。

•オレンジの点滅：警告しきい値が検出されました
が、12 V主電源はオン。

•オレンジの点灯：重大なエラーが検出されました。
12 V主電源はオフです（過電流、過電圧、温度超
過などの障害）。

DC電源（UCSC-PSUV2-1050DC）：

•消灯：DC入力なし（12 V主電源はオフ、12 Vス
タンバイ電源はオフ）。

•緑の点滅：12 V主電源はオフ、12 Vスタンバイ電
源はオン。

•緑の点灯：12 V主電源はオン、12 Vスタンバイ電
源はオン。

•オレンジの点滅：警告しきい値が検出されました
が、12 V主電源はオン。

•オレンジの点灯：重大なエラーが検出されました。
12 V主電源はオフです（過電流、過電圧、温度超
過などの障害）。

電源ステータス（各電源装置に 1つの LED）6

•消灯：ハードドライブは正常に動作中です。

•オレンジ：ドライブ障害が検出されました。

•オレンジの点滅：デバイスの再構成中です。

• 1秒間隔のオレンジの点滅：ソフトウェアでドライ
ブ位置特定機能がアクティブ化されました。

SAS/SATAドライブの障害

NVMeソリッドステートドライブ
（SSD）ドライブトレイの LEDの動作
は、SAS/SATAドライブトレイとは異な
ります。

（注）

7

SAS

•消灯：ハードドライブトレイにハードドライブが
存在しません（アクセスなし、障害なし）。

•緑：ハードドライブの準備が完了しています。

•緑の点滅：ハードドライブはデータの読み取り中
または書き込み中です。

SAS/SATAドライブアクティビティ LED8

SAS
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•消灯：ドライブは使用されておらず、安全に取り
外すことができます。

•緑色：ドライブは使用中で、正常に機能していま
す。

•緑の点滅：ドライバは挿入後の初期化中、または
イジェクトコマンドの後のアンロード中です。

•オレンジ：ドライブで障害が発生しています。

•オレンジの点滅：ソフトウェアでドライブ検出コ
マンドが発行されました。

NVMe SSDドライブ障害

NVMeソリッドステートドライブ
（SSD）ドライブトレイの LEDの動作
は、SAS/SATAドライブトレイとは異な
ります。

（注）

7

NVMe

•消灯：ドライブが動作していません。

•緑の点滅：ドライブは動作中です。

NVMe SSDアクティビティ8

NVMe

内部診断 LED
サーバーには、CPU、DIMM、およびファンモジュールの内部障害 LEDがあります。

DIMM障害LED（マザーボード上の各DIMMソケッ
トの後方に 1つ）

これらのLEDは、サーバーがスタンバイ電源モード
の場合にのみ動作します。

•オレンジ：DIMMに障害が発生しています。

•消灯：DIMMは正常です。

3ファンモジュール障害 LED（各ファンモジュー
ルの上部に 1つ）

•オレンジ：ファンに障害が発生しているか、
しっかりと装着されていません。

•緑：ファンは正常です。

1

-CPU障害 LED（マザーボード上の各 CPUソケッ
トの後方に 1つ）

これらのLEDは、サーバーがスタンバイ電源モー
ドの場合にのみ動作します。

•オレンジ：CPUに障害が発生しています。

•消灯オフ: CPUは正常です。

2

コンポーネントの取り付け準備
このセクションには、コンポーネントを取り付けるための準備に役立つ情報とタスクが含まれ

ています。
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サービス手順に必要な工具

この章の手順を実行する際に、次の工具を使用します。

• T-30トルクスドライバ（ヒートシンクを取り外すために交換用 CPUに付属）

• #1マイナスドライバ（CPUまたはヒートシンクを交換する際に使用）

• No. 1プラスドライバ（M.2 SSDおよび侵入スイッチ交換用）

•静電気防止用（ESD）ストラップまたは接地マットなどの接地用器具

サーバのシャットダウンと電源切断

サーバは次の 2つの電源モードで動作します。

•主電源モード：すべてのサーバコンポーネントに電力が供給され、ドライブ上にある任意
のオペレーティングシステムが動作できます。

•スタンバイ電源モード：電力はサービスプロセッサと特定のコンポーネントにのみ提供さ
れます。このモードでは、オペレーティングシステムとデータの安全を確保しつつ、サー

バから電源コードを取り外すことができます。

サーバがシャットダウンされてスタンバイ電源モードになった後も、電流は引き続きサーバ上

を流れ続けます。電源を完全にオフにするには、サービス手順の指示に従って、サーバの電源

装置からすべての電源コードを外す必要があります。

前面パネルの電源ボタンまたはソフトウェア管理インターフェイスを使用してサーバをシャッ

トダウンすることができます。

注意

電源ボタンを使用したシャットダウン

ステップ 1 電源ボタン/LEDの色を確認します。

•オレンジ色：サーバはスタンバイモードです。安全に電源をオフにできます。

•緑色：サーバは主電源モードです。安全に電源をオフするにはシャットダウンする必要があります。

ステップ 2 次の手順でグレースフルシャットダウンまたはハードシャットダウンを実行します。

データの損失やオペレーティングシステムへの損傷が発生しないようにするために、必ずオペ

レーティングシステムのグレースフルシャットダウンを実行するようにしてください。

注意

•グレースフルシャットダウン：電源ボタンを短く押してから放します。オペレーティングシステムに
よりグレースフルシャットダウンが実行され、サーバはスタンバイモードに移行します。このモード

では、電源ボタン/LEDがオレンジ色になります。
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•緊急時シャットダウン：電源ボタンを 4秒間押したままにすると、主電源モードが強制終了され、直
ちにスタンバイモードに移行します。

ステップ 3 サービス手順でサーバの電源を完全にオフにするように指示されている場合は、サーバの電源装置からす
べての電源コードを外してください。

Cisco IMC GUIを使用したシャットダウン

このタスクを実行するには、ユーザまたは管理者権限を持つユーザとしてログインする必要が

あります。

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインで [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ（Server）]タブで [サマリー（Summary）]をクリックします。

ステップ 3 [アクション（Actions）]領域で [サーバの電源をオフにする（Power Off Server）]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

オペレーティングシステムによりグレースフルシャットダウンが実行され、サーバはスタンバイモード

に移行します。このモードでは、電源ボタン/LEDがオレンジ色になります。

ステップ 5 サービス手順でサーバの電源を完全にオフにするように指示されている場合は、サーバの電源装置からす
べての電源コードを外してください。

Cisco IMC CLIを使用したシャットダウン

このタスクを実行するには、userまたは admin権限を持つユーザとしてログインする必要があ
ります。

ステップ 1 サーバプロンプトで、次のコマンドを入力します。

例：

server# scope chassis

ステップ 2 シャーシプロンプトで、次のコマンドを入力します。

例：

server/chassis# power shutdown

オペレーティングシステムによりグレースフルシャットダウンが実行され、サーバはスタンバイモード

に移行します。このモードでは、電源ボタン/LEDがオレンジ色になります。

ステップ 3 サービス手順でサーバの電源を完全にオフにするように指示されている場合は、サーバの電源装置からす
べての電源コードを外してください。
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サーバ上部カバーの取り外し

ステップ 1 次のようにして、上部カバーを取り外します。

a) カバーラッチがロックされている場合は、ロックを横にスライドさせてロックを解除します。

ラッチのロックが解除されると、ハンドルが持ち上がり、ハンドルをつかむことができます。

b) ラッチの端を持ち上げて、垂直に 90度回転するようにします。
c) 同時に、カバーを背後方向にスライドさせ、上部カバーをサーバからまっすぐ持ち上げ、横に置きま

す。

ステップ 2 次のようにして、上部カバーを取り付けます。

a) ラッチが完全に開いた位置にある状態で、カバーを、前面カバーパネルのへりから約 2分の 1インチ
（1.27 cm）後方のサーバ上部に置きます。

b) ラッチが接触するまでカバーを前方にスライドさせます。
c) ラッチを閉じる位置まで押し下げます。ラッチを押し下げながら、カバーを閉じた位置まで前方に押

します。

d) ロックボタンを横に左にスライドさせて、ラッチをロックします。

ラッチをロックすると、ブレードの取り付け時にサーバのラッチハンドルがはみ出さないようになり

ます。
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図 14 :上部カバーの取り外し

カバーラッチハンドル2カバーロック1
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シリアル番号の場所
サーバのシリアル番号はサーバ上部、前面近くのラベルに印刷されています。「サーバ上部カ

バーの取り外し（81ページ）」を参照してください。

ホットスワップとホットプラグ
一部のコンポーネントは、シャットダウンしてサーバから電源を取り外さなくても、取り外し

と交換が可能です。このタイプの交換には、ホットスワップとホットプラグの2種類がありま
す。

•ホットスワップ交換：ソフトウェアまたはオペレーティングシステムでコンポーネントを
シャットダウンする必要はありません。これは、次のコンポーネントに適用されます。

• SAS/SATAハードドライブ

• SAS/SATAソリッドステートドライブ

•冷却ファンモジュール

•電源装置（1+1冗長の場合）

• VMDトークンがサーバー BIOSで有効になっている場合、NVMeソリッドステート
ドライブのホットスワップ（OSサプライズ）がサポートされます。

• VMDが有効になっていない場合、ホットスワップ（OS通知）もサポートされます。
このシナリオでは、ドライブをオフラインにする必要があります。

•ホットプラグ交換— OSに通知された交換の場合（VMDは、ディセーブル化されていま
す）、次のコンポーネントは、取り外す前にオフラインにする必要があります。

• NVMe PCIeソリッドステートドライブ

エアーダクトの交換
サーバには、上部のシートメタルカバーの下にエアダクトがあります。エアーダクトによ

り、吸気口（データセンターの冷却通路）から排気口（データセンターのホットアイル）ま

で、サーバ全体で適切な冷却と空気の流れが確保されます。エアーダクトはサーバの中央にあ

り、CPUとDIMMをカバーします。

サーバのエアーダクトを交換するには、次の手順を実行します。

•エアダクトの取り外し（84ページ）

•エアダクトの取り付け（85ページ）
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エアダクトの取り外し

エアダクトの取り外しが必要になった場合は、この手順に従ってください。

ステップ 1 サーバの上部カバーを取り外します。

ステップ 2 エアダクトの戻り止めの場所を確認します。

次の図では、中央の戻り止めを強調表示していますが、これは説明のためだけのものです。エアダクトを

取り外すときは、常にシャーシの側面（左右）に最も近い移動止めを持ちます。

ステップ 3 左右の戻り止めを持って、シャーシから持ち上げます。

エアダクトを持ち上げながら、サーバの背面に向かってエアーダクトをスライドさせることが

必要な場合があります。

（注）
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次のタスク

サーバの保守が完了したら、エアーダクトを取り付けます。「エアダクトの取り付け（85ペー
ジ）」を参照してください。

エアダクトの取り付け

エアダクトは前面ロードドライブケージの背後にあり、サーバーの中央にあるCPUとDIMM
を覆います。

ステップ 1 エアダクトを図のように配置します。

ステップ 2 エアダクトを所定の位置まで下げ、ゆっくりと押し下げて、すべてのエッジが同じ高さになるようにしま
す。

エアダクトが正しく取り付けられていないと、サーバーの上部カバーの取り付けが妨げられることがあり

ます。

ステップ 3 エアダクトが正しく装着されたら、サーバの上部カバーを取り付けます。
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サーバの上部カバーは、上部カバーの金属製タブがエアダクトの上部エッジのくぼみと一致するように、

平らになっている必要があります。
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コンポーネントの取り外しおよび取り付け

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて

のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して

ください。

ステートメント 1029

警告

サーバコンポーネントを取り扱う際は、フレームの端だけを持ち、また損傷を防ぐため静電放

電（ESD）リストストラップまたは他の静電気防止用器具を使用します。
注意

前面パネルまたは背面パネルにあるユニット識別ボタンを押すと、サーバの前面パネルと背面

パネルの両方でユニット識別 LEDが点滅します。このボタンの確認によって、ラックの反対
側に移動しても対象のサーバを特定できます。これらの LEDは、Cisco CIMCインターフェイ
スを使用してリモートでアクティブにすることもできます。

ヒント

ここでは、サーバーコンポーネントの取り付けと交換の方法について説明します。

サービス可能なコンポーネントの場所

ここでは、フィールドで交換可能なコンポーネントとサービス関連の品目の場所を示します。

次の図に、上部カバーを取り外した状態のサーバーを示します。
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図 15 : Cisco UCS C240 M6サーバ、サービス可能なコンポーネントの場所

冷却ファンモジュール（6、ホットスワップ可能）2フロントローディングドライブベイ。1

CPUソケット 14マザーボード上の DIMMソケット（CPUあたり
16個）

DIMMスロットの番号付けについては、DIMM装
着規則とメモリパフォーマンスに関するガイドラ

イン （131ページ）を参照してください。

サーバの動作中は、エアーバッフルが

DIMMとCPUの上にあります。エアー
バッフルは、この図には表示されてい

ません。

（注）

3

M.2 RAIDコントローラ6CPUソケット 25

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
88

サーバの保守

サービス可能なコンポーネントの場所



PCIeライザー 2（PCIeスロット 4、5、6。番号は下
から上へ）。次のオプション付き:

• 2A（デフォルトオプション）：スロット4（機
械式x24、電気式x8）は、フルハイトの3/4カー
ドをサポートします。スロット5（機械式x24、
電気式 x 16）は、フルハイトのフルレングス
GPUカードをサポートします。スロット 6（機
械式 x16、電気式 x8）は、フルハイトのフルレ
ングスカードをサポートします。

8PCIeライザー 3（PCIeスロット 7および 8。番号
は下から上へ）。次のオプションがあります。

• 3A（デフォルトオプション）：スロット 7
（x16機械式、x8電気式）、および 8（x16機
械式、x8電気式）。両方のスロットはフルハ
イト、フルレングスGPUカードを使用できま
す。

• 3B (ストレージオプション)—スロット 7 (x24
機械的、x4電気的)、および8 (x24機械的、x4
電気的)。両方のスロットで 2.5インチ SFFユ
ニバーサル HDDを装着できます。

• 3C（GPUオプション）：スロット 7（機械式
x 16、電気式 x 16）および空 8（一度に 1つの
スロットに制限）。スロット 7は、フルハイ
トでフルレングスのGPUカードをサポートで
きます。

7

-PCIeライザー 1（PCIeスロット 1、2、3。番号は
下から上へ）。次のオプション付き:

• 1A（デフォルトオプション）：スロット 1
（機械式 x24、電気式 x8）は、フルハイトの
3/4カードをサポートします。スロット 2（機
械式 x 24、電気式 x 16）は、フルハイトのフ
ルレングスGPUカードをサポートします。ス
ロット 3（機械式 x16、電気式 x8）は、フル
ハイトのフルレングスカードをサポート。

• 1B（ストレージオプション）：スロット1（機
械式 x24、電気式 x8）は、フルハイトの 3/4
カードをサポートします。スロット 2（電気
式 x4）、2.5インチ SFFユニバーサルHDDを
サポート。スロット 3（電気式 x 4）、2.5イ
ンチ SFFユニバーサル HDDをサポート。

シャーシは、この PCIeスロット
で内部 USBドライブ（表示され
ていません）をサポートします。

USBドライブの交換（141ペー
ジ）を参照してください。

（注）

9
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サポートされるコンポーネントの部品番号などの、このサーバのすべてのバージョンの技術仕

様シートは、『Cisco UCS Servers Technical Specifications Sheets』に記載されています（「Technical
Specifications」まで下へスクロールしてください）。

フロントローディング SAS/SATAドライブの交換

SAS/SATAハードドライブや SSDはホットスワップ対応であるため、それらを交換するため
にサーバまたはドライブをシャットダウンする必要はありません。

（注）

リアローディング SAS/SATAドライブを交換するには、リアローディング SAS/SATAドライ
ブの交換（94ページ）を参照してください。

フロントローディング SAS/SATAドライブの取り付けガイドライン

サーバは、フロントパネル/ドライブバックプレーン構成が異なる 4種類のバージョンで注文
可能です。

• Cisco UCS C240 M6 24 SAS/SATA：小型フォームファクタ（SFF）ドライブ、24ドライブ
バックプレーン。

•フロントローディングドライブベイ 1～ 24で 2.5インチ SAS/SATAドライブをサ
ポート。

•オプションで、フロントローディングドライブベイ 1および 4が 2.5インチ NVMe
SSDをサポート。

• Cisco UCS C240 M6 24 NVMe：24ドライブバックプレーン付き、SFFドライブ。

•フロントローディングドライブベイ 1～24で 2.5インチ NVMe PCIe SSDのみをサ
ポート。

• Cisco UCS C240 M6 12 SAS / SATAプラスオプティカルドライブ：12ドライブバックプレー
ンおよび DVDドライブオプション付き。

•フロントローディングドライブベイ 1～ 12で 2.5インチ SAS/SATAドライブをサ
ポート。

•オプションで、フロントローディングドライブベイ 1および 4が 2.5インチ NVMe
SSDをサポート。

• Cisco UCS C240 12 M6 NVMe：24ドライブバックプレーン付き、SFFドライブ。

•フロントローディングドライブベイ 1～12で 2.5インチ NVMe PCIe SSDのみをサ
ポート。

• Cisco UCS C240 M6 12 LFF SAS/SATA：大型フォームファクタ（LFF）ドライブ、12ドラ
イブバックプレーン。
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•フロントローディングドライブベイ 1～12で 3.5インチ SAS-ドライブをサポート。

•オプションで、最大 4台のミッドプレーンマウント SAS専用HDDをサポートできま
す。

•オプションで、リアドライブベイは最大 4台の SFF SAS / SATAまたは NVMe HDD
をサポートできます。

ドライブベイの番号を次の図に示します。

図 16 :小型フォームファクタドライブ（24ドライブ）バージョン、ドライブベイの番号

図 17 :大型フォームファクタドライブ（12ドライブ）バージョン、ドライブベイの番号

最適なパフォーマンスを得るためには、以下のドライブの装着に関するガイドラインを守って

ください。

•ドライブを装着する場合は、最も番号の小さいベイから先に追加します。

バックプレーンの特定のコントローラケーブルにより制御される

ドライブベイを示す図については、ストレージコントローラの

ケーブルコネクタとバックプレーン（218ページ）を参照してく
ださい。

（注）

•フロントローディングドライブはホットプラグ可能ですが、各ドライブはホットリムーブ
とホットインサーションの間に 10秒の間隔が必要です。

•未使用のベイには空のドライブブランキングトレイを付けたままにし、最適なエアーフ
ローを確保します。

•同じサーバ内で SAS/SATAハードドライブと SAS/SATA SSDを混在させることができま
す。ただし、ハードドライブと SSDが混在する論理ボリューム（仮想ドライブ）を構成
することはできません。つまり、論理ボリュームを作成するときは、すべて SAS/SATA
ハードドライブまたはすべて SAS/SATA SSDにする必要があります。
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4Kセクター形式の SAS/SATAドライブに関する考慮事項

• 4Kセクター形式のドライブは、レガシーモードではなく、UEFIモードで起動する必要が
あります。このセクションの手順を参照してください。

•同じ RAIDボリュームの一部として 4Kセクター形式および 512バイトセクター形式のド
ライブを設定しないでください。

• 4Kセクタードライブのオペレーティングシステムサポートについては、サーバの相互運
用性マトリックス『ハードウェアおよびソフトウェア相互運用性マトリックスツール』を

参照してください。

BIOSセットアップユーティリティの UEFIモードでの起動の設定

ステップ 1 ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押してBIOSセットアップユーティリティに切り替えま
す。

ステップ 2 [ブートオプション（Boot Options）]タブに移動します。

ステップ 3 [UEFIブートオプション（UEFI Boot Options）]を [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 4 [ブートオプション優先順位（Boot Option Priorities）]の下で、OSのインストールメディア（仮想 DVDな
ど）を [ブートオプション#1（Boot Option #1）]として設定します。

ステップ 5 [詳細（Advanced）]タブに移動します。

ステップ 6 [LOMと PCIeスロットの設定（LOM and PCIe Slot Configuration）]を選択します。

ステップ 7 [PCIeスロット ID: HBAオプション ROM（PCIe Slot ID: HBA Option ROM）]を [UEFIのみ（UEFI Only）]
に設定します。

ステップ 8 F10を押して変更内容を保存し、BIOSセットアップユーティリティを終了します。サーバをリブートでき
ます。

ステップ 9 OSをインストールしたら、次のようにインストールを確認します。

a) ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押して BIOSセットアップユーティリティに切り替
えます。

b) [ブートオプション（Boot Options）]タブに移動します。
c) [ブートオプション優先順位（Boot Option Priorities）]で、インストールした OSが [ブートオプション

#1（Boot Option #1）]としてリストされていることを確認します。

Cisco IMC GUIの UEFIモードでの起動の設定

ステップ 1 Webブラウザとサーバの IPアドレスを使用して、Cisco IMC GUI管理インターフェイスにログインしま
す。

ステップ 2 [サーバ（Server）] > [BIOS]に移動します。

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
92

サーバの保守

4Kセクター形式の SAS/SATAドライブに関する考慮事項

https://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/unified-computing-system/products-technical-reference-list.html


ステップ 3 [アクション（Actions）]の下の、[BIOSの構成（Configure BIOS）]をクリックします。

ステップ 4 [BIOSパラメータの構成（Configure BIOS Parameters）]ダイアログで、[詳細（Advanced）]タブを選択し
ます。

ステップ 5 [LOMと PCIeスロットの設定（LOM and PCIe Slot Configuration）]を選択します。

ステップ 6 [PCIeスロット: HBAオプション ROM（PCIe Slot ID: HBA Option ROM）]を [UEFIのみ（UEFI Only）]
に設定します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。ダイアログを閉じます。

ステップ 8 [BIOSプロパティ（BIOS Properties）]で、[ブート順序の構成（Configured Boot Order）]を [UEFI]に設定
します。

ステップ 9 [アクション（Actions）]で、[ブート順序の構成（Configure Boot Order）]をクリックします。

ステップ 10 [ブート順序の構成（Configure Boot Order）]ダイアログで、[ローカル HDDの追加（Add Local HDD）]
をクリックします。

ステップ 11 [ローカル HDDの追加（Add Local HDD）]ダイアログで、4Kセクターフォーマットドライブの情報を
入力し、それをブート順序の先頭にします。

ステップ 12 変更を保存し、サーバをリブートします。システムがリブートすると、加えた変更を確認できるように

なります。

フロントローディング SAS/SATAドライブの交換

SAS/SATAハードドライブまたは SSDはホットスワップ可能であるため、交換時にサーバを
シャットダウンしたり、電源をオフにしたりする必要はありません。

（注）

ステップ 1 次のようにして、交換するドライブを取り外すか、ベイからブランクドライブトレイを取り外します。

a) ドライブトレイの表面にある解除ボタンを押します。

b) イジェクトレバーを持ってい開き、ドライブトレイをスロットから引き出します。
c) 既存のドライブを交換する場合は、ドライブをトレイに固定している 4本のドライブトレイネジを外
し、トレイからドライブを取り外します。

ステップ 2 次のようにして、新しいドライブを取り付けます。

a) 空のドライブトレイに新しいドライブを置き、4本のドライブトレイネジを取り付けます。
b) ドライブトレイのイジェクトレバーを開いた状態で、ドライブトレイを空のドライブベイに差し込
みます。

c) バックプレーンに触れるまでトレイをスロット内に押し込み、イジェクトレバーを閉じてドライブを

所定の位置に固定します。
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図 18 :ドライブトレイのドライブの交換

ドライブトレイのネジ（各側面に 2本）3イジェクトレバー1

ドライブトレイから取り外されたドライブ4解除ボタン2

リアローディング SAS/SATAドライブの交換

SAS/SATAハードドライブや SSDはホットスワップ対応であるため、それらを交換するため
にサーバまたはドライブをシャットダウンする必要はありません。

（注）
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リアローディング SAS/SATAドライブの装着に関するガイドライン

リアドライブベイのサポートは、サーバ PIDと、サーバで使用されている RAIDコントロー
ラのタイプによって異なります。

• UCS C240 M6 12 SAS/SATA：小型フォームファクタ（SFF）ドライブ、24ドライブバック
プレーン。

•ハードウェア RAID：リアドライブベイで SASまたは NVMeドライブをサポート。

• Intel®Virtual RAID on CPU：リアドライブベイはNVMeドライブのみをサポートしま
す。

• UCSC240 M6 12 SAS/SATA：SFFドライブ、12ドライブバックプレーン。

•リアドライブベイで NVMe SSDのみをサポート。

• UCS C240 M6 12 SAS/SATAプラスオティカルドライブ：8ドライブバックプレーンおよ
び DVDドライブオプション付き。

•ハードウェア RAID：リアドライブベイで SASまたは NVMeドライブをサポート。

• Intel®Virtual RAID on CPU：リアドライブベイはNVMeドライブのみをサポートしま
す。

• UCS C240 M6 12 LFF：大型フォームファクタ（LFF）ドライブ、12ドライブバックプレー
ン。

•ハードウェア RAID：リアドライブベイで SASまたは NVMeドライブをサポート。

• Intel®Virtual RAID on CPU：リアドライブベイはNVMeドライブのみをサポートしま
す。

•各サーババージョンでは、リアドライブベイの番号はフロントドライブベイの番号の続
きになっています。

• 8ドライブサーバ：リアベイはベイ 9と 10です。

• 12ドライブサーバ：リアベイはベイ 13と 14です。

• 24ドライブサーバ：リアベイはベイ 25と 26です。

•ドライブを装着する場合は、最も番号の小さいベイから先に追加します。

•未使用のベイには空のドライブブランキングトレイを付けたままにし、最適なエアーフ
ローを確保します。

•同じサーバ内で SAS/SATAハードドライブと SAS/SATA SSDを混在させることができま
す。ただし、ハードドライブと SSDが混在する論理ボリューム（仮想ドライブ）を構成
することはできません。つまり、論理ボリュームを作成するときは、すべて SAS/SATA
ハードドライブまたはすべて SAS/SATA SSDにする必要があります。
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リアローディング SAS/SATAドライブの交換

SAS/SATAハードドライブまたは SSDはホットスワップ可能であるため、交換時にサーバを
シャットダウンしたり、電源をオフにしたりする必要はありません。

（注）

ステップ 1 次のようにして、交換するドライブを取り外すか、ベイからブランクドライブトレイを取り外します。

a) ドライブトレイの表面にある解除ボタンを押します。

b) イジェクトレバーを持ってい開き、ドライブトレイをスロットから引き出します。
c) 既存のドライブを交換する場合は、ドライブをトレイに固定している 4本のドライブトレイネジを外
し、トレイからドライブを取り外します。

ステップ 2 次のようにして、新しいドライブを取り付けます。

a) 空のドライブトレイに新しいドライブを置き、4本のドライブトレイネジを取り付けます。
b) ドライブトレイのイジェクトレバーを開いた状態で、ドライブトレイを空のドライブベイに差し込
みます。

c) バックプレーンに触れるまでトレイをスロット内に押し込み、イジェクトレバーを閉じてドライブを

所定の位置に固定します。
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図 19 :ドライブトレイのドライブの交換

ドライブトレイのネジ（各側面に 2本）3イジェクトレバー1

ドライブトレイから取り外されたドライブ4解除ボタン2

ミッドマウント SAS /SATAドライブの交換（LFFサーバ）
ミッドマウントドライブはLFFサーバでのみサポートされます。これらのドライブはミッドプ
レーンに直接接続されるため、交換手順の一部としてケーブルを取り外す必要はありません。

ミッドマウントドライブはホットスワップおよびホットスワップが可能なため、設備の電源を

切断する必要はありません。

ステップ 1 サーバの上部カバーを開きます。
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ステップ 2 ミッドマウントドライブケージのハンドルをつかみ、ケージカバーを開きます。

ケージカバーを開くと、90度の角度で上を向いています。

ステップ 3 ケージのカバーハンドルを持ち、ドライブの一番下の列がサーバの上部から外れるまでドライブケージを
引き上げます。

ミッドマウントドライブケージを引っ張ると、上向きに曲がります。

ステップ 4 ドライブハンドルをつかみ、ドライブをミッドマウントドライブケージから引き出します。

ステップ 5 ハンドルが下になるようにドライブを向け、ドライブベイに合わせます。

ステップ 6 ドライブレベルを持ち、ミッドプレーンに接続するまでドライブベイに押し込みます。

ステップ 7 ドライブケージを押し下げて、サーバに装着します。

ステップ 8 ハンドルを持ち、サーバケージのカバーを閉じます。

サーバケージのカバーが完全に閉じていること、およびサーバケージがサーバに完全に装着さ

れていることを確認します。サーバケージが完全に装着されると、上部がファンおよび背面PCI
ライザーケージと同一面になります。

（注）
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ステップ 9 サーバの上部カバーを取り付けます。

サーバの上部カバーが簡単に閉じない場合は、ミッドマウントドライブケージがサーバに完全に装着され

ていることを確認します。

基本的なトラブルシューティング: SAS/SATAドライブの取り付け直し
サーバーに取り付けられている SAS/SATA HDDで、誤検知の UBADエラーが発生する場合が
あります。

• UCS MegaRAIDコントローラに管理されているドライブのみが影響されます。

•インストールの場所（前面ローディング、リアローディング、等々）に関わらず、ドライ
ブが影響される可能性があります。

• SFFと LFFフォームファクタードライブの両方が影響を受ける可能性があります。

• M3プロセッサとそれ以降と一緒の全ての Cisco UCS Cシリーズサーバーにインストール
されたドライブは、影響される可能性があります。

•ホットプラグのために構成されていることに関わらずドライブは、影響される可能性があ
ります。

• UBADエラーは、必ずしもターミナルではありません。なのでドライブは、いつも欠陥品
や修理や交換が必要ではありません。しかし、エラーがターミナルでドライブが交換が必

要な可能性もあります。

RMAプロセスにドライブを送信する前に、ドライブを再度装着するのがベストプラクティス
です。false UBADエラーが存在する場合、ドライブを再度装着するとエラーがクリアになる可
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能性があります。成功した場合、ドライブを再度装着することによって、手間、コストとサー

ビスの中断を削減することができます。そしてサーバーの稼働時間を最適化することができま

す。

Reseat the drive only if a UBADエラーが発生した場合のみ、ドライブを再度装着します。その他
のエラーは一時的なものであり、Ciscoの担当者の支援なしに診断やトラブルシューティング
を試みないでください。他のドライブエラーのサポートを受けるには、Cisco TACにお問合せ
ください。

（注）

ドライブを再度装着するには、SAS/SATAドライブの再装着（100ページ）を参照します。

SAS/SATAドライブの再装着

SAS/SATAドライブが誤った UBADエラーをスローする場合があり、ドライブを取り付け直す
とエラーが解消されることがあります。

ドライブを再度装着するために次の手順を使用します。

この手順はサーバーの電源を切ることを必要とする可能性があります。サーバーの電源を切る

ことは、サービスの中断を引き起こします。

注意

始める前に

この手順を試行する前に、次のことに注意してください：

•ドライブを再度装着する前に、ドライブのどのデータもバックアップすることがベストプ
ラクティスです。

•ドライブを再度装着する間、同じドライブベイを使用するようにします。

•他のスロットにドライブを移動させないでください。

•他のサーバーにドライブを移動させないでください。

•同じスロットを再使用しない場合、Cisco管理ソフトウェア（例、Cisco IMM）がサー
バーの再スキャン/再発見を必要とする可能性があります。

•ドライブを再度装着する間、取り外しと再挿入の間に 20秒開けます。

ステップ 1 影響されたドライブのシステムを停止させずに再度装着。適切なオプションを選択してください。

a) フロントローディングドライブについては、フロントローディング SAS/SATAドライブの交換（93
ページ）を参照してください。

b) リアローディングドライブについては、リアローディング SAS/SATAドライブの交換（96ページ）
を参照してください。
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c) ミッドマウントドライブについては、ミッドマウント SAS /SATAドライブの交換（LFFサーバ）（97
ページ）を参照してください。

ドライブの取り外しの最中、目視検査を行うことがベストプラクティスです。埃やゴミが

ないことを確認するため、ドライブベイをチェックします。そして、障害物や損傷を調べ

るため、ドライブの後ろのコネクタとサーバー内のコネクタをチェックします。

そして、ドライブを再度装着している間、取り外しと再挿入の間に 20秒開けます。

（注）

ステップ 2 ブートアップと最中、正しい操作をしているか検証するためにドライブの LEDを確認します。

「ステータス LEDおよびボタン（71ページ）」を参照してください。

ステップ 3 エラーが継続する場合、ドライブをコールドに再度装着します。ドライブのコールドに再度装着は、サー
バーの電源を切る必要があります。適切なオプションを選択してください。

a) サーバー管理ソフトウェアを使用してサーバーの電源をグレースフルに切ります。

適切な Cisco管理ソフトウェアドキュメントを参照します。

b) ソフトウェアを通して、電源を切ることが可能ではないなら、電源ボタンを押してサーバーの電源を
切ることができます。

「ステータス LEDおよびボタン（71ページ）」を参照してください。

c) ステップ 1の説明に従って、ドライブを取り付け直します。
d) ドライブが正しく取り付けられたら、サーバーを再起動し、手順 2の説明に従って、ドライブの LED
が正しく動作しているかどうかを確認します。

ステップ 4 ドライブのシステムを停止させずに再度装着とコールドな再度装着がUBADエラーをクリアにしない場合、
適切なオプションを選択します：

a) トラブルシューティングのサポートを受けるため Cisco Systemsにお問い合わせします。
b) エラーのあるドライブの RMAを開始します。

フロントローディング NVMe SSDの交換
ここでは、前面パネルのドライブベイの 2.5インチまたは 3.5インチフォームファクタNVMe
ソリッドステートドライブ（SSD）を交換する手順を説明します。

フロントローディング NVMe SSD取り付けガイドライン

フロントドライブベイでの 2.5インチ NVMe SSDのサポートは、サーバ PIDに応じて異なり
ます。

• UCS C240 M6 SFF 24 SAS/SATA：小型フォームファクタ（SFF）ドライブ、24ドライブ
バックプレーン。ドライブベイ 1および 4は 2.5インチ NVMe SSDをサポート。

• UCS C240 M6 24 NVMe：SFFドライブ、24ドライブバックプレーン。ドライブベイ 1～
24は 2.5インチ NVMe SSDのみをサポート。
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• UCS C240 M6 12 SAS/SATAプラスオティカルドライブ：12ドライブバックプレーンおよ
び DVDドライブオプション付き。ドライブベイ 1および 4は 2.5インチ NVMe SSDをサ
ポート。

• UCS C240 M6 12 NVMe：SFFドライブ、12ドライブバックプレーン。ドライブベイ 1～
12は 2.5インチ NVMe SSDのみをサポート。

• UCS C240 M6 LFF：大型フォームファクタ（LFF）ドライブ、12ドライブバックプレー
ン。ドライブベイ 1～ 4は 2.5インチ NVMe SSDをサポート。2.5インチ NVMe SSDを使
用する場合、このバージョンのサーバにはサイズコンバータドライブトレイ

（UCS-LFF-SFF-SLED2）が必要です。

フロントローディング NVMe SSDの要件と制限事項

以下の要件を確認してください。

•サーバには 2基の CPUが搭載されている必要があります。PCIeライザー 2は、シングル
CPUシステムでは使用できません。

• PCIeケーブル。フロントパネルドライブバックプレーンから PCIeライザー 1Bまたは
3Bに PCIe信号を伝送するケーブルです。ケーブルはサーバのバージョンによって異なり
ます。

•サーバの小型フォームファクタ（SFF）ドライブバージョン：CBL-NVME-C240SFF

•サーバの大型フォームファクタ（LFF）ドライブバージョン：CBL-NVME-C240LFF

•ホットプラグサポートは、システムBIOSで有効にする必要があります。NVMeドライブ
が付属するシステムを注文した場合、ホットプラグサポートは工場出荷時に有効にされて

います。

次の制限事項に注意してください。

• NVMe 2.5 SSDは、UEFIモードでの起動のみをサポートしています。レガシーブートは
サポートされていません。UEFIブートの設定手順については、BIOSセットアップユー
ティリティの UEFIモードでの起動の設定（92ページ）またはCisco IMC GUIの UEFI
モードでの起動の設定（92ページ）を参照してください。

• NVMe SSDは PCIeバス経由でサーバとやり取りするため、SAS RAIDコントローラを使
用して NVMe PCIe SSDを制御することはできません。

•同じシステムに NVMe SSDを混在させることは可能ですが、同じパートナーブランドを
使用する必要があります。たとえば、2台の Intel NVMe SFF 2.5インチ SSDと 2台のHGST
SSDは無効な構成です。

• UEFIブートは、サポートされているすべてのオペレーティングシステムでサポートされ
ます。ホット挿入およびホット取り外しは、VMWare ESXiを除くすべてのサポートされ
ているオペレーティングシステムでサポートされます。
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システム BIOSでのホットプラグサポートの有効化

ホットプラグ（OS通知のホットインサーションおよびホットリムーブ）は、デフォルトでは
システム BIOSで無効になっています。

•システムと NVMe PCIe SSDを一緒に注文した場合、この設定は工場出荷時に有効になっ
ています。アクションは不要です。

•工場出荷後に NVMe PCIe SSDを追加した場合、BIOSでホットプラグサポートを有効に
する必要があります次の手順を参照してください。

BIOSセットアップユーティリティを使用したホットプラグサポートの有効化

ステップ 1 ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押してBIOSセットアップユーティリティに切り替えま
す。

ステップ 2 [Advanced] > [PCI Subsystem Settings] > [NVMe SSD Hot-Plug Support]に移動します。

ステップ 3 値を [Enabled]に設定します。

ステップ 4 変更内容を保存して、ユーティリティを終了します。

Cisco IMC GUIを使用したホットプラグサポートの有効化

ステップ 1 ブラウザを使用して、サーバの Cisco IMC GUIにログインします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）] > [BIOS] > [詳細設定（Advanced）] > [PCIの設定（PCI Configuration）]
に移動します。

ステップ 3 [NVME SSDホットプラグサポート（NVME SSD Hot-Plug Support）]を [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 4 変更を保存します。

フロントローディング NVMe SSDの交換

このトピックでは、前面パネルドライブベイでまたはフォームファクタ NVMe SSDを交換
する手順を説明します。

OS通知を伴わない取り外しはサポートされていません。サポートされているすべてのオペレー
ティングシステム（VMware ESXiを除く）で、OS通知を伴うホットインサーションとホット
リムーブがサポートされています。

（注）
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OS通知を伴うホットインサーションとホットリムーブは、システムの BIOSで有効にする必
要があります。システムBIOSでのホットプラグサポートの有効化（103ページ）を参照して
ください。

（注）

ステップ 1 既存のフロントローディング NVMe SSDを取り外します。

a) NVMe SSDをシャットダウンして、OS通知を伴う取り外しを開始します。オペレーティングシステ
ムのインターフェイスを使用してドライブをシャットダウンし、ドライブトレイの LEDを確認しま
す。

•緑色：ドライブは使用中で、正常に機能しています。取り外さないでください。

•緑色で点滅：シャットダウンコマンドの後、ドライバをアンロード中です。取り外さないでくだ
さい。

•消灯：ドライブは使用されておらず、安全に取り外すことができます。

b) ドライブトレイの表面にある解除ボタンを押します。
c) イジェクトレバーを持ってい開き、ドライブトレイをスロットから引き出します。

d) SSDをトレイに固定している 4本のドライブトレイネジを外し、トレイから SSDを取り外します。

フロントローディング NVMe SSDを初めてサーバに取り付ける場合は、PCIeケーブルと PCIe
ライザー 2Cを取り付ける必要があります。サービス可能なコンポーネントの場所（46ペー
ジ）を参照してください。

（注）

ステップ 2 新しいフロントローディング NVMe SSDを取り付けます。

a) 空のドライブトレイに新しい SSDを置き、4本のドライブトレイネジを取り付けます。
b) ドライブトレイのイジェクトレバーを開いた状態で、ドライブトレイを空のドライブベイに差し込
みます。

c) バックプレーンに触れるまでトレイをスロット内に押し込み、イジェクトレバーを閉じてドライブを

所定の位置に固定します。

ステップ 3 ドライブトレイの LEDを確認し、緑色に戻るまで待ってからドライブにアクセスします。

•消灯：ドライブは使用されていません。

•緑色で点滅：ホットプラグインサーションの後、ドライバが初期化中です。

•緑色：ドライブは使用中で、正常に機能しています。
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図 20 :ドライブトレイのドライブの交換

ドライブトレイのネジ（各側面に 2本）3イジェクトレバー1

ドライブトレイから取り外されたドライブ4解除ボタン2

NVMeドライブ 1～ 4のケーブル接続（UCS C240 M6 24 SFFドライブのみ）

フロントローディング NVMeドライブを追加または交換する場合、2本の特定のケーブルが
必要であり、CBL-FNVME-240M6=から入手できます。

•フロントローディングドライブ 1および 2をマザーボードに接続する 1本のNVMe Cケー
ブル（74-126742-01）。

•フロントローディングドライブ 3および 4をマザーボードに接続する 1本のNVMe Dケー
ブル（74-124687-01）。
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コネクタにはキーが付いており、ケーブルの両端で異なっており、不適切な取り付けを防止し

ます。バックプレーンコネクタの IDは、サーバーの内部にシルクスクリーン印刷されていま
す。

このタスクには、適切なケーブルが必要です。

始める前に

Cisco UCS C240 M6 24-SFFドライブサーバーでフロントローディング NVMeドライブ 1～ 4
を追加または交換するには、特定のケーブルが必要です。この手順は、Cisco UCS C240 M6 24
ドライブサーバーのみを対象としています。

ステップ 1 サーバの上部カバーを取り外します。

「サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）」を参照してください。

ステップ 2 ファントレイを取り外します。

「ファントレイの取り外し（115ページ）」を参照してください。

ステップ 3 NVMeバックプレーンコネクタを見つけます。
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バックプレーンコネク

タ、NVMe C
2バックプレーンコネク

タ、NVMe D
1

マザーボードコネクタ、
NVMe C

-マザーボードコネクタ、
NVMe D

3

ステップ 4 NVMe Dケーブルを正しい方向に向けて所定の位置に下げ、両端を取り付けます。

ステップ 5 NVMe Dケーブルの両端を接続します。

NVMe Cケーブルを上に置くには、このケーブルを最初に取り付ける必要があります。（注）
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ステップ 6 NVMe Dケーブルを正しい方向に向けて所定の位置に下げ、両端を取り付けます。

NVMe Dケーブルは NVMe Cケーブルの上にあります。（注）
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ステップ 7 ドライブがスロット 1～ 4のいずれかに取り付けられている場合は、ドライブの LEDを見て、正しく動作
することを確認します。

「前面パネルの LED（72ページ）」を参照してください。

ステップ 8 ドライブが実行時まで正常に起動したら、ファントレイを再インストールします。

「ファントレイの取り付け（116ページ）」を参照してください。

ステップ 9 上部カバーを取り付けます。

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
109

サーバの保守

NVMeドライブ 1～ 4のケーブル接続（UCS C240 M6 24 SFFドライブのみ）



リアローディング NVMe SSDの交換
ここでは、背面パネルのドライブベイの 2.5インチフォームファクタ NVMeソリッドステー
トドライブ（SSD）を交換する手順を説明します。

リアローディング NVMe SSDの装着に関するガイドライン

リアドライブベイのサポートは、サーバ PIDと、サーバで NVMe以外のドライブに使用され
ている RAIDコントローラのタイプに応じて異なります。

• UCS C240 M6 12 SAS/SATA：小型フォームファクタ（SFF）ドライブ、24ドライブバック
プレーン。

•ハードウェア RAID：リアドライブベイで SASまたは NVMeドライブをサポート。

• UCS C240 M6 12 SAS/SATA：SFFドライブ、12ドライブバックプレーン。

•リアドライブベイで NVMe SSDのみをサポート。

• UCS C240 M6 24 NVMe：SFFドライブ、24ドライブバックプレーン。

•ハードウェア RAID：リアドライブベイで NVMeドライブのみをサポート。

• UCS C240 M6 12 NVMe：SFFドライブ、12ドライブバックプレーン。

•ハードウェア RAID：リアドライブベイで NVMeドライブのみをサポート。

• UCS C240 M6 12 LFF：大型フォームファクタ（LFF）ドライブ、12ドライブバックプレー
ン。

•ハードウェア RAID：リアドライブベイで SASまたは NVMeドライブをサポート。

•それぞれのサーババージョンで、リアドライブベイの番号はフロントドライブベイの番
号の続きになっています。

• 12ドライブサーバ：リアベイはベイ 103と 104です。

• 24ドライブサーバ：リアベイはベイ 101～ 104です。

•ドライブを装着する場合は、最も番号の小さいベイから先に追加します。

•ドライブはホットプラグ可能ですが、各ドライブはホットリムーブとホットインサーショ
ンの間に 10秒の遅延が必要です。

•未使用のベイには空のドライブブランキングトレイを付けたままにし、最適なエアーフ
ローを確保します。

リアローディング NVME SSDの要件と制約事項

以下の要件を確認してください。
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•サーバには 2基の CPUが搭載されている必要があります。PCIeライザー 2は、シングル
CPUシステムでは使用できません。

• PCIeライザー 1Aおよび 3Aは NVMe背面ドライブをサポートします。

•リア PCIeケーブルおよびリアドライブバックプレーン。

•ホットプラグサポートは、システムBIOSで有効にする必要があります。NVMeドライブ
が付属するシステムを注文した場合、ホットプラグサポートは工場出荷時に有効にされて

います。

次の制限事項に注意してください。

• NVMe SSDでは、起動はUEFIモードでのみサポートされます。レガシーブートはサポー
トされていません。UEFIブートの設定手順については、BIOSセットアップユーティリ
ティの UEFIモードでの起動の設定（92ページ）またはCisco IMC GUIの UEFIモードで
の起動の設定（92ページ）を参照してください。

• NVMe SSDは PCIeバス経由でサーバとやり取りするため、SAS RAIDコントローラを使
用して NVMe PCIe SSDを制御することはできません。

•同じシステムに NVMe 2.5インチ SSDを混在させることは可能ですが、同じパートナー
ブランドを使用する必要があります。たとえば、2台の Intel NVMe SFF 2.5インチ SSDと
2台の HGST SSDは無効な構成です。

• UEFIブートは、サポートされているすべてのオペレーティングシステムでサポートされ
ます。ホット挿入およびホット取り外しは、VMWare ESXiを除くすべてのサポートされ
ているオペレーティングシステムでサポートされます。

リアローディング NVMe SSDの交換

このトピックでは、背面パネルドライブベイで 2.5インチフォームファクタ NVMe SSDを交
換する手順を説明します。

OS通知を伴わない取り外しはサポートされていません。サポートされているすべてのオペレー
ティングシステム（VMware ESXiを除く）で、OS通知を伴うホットインサーションとホット
リムーブがサポートされています。

（注）

OS通知を伴うホットインサーションとホットリムーブは、システムの BIOSで有効にする必
要があります。システムBIOSでのホットプラグサポートの有効化（103ページ）を参照して
ください。

（注）

ステップ 1 既存のリアローディング NVMe SSDを取り外します。
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a) NVMe SSDをシャットダウンして、OS通知を伴う取り外しを開始します。オペレーティングシステ
ムのインターフェイスを使用してドライブをシャットダウンし、ドライブトレイの LEDを確認しま
す。

•緑色：ドライブは使用中で、正常に機能しています。取り外さないでください。

•緑色で点滅：シャットダウンコマンドの後、ドライバをアンロード中です。取り外さないでくだ
さい。

•消灯：ドライブは使用されておらず、安全に取り外すことができます。

b) ドライブトレイの表面にある解除ボタンを押します。
c) イジェクトレバーを持ってい開き、ドライブトレイをスロットから引き出します。

d) SSDをトレイに固定している 4本のドライブトレイネジを外し、トレイから SSDを取り外します。

初めてリアローディングNVMe SSDをサーバに取り付ける場合は、PCIeライザー 2Bまたは 2C
とリア NVMeケーブルキットを取り付ける必要があります。

（注）

ステップ 2 新しいフロントローディング NVMe SSDを取り付けます。

a) 空のドライブトレイに新しい SSDを置き、4本のドライブトレイネジを取り付けます。
b) ドライブトレイのイジェクトレバーを開いた状態で、ドライブトレイを空のドライブベイに差し込
みます。

c) バックプレーンに触れるまでトレイをスロット内に押し込み、イジェクトレバーを閉じてドライブを

所定の位置に固定します。

ステップ 3 ドライブトレイの LEDを確認し、緑色に戻るまで待ってからドライブにアクセスします。

•消灯：ドライブは使用されていません。

•緑色で点滅：ホットプラグインサーションの後、ドライバが初期化中です。

•緑色：ドライブは使用中で、正常に機能しています。
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図 21 :ドライブトレイのドライブの交換

ドライブトレイのネジ（各側面に 2本）3イジェクトレバー1

ドライブトレイから取り外されたドライブ4解除ボタン2

ファンモジュールの交換

サーバーの 6台のファンモジュールには、サービス可能なコンポーネントの場所（46ペー
ジ）に示すように番号が割り当てられています。

各ファンモジュールの上部に、障害 LEDがあります。この LEDが緑色に点灯している場合
は、ファンが正しく設置されており、動作が良好です。ファンに障害が発生している場合、ま

たはファンが正しく装着されていない場合、LEDはオレンジ色に点灯します。

ヒント
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ファンモジュールはホットスワップ可能であるため、ファンモジュールの交換時にサーバを

シャットダウンしたり電源をオフにしたりする必要はありません。ただし、適切な冷却を保て

るよう、ファンモジュールを取り外した状態でのサーバの稼働は、1分以内にしてください。

注意

ステップ 1 次のようにして、既存のファンモジュールを取り外します。

a) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネ

ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出

してください。

注意

b) サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
c) ファンモジュールの上部にある解除ラッチをつかんで押します。マザーボードからコネクタをまっす

ぐ持ち上げて外します。

ステップ 2 次のようにして、新しいファンモジュールを取り付けます。

a) 新しいファンモジュールを所定の位置にセットします。ファンモジュールの上部に印字されている矢

印がサーバの背面を指すはずです。

b) ファンモジュールをゆっくりと押し下げて、マザーボード上のコネクタにしっかりと差し込みます。
c) 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

d) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を
入れます。
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図 22 :ファンモジュールの上面図

ファンモジュール障害 LED2ファンモジュールの解除ラッチ1

ファントレイの取り外し

ファントレイは、すべてのファンモジュールを取り付けた状態で取り外すことも、ファンモ

ジュールの一部またはすべてを取り外した状態で取り外すこともできます。

ステップ 1 ファントレイをシャーシに固定するネジを取り外します。

a) ファントレイをサーバに固定するネジを見つけます。

b) No. 2プラスドライバを使用して、ネジを完全に緩めます。

ステップ 2 マザーボードの接続を維持したまま、ファントレイからファントレイケーブルを外します。

ステップ 3 サーバからファントレイを取り外します。

a) ファントレイの上部にあるハンドルをつかみます。

b) ファントレイを水平に保ち、ファントレイケーブルが取り外しの妨げにならないように、ファント
レイを持ち上げてシャーシから取り外します。
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次のタスク

ファントレイをシャーシに再挿入します。「ファントレイの取り付け（116ページ）」を参照
してください。

ファントレイの取り付け

ファントレイは、ファンが取り付けられているかどうかにかかわらず取り付けることができま

す。ファントレイを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ 1 ファントレイを取り付けます。

a) ファントレイをシャーシ内部のガイドに合わせます。

b) ファントレイケーブルが邪魔にならないこと、および取り付けの妨げにならないことを確認します。
c) ファントレイのハンドルを持ち、シャーシ内の所定の位置にスライドさせます。
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ステップ 2 ファントレイケーブルを再接続します。

ステップ 3 必要に応じて、上部カバーを閉じるか、追加の手順を実行します。

CPUおよびヒートシンクの交換
ここでは、次の内容について説明します。

• CPU構成ルール（117ページ）

• CPUの交換に必要な工具（119ページ）

• CPUとヒートシンクの取り外し（119ページ）

• CPUおよびヒートシンクの取り付け（126ページ）

• RMA交換 CPUの注文に追加する CPU関連パーツ（129ページ）

CPU構成ルール

このサーバのマザーボードには 2個の CPUソケットがあります。各 CPUは、8つの DIMM
チャネル（16の DIMMスロット）をサポートします。DIMM装着規則とメモリパフォーマン
スに関するガイドライン （131ページ）を参照してください。

•サーバは、1つの CPUまたは 2つの同型 CPUが取り付けられた状態で動作できます。
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•最小構成では、サーバーに最低でもCPU1が取り付けられている必要があります。最初に
CPU 1、次に CPU 2を取り付けます。

•次の制約事項は、シングル CPU構成を使用する場合に適用されます。

•未使用 CPUソケットがある場合は、工場出荷時ダストカバーの装着が必要です。

• DIMMの最大数は 16です（CPU 1だけがチャネル A～ Hを使用できます）。

•ヒートシンクには、ロープロファイルとハイプロファイルの2つの異なるフォームファク
タがあります。サーバはどちらでも注文できますが、同じサーバに高プロファイルと低プ

ロファイルの CPUとヒートシンクを混在させることはできません。単一のサーバには、
すべて 1つのタイプが必要です。

CPUとヒートシンクの取り付け手順は、サーバで使用するヒートシンクのタイプによって
異なります。

•ロープロファイル（UCSC-HSLP-M6）。メインヒートシンクに 4本の T30トルクス
ネジがあり、拡張ヒートシンクに 2本のプラスネジがあります。

このヒートシンクは、1つ以上の GPUを搭載したサーバに必要です。

このヒートシンクは、C240 M6 LFFサーバではサポートされていません。

•高プロファイル（UCSC-HSHP-240M6）。4本の T30トルクスネジがあります。
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CPUの交換に必要な工具

この手順では、以下の工具が必要です。

• T-30トルクスドライバ（交換用 CPUに同梱されています）。

• #1マイナスドライバ（交換用 CPUに同梱されています）。

• CPUアセンブリツール（交換用CPUに同梱されています）。「Cisco PID UCS-CPUAT=」
として別個に発注可能です。

•ヒートシンククリーニングキット（交換用 CPUに同梱されています）。「Cisco PID
UCSX-HSCK=」として別個に発注可能です。

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

•サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）（交換用 CPUに同梱されているシリン
ジ）。既存のヒートシンクを再利用する場合にのみ使用します（新しいヒートシンクに

は、TIMがすでに塗布されたパッドが付属しています）。「Cisco PID UCS-CPU-TIM=」
として別個に発注可能です。

1つの TIMキットが 1つの CPUをカバーします。

RMA交換 CPUの注文に追加する CPU関連部品も参照してください。

CPUとヒートシンクの取り外し

ブレードサーバから取り付けたCPUとヒートシンクを取り外すには、次の手順を使用します。
この手順では、マザーボードから CPUを取り外し、個々のコンポーネントを分解してから、
CPUとヒートシンクを CPUに付属の固定具に取り付けます。
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ステップ 1 CPUのヒートシンクがハイプロファイルかロープロファイルかに応じて、適切な方法で固定ネジを緩めま
す。

•ヒートシンクが高プロファイルの CPUの場合は、ステップ aに進みます。

•ロープロファイルヒートシンクを搭載した CPUの場合は、ステップ 2に進みます。

a) T30トルクスドライバを使用して、すべての固定ナットを緩めます。
b) 回転ワイヤを互いに向かって押し、ロック解除位置に移動します。

回転するワイヤができるだけ内側にあることを確認します。完全にロック解除されると、

回転するワイヤの下部が外れ、CPUアセンブリを取り外すことができます。回転ワイヤが
完全にロック解除位置にない場合、CPUアセンブリを取り外すときに抵抗を感じることが
あります。

注意

c) キャリアの端に沿ってCPUとヒートシンクをつかみ、CPUとヒートシンクを持ち上げてマザーボード
から外します。

CPUアセンブリを持ち上げる際は、ヒートシンクフィンを曲げないようにしてください。
また、CPUアセンブリを持ち上げるときに抵抗を感じる場合は、回転ワイヤが完全にロッ
ク解除位置にあることを確認します。

注意
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d) ステップ 3に進みます。

ステップ 2 CPUを取り外します。

a) ＃2 プラスドライバを使用して、拡張ヒートシンクの 2本のプラスネジを緩めます。
b) T30トルクスドライバを使用して、4つのトルクス固定ナットを緩めます。
c) 回転ワイヤを互いに向かって押し、ロック解除位置に移動します。

回転するワイヤができるだけ内側にあることを確認します。完全にロック解除されると、

回転するワイヤの下部が外れ、CPUアセンブリを取り外すことができます。回転ワイヤが
完全にロック解除位置にない場合、CPUアセンブリを取り外すときに抵抗を感じることが
あります。

注意

d) キャリアの端に沿ってCPUとヒートシンクをつかみ、CPUとヒートシンクを持ち上げてマザーボード
から外します。

CPUアセンブリを持ち上げる際は、ヒートシンクフィンを曲げないようにしてください。
また、CPUアセンブリを持ち上げるときに抵抗を感じる場合は、回転ワイヤが完全にロッ
ク解除位置にあることを確認します。

注意

e) ステップ 3に進みます。
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ステップ 3 CPUアセンブリをゴム製マットまたはその他の静電気防止作業台の上に置きます。

CPUを作業面に置くときは、ヒートシンクのラベルを上に向けます。CPUアセンブリを上下逆に回転させ
ないでください。

ステップ 4 CPUダストカバー（UCS-CPU-M6-CVR =）を CPUソケットに取り付けます。

a) CPU支持プレートの支柱を、ダストカバーの角にある切り欠きに合わせます。
b) ダストカバーを下げ、同時に CPUソケットの所定の位置にカチッと収まるまで、エッジを押し下げま
す。

ダストカバーの中央を押さないでください。注意

ステップ 5 CPUクリップを外し、TIMブレーカーを使用して、CPUキャリアから CPUを取り外します。

a) CPUアセンブリを上下逆にして、ヒートシンクが下を向くようにします。

この手順により、CPU固定クリップにアクセスできるようになります。

b) CPUキャリアのこの端にある CPUクリップを部分的に外すために、TIMブレーカーを 90度上向きに
ゆっくり持ち上げます。
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c) CPUキャリアに簡単にアクセスできるように、TIMブレーカーをU字型の固定クリップに下げます。

TIMブレーカーが固定クリップに完全に装着されていることを確認します。（注）

d) CPUキャリアの外側の端をゆっくりと引き上げ（2）、TIMブレーカーの両端近くにある2番目のCPU
クリップのペアを外します。

CPUキャリアを曲げるときは注意してください。無理な力を加えると、CPUキャリアが損
傷する可能性があります。CPUクリップを外すのに十分なだけキャリアを曲げます。CPU
キャリアから外れるときを確認できるように、この手順の実行中にクリップを必ず確認し

てください。

注意

e) CPUキャリアの外側の端をゆっくりと引き上げ、TIMブレーカーの反対側にあるCPUクリップのペア
（次の図の 3）を外します。

f) CPUキャリアの短い端を持ち、まっすぐ持ち上げてヒートシンクから取り外します。
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ステップ 6 CPUとキャリアを取り付け具に移動します。

a) すべての CPUクリップが外れたら、キャリアをつかみ、CPUと CPUを持ち上げてヒートシンクから
取り外します。

キャリアとCPUがヒートシンクから持ち上げられない場合は、CPUクリップを再度外しま
す。

（注）

b) CPUとキャリアを裏返して、PRESS HEREという文字が見えるようにします。
c) 固定具の支柱と CPUキャリアと固定具のピン 1の位置を合わせます（次の図の 1）。
d) CPUと CPUキャリアを固定具の上に下ろします。
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ステップ 7 付属のクリーニングキット（UCSX-HSCK）を使用して、CPU、CPUキャリア、およびヒートシンクから
すべてのサーマルインターフェイスバリア（サーマルグリス）を取り除きます。

必ずシスコ提供のクリーニングキットのみを使用し、表面、隅、または隙間にサーマルグリス

が残っていないことを確認してください。CPU、CPUキャリア、およびヒートシンクが完全に
汚れている必要があります。

重要

次のタスク

適切なオプションを選択してください。

• CPUを取り付ける場合は、に進みます。CPUおよびヒートシンクの取り付け（126ペー
ジ）

• CPUを取り付けない場合は、CPUソケットカバーが取り付けられていることを確認しま
す。このオプションは、CPUソケット 2に対してのみ有効です。これは、CPUソケット
1がランタイム展開で常に装着されている必要があるためです。
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CPUおよびヒートシンクの取り付け

CPUを取り外した場合、または空のCPUソケットにCPUを取り付ける場合は、この手順を使
用してCPUを取り付けます。CPUを取り付けるには、CPUを取り付け具に移動し、CPUアセ
ンブリをサーバマザーボードの CPUソケットに取り付けます。

ステップ 1 サーバマザーボードの CPUソケットダストカバー（UCS-CPU-M6-CVR =）を取り外します。

a) 2つの垂直タブを内側に押して、ダストカバーを外します。
b) タブを押したまま、ダストカバーを持ち上げて取り外します。

c) ダストカバーは将来の使用に備えて保管しておいてください。

空の CPUソケットをカバーしないでください。CPUソケットに CPUが含まれていない場
合は、CPUダストカバーを取り付ける必要があります。

注意

ステップ 2 CPU取り付け具の PRESSというラベルが付いた端をつかみ、トレイから取り外し、CPUアセンブリを静
電気防止用の作業台の上に置きます。

ステップ 3 新しい TIMを適用します。

適切に冷却し、期待されるパフォーマンスを実現するために、ヒートシンクのCPU側の表面に
新しい TIMを塗布する必要があります。

（注）

•新しいヒートシンクを取り付ける場合は、新しいヒートシンクにはTIMが塗布されたパッドが付属し
ています。ステップ 4に進みます。

•ヒートシンクを再利用する場合は、ヒートシンクから古いTIMを除去してから、付属のシリンジから
新しい TIMを CPU表面に塗布する必要があります。次のステップ aに進みます。
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a) ヒートシンククリーニングキット（UCSX-HSCK=）およびスペアの CPUパッケージに同梱されてい
るボトル #1洗浄液をヒートシンクの古い TIMに塗布し、15秒以上浸しておきます。

b) ヒートシンククリーニングキットに同梱されている柔らかい布を使用して、ヒートシンクからすべて
の TIMを拭き取ります。ヒートシンクの表面に傷をつけないように注意してください。

c) ボトル #2を使用してヒートシンクの底面を完全にきれいにして、ヒートシンクの取り付けを準備しま
す。

d) 新しい CPU（UCS-CPU-TIM=）に付属の TIMのシリンジを使用して、CPUの上部に 1.5立方センチ
メートル (1.5ml)のサーマルインターフェイスマテリアルを貼り付けます。均一に覆うために、次の
図に示すパターンを使用してください。

図 23 :サーマルインターフェイスマテリアルの貼り付けパターン

CPUには正しいヒートシンクのみを使用してください。ヒートシンクUCSC-HSHP-240M6=
GPUなしのサーバーのために発注します。ヒートシンクUCSC-HSLP-M6=は、GPUがイン
ストールされているサーバー用です。

注意

ステップ 4 CPU取り付け具にヒートシンクを取り付けます。

a) ワイヤの脚がヒートシンクの取り付けを妨げないように、回転するワイヤがロックされていない位置

にあることを確認します。

b) ヒートシンクのフィンをつかみ、ヒートシンクのピン 1の位置を CPU取り付け具のピン 1の位置に合
わせ、ヒートシンクを CPU取り付け具の上に下ろします。

ステップ 5 CPUアセンブリを CPUマザーボードソケットに取り付けます。

a) 回転するワイヤ（次の図の 1）をロック解除位置に押して、取り付けを妨げないようにします。
b) ヒートシンクのフィンをつかみ、ヒートシンクのピン 1の位置を CPUソケットのピン 1の位置（次の
図の 2）に合わせ、ヒートシンクを CPUソケットに装着します。

c) CPUアセンブリレベルを持ち、CPUソケットに下ろします。
d) CPUアセンブリを CPUソケットに固定するために、回転するワイヤを互いに離します。

トルクスドライバを使用して固定ナットを締める前に、回転ワイヤを完全に閉じてくださ

い。

注意

e) 適切なオプションを選択して、CPUをソケットに固定します。

•高プロファイルヒートシンクを備えたCPUの場合は、T30トルクスドライバを 12インチポンドの
トルクに設定し、4個の固定ナットを締めて CPUをマザーボードに固定します（4）。
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•ロープロファイルヒートシンクを備えたCPUの場合は、T30トルクスドライバを 12インチポンド
のトルクに設定し、4つの固定ナットを締めてCPUをマザーボードに固定します（3）。次に、ト
ルクドライバを 6インチポンドのトルクに設定し、拡張ヒートシンク用の 2本のプラスネジを締
めます（4）。
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RMA交換 CPUの注文に追加する CPU関連パーツ

Cisco UCS Cシリーズサーバで CPUの返品許可（RMA）を行った場合、CPUスペアに追加部
品が含まれていないことがあります。TACエンジニアが交換を行うためには、RMAに追加部
品を追加する必要がある場合があります。

次の項目がCPU交換シナリオに適用されます。システムシャーシを交換し、既存のCPUを新
しいシャーシに移動する場合は、CPUからヒートシンクを分離する必要はありません。RMA
交換システムシャーシの注文に追加する CPU関連部品（130ページ）を参照してください。

（注）

•シナリオ 1：既存のヒートシンクを再利用します。

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
129

サーバの保守

RMA交換 CPUの注文に追加する CPU関連パーツ



•ヒートシンクのクリーニングキット（UCSX-HSCK=）

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

• M6サーバー用サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）キット（UCS CPUTIM
=）

1つの TIMキットが 1つの CPUをカバーします。

•シナリオ 2：既存のヒートシンクを交換しています。

適切に冷却を行うため、必ずCPUに合った正しいヒートシンクを
使用してください。GPUで使用されるロープロファイル
（UCSC-HSLP-M6）と GPUのないサーバーのハイプロファイル
（UCSC-HSHP-240M6）の 2種類のヒートシンクがあります。

注意

•新しいヒートシンクには、TIMが事前に塗布されたパッドが付いています。

•ヒートシンクのクリーニングキット（UCSX-HSCK=）

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

•シナリオ 3：CPUキャリア（CPUの周りのプラスチックフレーム）が破損しています。

• CPUキャリア：UCS-M6-CPU-CAR=

• #1マイナスドライバ（ヒートシンクから CPUを分離するためのもの）

•ヒートシンククリーニングキット（UCSX-HSCK=）

1つのクリーニングキットで最大 4つの CPUをクリーンアップできます。

• M6サーバー用サーマルインターフェイスマテリアル（TIM）キット（UCS CPUTIM
=）

1つの TIMキットが 1つの CPUをカバーします。

CPUヒートシンククリーニングキットは最大 4 CPUおよびヒートシンクのクリーニングに最
適です。クリーニングキットには、古い TIMの CPUおよびヒートシンクのクリーニング用
と、ヒートシンクの表面調整用の 2本のボトルの溶液が入っています。

新しい予備ヒートシンクには、TIMが事前に塗布されたパットが付属しています。ヒートシン
クを取り付ける前に、CPUの表面から古い TIMを洗浄することが重要です。したがって、新
しいヒートシンクの発注時でも、ヒートシンククリーニングキットを注文する必要がありま

す。

RMA交換システムシャーシの注文に追加する CPU関連部品

システムシャーシの返品許可（RMA）を Cisco UCS Cシリーズサーバで行った場合は、既存
の CPUを新しいシャーシに移動します。
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前世代のCPUとは異なり、M6サーバのCPUではCPUヒートシンクアセンブリを移動する際
に CPUからヒートシンクを分離する必要がありません。したがって、追加のヒートシンクク
リーニングキットやサーマルインターフェイスマテリアル品目は必要ありません。

（注）

• CPUまたはヒートシンクアセンブリの移動に必要なツールはT-30トルクスドライバのみ
です。

メモリ（DIMM）の交換

DIMMとそのソケットは壊れやすいので、取り付け中に損傷しないように、注意して扱う必要
があります。

注意

シスコではサードパーティの DIMMはサポートしていません。シスコ以外の DIMMをサーバ
で使用すると、システムに問題が生じたり、マザーボードが損傷したりすることがあります。

注意

サーバパフォーマンスを最大限に引き出すには、DIMMの取り付けまたは交換を行う前に、
メモリパフォーマンスに関するガイドラインと装着規則を熟知している必要があります。

（注）

DIMM装着規則とメモリパフォーマンスに関するガイドライン

次の項では、メモリ使用量の一部について説明します。ミキシング、および人口ガイドライ

ン。メモリ使用量と装着の詳細については、Cisco UCS C220/C240/B200 M6 Memory Guideをダ
ウンロードしてください。

DIMMスロットの番号付け

次の図に、マザーボード上の DIMMスロットの番号付けを示します。
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図 24 : DIMMスロットの番号付け

DIMM装着ルール

最大限のパフォーマンスを引き出せるように、DIMMの取り付けまたは交換を行うときは、次
のガイドラインに従ってください。

•各 CPUでは Aから Hまでの、8つのメモリチャネルがサポートされます、

• CPU 1は、チャネル P1 A1、P1 A2、P1 B1、P1 B2、P1 C1、P1 C2、P1 D1、P1 D2、P1
E1、P1 E2、P1 F1、P1 F2、P1 G1、P1 G2、P1 H1、および P1 H2。

• CPU 2は、チャネル P2 A1、P2 A2、P2 B1、P2 B2、P2 C1、P2 C2、P2 D1、P2 D2、P2
E1、P2 E2、P2 F1、P2 F2、P2 G1、P2 G2、P2 H1、および P2 H2。

•各チャネルには DIMMソケットが 2つあります（たとえば、チャネル A =スロット A1、
A2）。

•シングル CPU構成の場合、CPU1のチャネルのみに装着します（P1 A1から P1 H2）。

•最適なパフォーマンスを得るには、CPUの数および CPUあたりのDIMMの数に応じて、
次の表に示す順序で DIMMを装着します。サーバーに CPUが 2つ搭載されている場合
は、次の表に示すように、2つの CPU間で DIMMが均等になるように調整します。

次のセクションに、推奨構成を示します。CPUあたり 5、7、9、
10、または 11個の DIMMを使用することはお勧めしません。

（注）
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メモリ装着順序

Cisco UCS C240 M6サーバには、DIMMのみ、または DIMMと Intel Optane Persistent Memory
200シリーズメモリの 2つのメモリオプションがあります。

メモリスロットは、青色と黒色に色分けされています。色分けされたチャネルの装着順序は、

最初は青色のスロット、次に黒色のスロットです。

次の表に、各メモリオプションのメモリ装着順序を示します。

表 15 : DIMM装着順序

CPU 2スロットへの装着CPU 1スロットへの装着CPUあたりの
DDR4 DIMMの
数（推奨構成） P2黒の #2スロッ

ト

P2青の #1スロッ
ト

P1黒の #2スロッ
ト

P1青の #1スロッ
ト

A1-A11

(A1、E1)-(A1、E1)2

(A1、C1); (E1、
G1)

-(A1、C1); (E1、
G1)

4

(A1、C1、D1、
E1、G1、H1)

-(A1、C1、D1、
E1、G1、H1)

6

(A1、B1、C1、
D1、E1、F1、
G1、H1)

-(A1、B1、C1、
D1、E1、F1、
G1、H1)

8

A2、C2、D2、
E2、G2、H2

A1、C1、D1、
E1、G1、H1

A2、C2、D2、
E2、G2、H2

A1、C1、D1、
E1、G1、H1

12

すべて装着（A2
〜H2）

すべて装着（A1
〜H1）

すべて装着（A2
〜H2）

すべて装着（A1
〜H1）

16

表 16 : DIMM Plus Intel Optane Persistent Memory 200シリーズメモリの装着順序

Intel Optaneパーシステント
200シリーズ DIMMスロット

DDR4 DIMMスロットCPUあたりの DIMMの総数

B1、D1、F1、H1A1、C1、E1、G1、4 + 4 DIMM

A1A1、B1、C1、D1、E1、F1、
G1、H1

8 + 1 DIMM

A1、C1、E1、G1A1、B1、C1、D1、E1、F1、
G1、H1

8 + 4 DIMM
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A1、B1、C1、D1、E1、F1、
G1、H1

A0、B0、C0、D0、E0、F0、
G0、H0

8 + +8 DIMM

メモリミラーリング

偶数個のチャネルにDIMMを装着した場合にのみ、サーバーのCPUがメモリミラーリングを
サポートします。1つまたは 3つのチャネルにDIMMを装着した場合、メモリのミラーリング
は自動的に無効になります。

メモリのミラーリングを使用すると、2つの装着済みチャネルの一方からしかデータが提供さ
れないため、使用可能なメモリ量が 50 %減少します。2つ目の重複するチャネルは、冗長性
を提供します。

DIMMの交換

障害のある DIMMの識別

各 DIMMソケットの正面には、対応する DIMM障害 LEDがあります。これらの LEDの位置
については、内部診断LEDを参照してください。サーバがスタンバイ電源モードの場合、これ
らの LEDはオレンジ色に点灯し、障害のある DIMMであることを示します。

ステップ 1 次のようにして、既存の DIMMを取り外します。

a) サーバのシャットダウンと電源切断の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を切ります。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出

してください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外しの説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

d) DIMMスロットの前端を覆うエアーバッフルを取り外してスペースを空けます。
e) 取り外す DIMMの位置を確認し、DIMMスロットの両端のイジェクトレバーを開きます。

ステップ 2 次のようにして、新しい DIMMを取り付けます。

DIMMを取り付ける前に、このサーバのメモリ装着ルールを参照してください: DIMMの装着
規則とメモリパフォーマンスに関するガイドライン。

（注）

a) 新しい DIMMをマザーボード上の空のスロットの位置に合わせます。DIMMスロットの位置合わせ機
能を使用して、DIMMを正しい向きに配置します。

b) DIMMがしっかりと装着され、両端のイジェクトレバーが所定の位置にロックされるまで、DIMMの
上部の角を均等に押し下げます。

c) 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

d) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を
入れます。
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Intel Optane DC永続メモリモジュールの交換
このトピックには、Intel Optaneデータセンター永続メモリモジュール（DCPMM）を交換する
ための情報（検証機能のための装着規則と方法を含む）が含まれています。DCPMMはDDR4
DIMMと同じフォームファクタを持ち、DIMMスロットに取り付けます。

DCPMMとそのソケットは壊れやすいので、取り付け中に損傷しないように、注意して扱う必
要があります。

注意

サーバパフォーマンスを最大限に引き出すには、DCPMMの取り付けまたは交換を行う前に、
メモリパフォーマンスに関するガイドラインと装着規則を熟知している必要があります。

（注）

DCPMMは、以下のモードのいずれかで動作するように設定できます。

•メモリモード：モジュールは 100%メモリモジュールとして動作します。データは揮発
性であり、DRAMは DCPMMのキャッシュとして機能します。

•アプリダイレクトモード：モジュールは、ソリッドステートディスクストレージデバ
イスとして動作します。データは保存され、不揮発性です。

Intel Optane DC永続メモリモジュールの丹生直規則とパフォーマンスのガイドライン

このトピックでは、DDR4 DRAM DIMMを使用した Intel Optane DC永続メモリモジュール
（DCPMM）を使用する場合の、メモリパフォーマンスの最大値に関する規則とガイドライン
について説明します。

DIMMスロットの番号付け

次の図は、サーバマザーボード上の DIMMスロットの番号付けを示します。
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図 25 : DIMMスロットの番号付け

設定ルール

次の規則とガイドラインを確認してください。

•このサーバーで DCPMMを使用するには、2つの CPUをインストールする必要がありま
す。

• DCPMMは 2666 MHzで動作します。サーバに 2933 MHz RDIMMまたは LRDIMMがあ
り、DCPMMを追加すると、メインメモリの速度は 2666 MHzに下がり、DCPMMの速度
に一致します。

•各 DCPMMは、20 Wをピークとして 18 Wを引き出します。

•サーバーで DCPMMを使用する場合：

•サーバーにインストールされているDDR4DIMMは、すべて同じサイズである必要が
あります。

•サーバーにインストールされているDCPMMはすべて同じサイズである必要があり、
同じ SKUが必要です。

Intel Optane DC永続メモリモジュールのインストール

DCPMM設定は、交換用 DCPMMを含む、領域内のすべての DCPMMに常に適用されます。
事前設定されたサーバーでは、特定の交換用DCPMMをプロビジョニングすることはできませ
ん。

（注）
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ステップ 1 既存の DCPMMの削除：

a) サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源
を切ります。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出

してください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) DIMMスロットの前端を覆うエアーバッフルを取り外してスペースを空けます。

RMAの状況のように、あるサーバから別のサーバに DCPMMをアクティブデータ（永続
メモリ）とともに移動する場合は、各 DCPMMを新しいサーバの同じ位置にインストール
する必要があります。古いサーバから削除するときに、各DCPMMの位置を書き留めるか、
一時的にラベルを付けてください。

注意

e) 取り外す DCPMMの場所を確認して、その DIMMスロットの両端のイジェクトレバーを開きます。

ステップ 2 新しい DCPMMをインストールします。

DCPMMを装着する前に、このサーバの装着規則（Intel Optane DC永続メモリモジュールの丹
生直規則とパフォーマンスのガイドライン（135ページ））を参照してください。

（注）

a) 新しい DCPMMをマザーボード上の空のスロットの位置に合わせます。DIMMスロット内の位置合わ
せ機能を使用して、DCPMMを正しい向きに配置します。

b) DIMMがしっかりと装着され、両端のイジェクトレバーが所定の位置にロックされるまで、DCPMM
の上部の角を均等に押し下げます。

c) エアーバッフルを再度取り付けます。

d) 上部カバーをサーバに再度取り付けます。
e) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を

入れます。

ステップ 3 インストール後の操作を実行します。

•既存の設定が 100%メモリモードで、新しい DCPMMも 100%メモリモード（工場出荷時のデフォル
ト）の場合、操作はすべてのDCPMMが最新の一致するファームウェアレベルであることを確認する
ことだけです。

•既存の設定が完全にまたは一部 App-Directモードで、新しい DCPMMも App-Directモードの場合、す
べてのDCPMM最新の一致するファームウェアレベルであることを確認し、新しい目標を作成するこ
とによって DCPMMの再プロビジョニングも行います。

•既存の設定と新しいDCPMMが異なるモードの場合は、すべてのDCPMMが最新の一致するファーム
ウェアレベルであることを確認し、新しい目標を作成することによってDCPMMの再プロビジョニン
グも行います。

目標、地域、および名前空間を設定するためのツールが多数用意されています。
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•サーバのBIOSセットアップユーティリティを使用するには、『DCPMMのサーバーBIOSセットアッ
プユーティリティメニュー（138ページ）』を参照してください。

• Cisco IMCまたはCisco UCS Managerを使用するには、『Cisco UCS: Intel Optane DC永続メモリモジュー
ルの設定と管理』ガイドを参照してください。

DCPMMのサーバー BIOSセットアップユーティリティメニュー

データ損失の可能性：現在インストールされている DCPMMのモードを、アプリダイレクト
モードからメモリモードに変更すると、永続メモリ内のデータはすべて削除されます。

注意

DCPMMは、サーバの BIOSセットアップユーティリティ、Cisco IMC、Cisco UCS Manager、
または OS関連のユーティリティを使用して設定できます。

• BIOSセットアップユーティリティを使用するには、以下のセクションを参照してくださ
い。

• Cisco IMCを使用するには、Cisco IMC 4.0(4)以降の設定ガイドを参照してください。CISCO
IMC CLIおよび GUI設定ガイド

• Cisco UCS Managerを使用するには、Cisco UCS Manager 4.0(4)以降の設定ガイドを参照し
てください。Cisco UCS Manager CLIおよび GUI設定ガイド

サーバー BIOSセットアップユーティリティには、DCPMMのメニューが含まれています。
DCPMMの領域、目標、および名前スペースを表示または設定したり、DCPMMファームウェ
アを更新したりするために使用できます。

システムブート中に画面にプロンプトが表示されたら、F2を押して BIOSセットアップユー
ティリティを開きます。

DCPMMメニューは、ユーティリティの [詳細]タブにあります。
Advanced > Intel Optane DC Persistent Memory Configuration

このタブから、他のメニューにアクセスできます。

• DIMM：インストールされているDCPMMを表示します。このページから、DCPMMファー
ムウェアを更新し、他の DCPMMパラメータを設定できます。

• ヘルスのモニタ

• ファームウェアの更新

• セキュリティの設定

セキュリティモードを有効にして、DCPMM設定がロックされるようにパスワードを
設定することができます。パスワードを設定すると、インストールしたすべての

DCPMMに適用されます。セキュリティモードはデフォルトでは無効です。

• データ ポリシーの設定
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• 領域：領域とその永続的なメモリタイプを表示します。インターリーブでアプリダイレク
トモードを使用する場合、リージョンの数はサーバ内の CPUソケットの数に等しくなり
ます。インターリーブでアプリダイレクトモードを使用しない場合、リージョンの数は

サーバ内の DCPMMソケットの数に等しくなります。

[領域]ページから、リソースの割り当て方法をDCPMMに通知するメモリの目標を設定で
きます。

• 目標設定の作成

• 名前スペース：名前スペースを表示し、永続的なメモリが使用されているときにそれらを作
成または削除することができます。目標の作成時に名前スペースを作成することもできま

す。永続メモリの名前スペースのプロビジョニングは、選択した領域にのみ適用されま

す。

サイズなどの既存の名前スペース属性は変更できません。名前スペースを追加または削除

することができます。

• 合計容量：サーバ全体の DCPMMリソース割り当ての合計を表示します。

BIOSセットアップユーティリティを使用して DCPMMファームウェアを更新する

.binファイルへのパスがわかっている場合は、BIOSセットアップユーティリティからDCPMM
ファームウェアを更新できます。ファームウェアの更新は、インストールされているすべての

DCPMMに適用されます。

1. [Advanced（詳細）] > [Intel Optane DC Persistent Memory Configuration（Intel Optane

DC 永続メモリ設定）] > [DIMM] > [Update firmware（ファームウェアの更新）]に移動します。

2. [File:] で、ファイルパスを .binファイルに指定します。

3. [アップデート（Update）] を選択します。

ミニストレージモジュールの交換

ミニストレージモジュールは、垂直ライザーカードに接続します。ライザーカードは 2本の
非脱落型ネジでマザーボードに留めます。これにより、内部ストレージを追加できます。この

モジュールはM.2 SSDキャリアで、2つのM.2フォームファクタ SSDソケットが装備されて
います。ブート最適化M.2 RAIDコントローラモジュールの交換（181ページ）も参照してく
ださい。

Cisco IMCファームウェアには、このミニストレージモジュールのM.2バージョンにインス
トールされているM.2ドライブのアウトオブバンド管理インターフェイス（UCS-MSTOR-M2）
は含まれていません。M.2ドライブは、Cisco IMCインベントリには表示されず、Cisco IMCに
よって管理することもできません。これは想定されている動作です。

（注）
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ミニストレージモジュールキャリアの交換

ここでは、ミニストレージモジュールキャリアを取り外して交換する方法について説明しま

す。キャリアは、2本の非脱落型ネジでマザーボードに取り付けられているM.2垂直ライザー
カードに装着されます。

キャリアには、メディアソケットが上部に 1つ、下部に 1つあります。M.2 SSDミニストレー
ジモジュールキャリアの場合は、以下の手順に従います。

ステップ 1 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 PCIeライザー 2と 3の間のソケットでミニストレージモジュールキャリアを見つけます。

ステップ 5 プラスドライバを使用して、各非脱落型ネジを緩め、M.2ライザーをサーバから持ち上げます。

ステップ 6 次のようにして、キャリアをソケットから取り外します。

a) プラスドライバを使用して、モジュールをキャリアに固定しているネジを緩めます。

b) キャリアの両端を固定している固定クリップを外側に押します。
c) キャリアの両端を持ち上げて、マザーボードのソケットから外します。

d) キャリアを静電気防止シートの上に置きます。

ステップ 7 キャリアをそのソケットに取り付けます。

a) キャリアのコネクタが下向きになっている状態で、キャリアをソケットの位置に合わせます。2つの位
置合わせペグが、キャリアの 2つの穴の位置に合っている必要があります。

b) キャリアのソケットの端をそっと押し下げて、2本のペグをキャリアの 2つの穴に通します。
c) 固定クリップが両端でカチッと鳴るまで、キャリアを押し下げます。

ステップ 8 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

ステップ 9 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を入れ
ます。

M.2用ミニストレージキャリア内のM.2 SSDの交換

このトピックでは、M.2用ミニストレージキャリア（PID UCS-MSTOR-M2）でM.2 SATAま
たは NVMe SSDを取り外して交換する手順を説明します。キャリアには、M.2 SSDソケット
が上部に 1つ、下部に 1つあります。

ミニストレージM.2 SSDの装着ルール
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•両方のM.2 SSDが SATAまたは NVMeのいずれかである必要があります。異なるタイプ
のキャリアを混在させないでください。

•キャリア内で 1つまたは 2つのM.2 SSDを使用できます。

• M.2ソケット 1はキャリアの上側にあり、M.2ソケット 2はキャリアの下側（キャリアの
マザーボードコネクタと同じ側）にあります。

ステップ 1 ミニストレージモジュールキャリアの交換（140ページ）の説明に従って、サーバの電源を切り、ミニス
トレージモジュールキャリアをサーバから取り外します。

ステップ 2 次のようにして、M.2 SSDを取り外します。

a) No. 1プラスドライバを使用して、M.2 SSDをキャリアに固定している 1本のネジを外します。
b) キャリアのソケットからM.2 SSDを取り外します。

ステップ 3 次のようにして、新しいM.2 SSDを取り付けます。

a) 新しいM.2SSDのコネクタ側を、ラベルが上を向いている状態でキャリアのソケットに差し込みます。
b) M.2 SSDを押し、キャリアに対して平らになるようにします。
c) M.2 SSDの端をキャリアに固定する 1本のネジを取り付けます。

ステップ 4 ミニストレージモジュールキャリアをサーバに再度取り付け、ミニストレージモジュールキャリアの交
換（140ページ）の説明に従ってサーバの電源を入れます。

内部 USBドライブの交換
このセクションには、USB3.0ドライブの取り付け、および内部USBポートの有効化/無効化に
関する手順が含まれています。

USBドライブの交換

データが失われる可能性があるため、サーバの電源がオンの状態で内蔵 USBドライブをホッ
トスワップすることはお勧めしません。

注意

ステップ 1 次のようにして、既存の内蔵 USBドライブを取り外します。

a) サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源
を切ります。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。
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コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出

してください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) PCIe 1スロット内のマザーボードのUSBソケットの位置を確認します。
e) USBドライブをつかんで縦方向に引き出し、ソケットから取り出します。

ステップ 2 次のようにして、新しい内蔵 USBドライブを取り付けます。

a) USBドライブをソケットに合わせます。
b) USBドライブを縦方向に押し込み、ソケットに完全に収まるようにします。
c) 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

d) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を
入れます。

図 26 :内部 USBポートの場所

マザーボード上の垂直 USBソケットの位置

内部 USBポートの有効化/無効化
工場出荷時のデフォルトでは、サーバのすべてのUSBポートが有効になっています。ただし、
内部 USBポートは、サーバ BIOSで有効または無効にできます。

ステップ 1 ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押してBIOSセットアップユーティリティに切り替えま
す。
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ステップ 2 [Advanced]タブまで移動します。

ステップ 3 [Advanced]タブの [USB Configuration]を選択します。

ステップ 4 [USB Configuration]ページの [USB Ports Configuration]を選択します。

ステップ 5 [USB Port: Internal]までスクロールし、Enterを押し、ダイアログボックスから [Enabled]または [Disabled]
を選択します。

ステップ 6 F10を押して保存し、ユーティリティを終了します。

RTCバッテリの交換

バッテリを正しく交換しないと、爆発するおそれがあります。バッテリは、同型式のもの、ま

たは製造業者が推奨する同等の型式のものとのみ交換してください。使用済みのバッテリは、

製造元が指示する方法に従って処分してください。

[ステートメント 1015]

警告

リサイクラ:バッテリーを共有しないでください!お住いの国または地域の適切な規制に従い、
バッテリーを処分するようにしてください。

警告

リアルタイムクロック（RTC）バッテリは、サーバの電源が外れているときにシステムの設定
を保持します。バッテリタイプはCR2032です。シスコでは、ほとんどの電器店から購入でき
る、業界標準の CR2032バッテリをサポートしています。

ステップ 1 RTCバッテリを取り外します。

a) サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源
を切ります。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出

してください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) サーバーから PCIeライザー 1を取り外し、マザーボード上の RTCバッテリソケットの周りに隙間を
空けます。PCIeライザーの交換（149ページ）を参照してください。

e) 水平 RTCバッテリソケットを見つけます。
f) マザーボード上のソケットからバッテリを取り外します。固定クリップをそっと側面に押し込んで隙

間を確保し、バッテリを持ち上げます。

ステップ 2 次のようにして、新しい RTCバッテリを取り付けます。
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a) バッテリをソケットに挿入し、カチッと音がしてクリップの下の所定の位置に収まるまで押し下げま

す。

「3V+」のマークが付いているバッテリのプラス側を、上側に向ける必要があります。（注）

b) サーバーに PCIeライザー 1を取り付けます。PCIeライザーの交換（149ページ）を参照してくださ
い。

c) 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

d) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を
入れます。

電源装置の交換
2台の電源装置を取り付けると、デフォルトでは 1 + 1として冗長化されますが、コールド冗
長モードもサポートされます。コールド冗長（CR）では、1台以上の電源の電力供給を一時停
止し、負荷の残りがアクティブなPSUによって強制的に供給されるようにします。その結果、
PSU効率を最大限に活用することで、負荷特性を基準にした総電力効率が向上します。

•電力仕様（204ページ）も参照してください。

•電源 LEDの詳細については、背面パネルの LED（75ページ）も参照してください。

ここでは、ACおよび DC電源装置の交換手順について説明します。

サポートされる電源装置

UCS C240 M6は、次の電源をサポートします。

同じサーバでタイプの異なる PSUを組み合わせて使用しないでください。PSUは同じタイプ
とワット数である必要があります。

注意

詳細については、電力仕様（204ページ）を参照してください。

注記サポート対象PSUタイ
プ

最低 1台の電源ユニットが必須です。さらに 1台を
追加すれば、1 + 1の冗長性を確保できます。

すべての UCS C240 M6モデ
ル

1050 W
AC

最低 1台の電源ユニットが必須です。さらに 1台を
追加すれば、1 + 1の冗長性を確保できます。

すべての UCS C240 M6モデ
ル

1050 W
DC

最低 1台の電源ユニットが必須です。さらに 1台を
追加すれば、1 + 1の冗長性を確保できます。

すべての UCS C240 M6モデ
ル

1600 W
AC
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注記サポート対象PSUタイ
プ

最低 1台の電源ユニットが必須です。さらに 1台を
追加すれば、1 + 1の冗長性を確保できます。

すべての UCS C240 M6モデ
ル

2300 W
AC

AC電源装置の交換

サーバーに電源装置の冗長性を指定している（電源装置が 2つある）場合は、1+1冗長である
ため、電源装置の交換時にサーバーの電源をオフにする必要はありません。

（注）

サーバ内で異なるタイプ/ワット数の電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方の
電源装置が同じである必要があります。

（注）

Cisco UCS C240 M5サーバと Cisco UCS C240 SD M5サーバの電源は、Cisco UCS C240 M6の電
源と交換しないでください。

注意

ステップ 1 交換する電源装置を取り外すか、空のベイからブランクパネルを取り外します。

a) 次のいずれかの操作を実行します。

•サーバーに電源装置が 1つしかない場合は、サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の
説明に従ってサーバーをシャットダウンし、電源を切断します。

•サーバーに電源装置が 2つある場合は、サーバーをシャットダウンする必要はありません。

b) 交換する電源装置から、電源コードを取り外します。
c) 電源装置のハンドルをつかみながら、リリースレバーをハンドルに向けてひねります。

d) 電源装置をベイから引き出します。

ステップ 2 次のようにして、新しい電源装置を取り付けます。

a) 電源装置のハンドルをつかみ、空のベイに新しい電源装置を挿入します。

b) リリースレバーがロックされるまで、電源装置をベイに押し込みます。
c) 電源コードを新しい電源装置に接続します。

d) サーバーをシャットダウンした場合にのみ、電源ボタンを押して、サーバーを主電源モードで起動し
ます。
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DC電源装置の交換

この手順は、すでに DC電源装置が取り付けられているサーバで DC電源装置を交換する場合
に実行します。サーバに初めてDC電源装置を取り付ける場合は、DC電源装置の取り付け（初
回の取り付け）（147ページ）を参照してください。

（注）

容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。

ステートメント 1022

警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。

ステートメント 1045

警告

機器の取り付けは各地域および各国の電気規格に適合する必要があります。

ステートメント 1074

警告

電源装置の冗長性を指定している（電源装置が 2つある）サーバで DC電源を交換する場合
は、1+1冗長であるため、電源装置の交換時にサーバの電源をオフにする必要はありません。

（注）

サーバ内で異なるタイプ/ワット数の電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方の
電源装置が同じである必要があります。

（注）

ステップ 1 交換する DC電源装置を取り外すか、空のベイからブランクパネルを取り外します。

a) 次のいずれかの操作を実行します。

• DC電源装置が 1つしかないサーバで電源装置を交換する場合は、サーバのシャットダウンと電源
切断（79ページ）の説明に従ってサーバをシャットダウンし、電源を切断します。

• DC電源装置が 2つあるサーバで電源装置を交換する場合は、サーバをシャットダウンする必要は
ありません。
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b) 交換する電源装置から、電源コードを取り外します。コネクタ固定クリップを少し持ち上げて、電源
装置のソケットからコネクタを引き抜きます。

c) 電源装置のハンドルをつかみながら、リリースレバーをハンドルに向けてひねります。

d) 電源装置をベイから引き出します。

ステップ 2 新しい DC電源装置を取り付けます。

a) 電源装置のハンドルをつかみ、空のベイに新しい電源装置を挿入します。

b) リリースレバーがロックされるまで、電源装置をベイに押し込みます。
c) 電源コードを新しい電源装置に接続します。固定クリップがカチッと所定の位置に収まるまで、コネ

クタをソケットに押し込みます。

d) サーバをシャットダウンした場合にのみ、電源ボタンを押して、サーバを主電源モードで起動します。

図 27 : DC電源装置の交換

PSUステータス LED3鍵状ケーブルコネクタ

（CAB-48DC-40A-8AWG）
1

-鍵状 DC入力ソケット2

DC電源装置の取り付け（初回の取り付け）

この手順は、サーバに初めて DC電源装置を取り付ける場合に使用します。すでに DC電源装
置が取り付けられているサーバで DC電源装置を交換する場合は、DC電源装置の交換（146
ページ）を参照してください。

（注）

容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。

ステートメント 1022

警告
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この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。

ステートメント 1045

警告

機器の取り付けは各地域および各国の電気規格に適合する必要があります。

ステートメント 1074

警告

サーバ内で異なるタイプ/ワット数の電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方の
電源装置が同じである必要があります。

（注）

この配線手順の最初のステップの指示に従い、感電の危険を避けるために、施設の回路ブレー

カーの DC電源装置をオフにしてください。
注意

ステップ 1 感電の危険を避けるために、施設の回路ブレーカーの DC電源装置をオフにします。

必要な DC入力ケーブルは、Cisco製品 CAB-48DC-40A-8AWGです。この 3 mケーブルは、一
方の端は電源の DC入力ソケットに鍵のように合わせて差し込む 3ピンコネクタです。ケーブ
ルのもう一方の端にはコネクタがないので、施設の DC電源に配線できます。

（注）

ステップ 2 ケーブルの終端処理されていない端を、施設の DC電源入力ソースに配線します。

ステップ 3 ケーブルの終端処理されている端を、電源のソケットに接続します。コネクタは、配線の極性とアースが
正しくなるように、鍵状構造になっています。

ステップ 4 施設の回路ブレーカーで DC電源を復旧させます。

ステップ 5 電源ボタンを押し、サーバーをブートして主電源モードに戻します。

図 28 : DC電源装置の交換
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PSUステータス LED3鍵状ケーブルコネクタ

（CAB-48DC-40A-8AWG）
1

-鍵状 DC入力ソケット2

ステップ 6 シャーシでの追加の接地については、DC電源装置の接地（149ページ）を参照してください。

DC電源装置の接地
AC電源装置は内部アースがあるため、サポート対象の AC電源コードを使用する場合は、そ
れ以上接地する必要はありません。

DC電源装置を使用する場合は、サーバシャーシからラックのアースグラウンドへの追加の接
地を行うことができます。二重孔アースラグおよびアース線で使用する2つのネジ穴は、シャー
シの背面パネルにあります。

シャーシの接地点は10-32ネジに合う大きさです。独自のネジ、アースラグとアース線を提供
する必要があります。アースラグは、10-32ネジに合ったデュアルホールラグである必要があ
ります。ユーザが提供するアースケーブルは 14 AWG（2 mm）、最低 60℃ のワイヤか、現地
の規定で許可されるものでなければなりません。

（注）

PCIeライザーの交換
このサーバには、ツール不要の PCIeライザーが 2つあり、PCIeカードを水平に取り付ること
ができます。各ライザーは、複数のバージョンで利用可能です。ライザーバージョン別のス

ロットと機能の詳細については、PCIeスロットの仕様（150ページ）を参照してください。

ステップ 1 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 交換する PCIeライザーを取り外します。

a) ライザーのフリップアップハンドルと青色の前方端をつかんで均等に持ち上げ、マザーボードのソケッ

トから回路基板を外します。ライザーを静電気防止素材の上に置きます。
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b) ライザーにカードが取り付けられている場合は、ライザーからカードを取り外します。PCIeカードの
交換（152ページ）を参照してください。

ステップ 5 次のようにして、新しい PCIeライザーを取り付けます。

PCIeライザーは交換することはできません。PCIeライザーを間違ったソケットに差し込むと、
サーバーは起動しなくなります。ライザー 1は「RISER1」のラベルが付いたマザーボードソ
ケットに差し込む必要があります。ライザー2は「RISER2」のラベルが付いたマザーボードソ
ケットに差し込む必要があります。

（注）

a) 古い PCIeライザーからカードを取り外していた場合は、そのカードを新しいライザーに取り付けま
す。PCIeカードの交換（152ページ）を参照してください。

b) PCIeライザーをマザーボード上のソケットとシャーシ内の位置合わせスロットの上に配置します。
c) PCIeライザーの両端を慎重に押し下げて、回路基板のコネクタをマザーボード上のソケットにしっか
りと差し込みます。

ステップ 6 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

ステップ 7 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を入れ
ます。

PCIeカードの交換

シスコでは、シスコが認定および販売しているすべての PCIeカードをサポートしています。
シスコが認定も販売もしていない PCIeカードについては、お客様の責任でご使用ください。
シスコでは、Cシリーズラックマウントサーバのサポートは常時行っておりますが、市販の
標準規格のサードパーティカードを使用しているお客様は、そのカードで問題が発生した場

合、そのサードパーティカードのベンダーにご連絡していただく必要があります。

（注）

PCIeスロットの仕様
サーバには、ツール不要のPCIeライザーが3つあり、PCIeカードを水平に取り付けられます。
各ライザーは複数のバージョンで注文可能です。

•ライザー 1は PCIeスロット 1、2、3を搭載しており、次のオプションで利用可能です。

• SFFサーバ、I / Oセントリック：スロット 1（x8）、2（x16）、および 3（x8）。す
べてのスロットは、サーバモデルに応じて CPU 1または CPU 2によって制御されま
す。

• SFFサーバ、ストレージセントリック：
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• 24ドライブ SAS / SATAモデル、24ドライブ NVMeモデル、および 12ドライブ
NVMeモデルのスロット 1（予約済み）、2（x4）、および 3（x4）。すべてのス
ロットは CPU 2によって制御されます。

•スロット 1、2、および 3は、12 SAS / SATAモデルではサポートされていませ
ん。

• LFFサーバ：スロット 1（予約済み）、2（x4）、および 3（x4）。すべてのスロット
が CPU 1により制御されます。

•ライザー 2には PCIeスロット 4、5、6が搭載されており、次のオプションで利用可能で
す。

• SFFサーバ、I / Oセントリック：スロット 4（x8）、5（x16）、および 6（x8）。す
べてのスロットが CPU 2により制御されます。

• SFFサーバ、ストレージセントリック：スロット 4、5、および 6は、サーバの SFF
モデルのストレージデバイスをサポートしません。

• LFFサーバ：スロット4（x8）、5（x16）、および6（x8）。すべてのスロットがCPU
2により制御されます。

•ライザー 3には PCIeスロット 7、8が搭載されており、次のオプションで利用使可能で
す。

• SFFサーバ、I / Oセントリック：SATA / SASモデルのスロット 7（x8）および 8
（x8）。SATA / SASサーバの場合、スロット 7および 8は CPU 2によって制御され
ます。

スロット 7および 8は、NVMe専用モデルではサポートされません。

• SFFサーバ、ストレージセントリック：サーバの 24ドライブおよび 12ドライブ SAS
/ SATAバージョンのドライブベイ用のスロット 7（x4）および 8（x4）。すべてのス
ロットは CPU 2によって制御されます。

スロット 7および 8は、NVMe専用モデルではサポートされません。

• LFFサーバ：ドライブベイ用のスロット 7（x4）および 8（x4）。すべてのスロット
が CPU 2により制御されます。

次の図は、PCIeスロットの番号付けを示しています。

図 29 :背面パネル、PCIeスロットの番号付け
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PCIeカードの交換

Cisco UCS仮想インターフェイスカードを取り付ける場合、前提条件に関する考慮事項があり
ます。Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）に関する考慮事項（154ページ）を参照して
ください。

（注）

マザーボードの専用ソケットにRAIDコントローラカードが装着されています。SASストレー
ジコントローラカードの交換（RAIDまたは HBA）（156ページ）を参照してください。

（注）

倍幅 GPUカードの取り付けと交換の手順については、GPUの取り付け（223ページ）を参照
してください。

（注）

ステップ 1 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 交換する PCIeカードを取り外します。

a) 交換する PCIeカードのポートから、すべてのケーブルを外します。
b) 青色のライザーハンドルと、ライザーの前端にあるつまみ部分を両手で上にあげてつかみ、まっすぐ
に持ち上げます。

c) ライザーの底部にある、固定プレートを固定しているリリースラッチを押し、ヒンジ付き固定プレー

トを回して開きます。

d) カードのリアパネルタブを固定しているヒンジ付きカードタブ固定具を開きます。
e) PCIeカードの両端を均等に引いて、PCIeライザーのソケットから取り外します。

ライザーにカードがない場合は、ライザーの背面の開口部からブランクパネルを取り外します。

ステップ 5 次のようにして、新しい PCIeカードを取り付けます。

a) ヒンジ付きカードタブ固定具を開いた状態で、新しい PCIeカードを PCIeライザーの空ソケットの位
置に合わせます。

b) カードの両端を均等に押し下げて、ソケットにしっかりと装着します。
c) カードの背面パネルタブがライザーの背面パネルの開口部に対して水平であることを確認したら、カー

ドの背面パネルタブ上でヒンジ付きカードタブ固定具を閉じます。
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d) ライザーの底部でヒンジ付き固定プレートを回して閉じます。プレートのクリップが、カチッと音が
してロック位置に収まったことを確認します。

e) PCIeライザーを、マザーボード上のソケットとシャーシの位置合わせチャネルの上に配置します。
f) PCIeライザーの両端を慎重に押し下げて、コネクタをマザーボード上のソケットにしっかりと収納し
ます。

ステップ 6 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

ステップ 7 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を入れ
ます。

図 30 : PCIeライザーカードの固定機構

ヒンジ付きカードタブ固定具3ヒンジ付き固定プレートのリリースラッチ1

-ヒンジ付き固定プレート2
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Cisco仮想インターフェイスカード（VIC）に関する考慮事項
このセクションでは、VICカードのサポート、およびこのサーバに関する特別な考慮事項につ
いて説明します。

Cisco Card NICモードを使用する場合、VICを取り付けた場所に合わせて、VICスロットの設
定を行う必要もあります。そのオプションは、Riser1、Riser2、および Flex-LOMです。NIC
モードの詳細については、NICモードおよび NIC冗長化の設定（66ページ）を参照してくだ
さい。

（注）

Cisco UCS Managerの統合に Cisco UCS VICカードを使用するには、サポートされる設定、配
線、およびその他の要件について、『Cisco UCS C-Series Server Integration with Cisco UCS Manager
Guides』も参照してください。

表 17 :このサーバでの VICのサポートと考慮事項

必要な Cisco
IMCファーム
ウェア

Cisco Card NIC
モード用のプラ

イマリスロット

Cisco UCS Manager
統合用のプライマリ

スロット

VICをサポー
トするスロッ

ト

サーバでサ

ポートされる

数

VIC

4.0(1)PCIe 2PCIe 2PCIe 2

PCIe 5

2 PCIeCisco UCS VIC 1455

UCSC-PCIE-C25Q-04

4.0(2)PCIe 2PCIe 2PCIe 2

PCIe 5

2 PCIeCisco UCS VIC 1495

UCSC PCIE C100 04

4.0(1)mLOMmLOMmLOM1 mLOMCisco UCS VIC 1457

UCSC-MLOM-C25Q-04

4.0(2)mLOMmLOMmLOM1 mLOMCisco UCS VIC 1497

UCSC-MLOM-C100-04

4.0(1)PCIe 2PCIe 2PCIe 2

PCIe 5

2 PCIeCisco UCS VIC 15425

UCSC-P-V5Q50G

4.0(2)PCIe 2PCIe 2PCIe 2

PCIe 5

2 PCIeCisco UCS VIC 15235

UCSC-P-V5D200G

•サーバでは、2つの PCIeスタイル、および 1つのmLOMスタイルの合計 3つの VICがサ
ポートされています。
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シングルワイヤ管理は一度に 1つの VICでのみサポートされま
す。複数のVICがサーバーにインストールされている場合は、一
度に NCSIが有効になるスロットは 1つだけです。シングルワイ
ヤ管理の場合、プライオリティはMLOMスロット、次にスロッ
ト 2、次に NCSI管理トラフィック用のスロット 5になります。
複数のカードを装着する場合は、上記の優先順位でシングルワイ

ヤ管理ケーブルを接続します。

（注）

• PCIeライザー 1の VICカードのプライマリスロットはスロット 2です。PCIeライザー 1
の VICカードのセカンダリスロットはスロット 1です。

NCSIプロトコルは、各ライザで一度に 1つのスロットでのみサ
ポートされます。GPUカードがスロット 2にある場合、NCSIは
スロット 2からスロット 1に自動的に移ります。

（注）

• PCIeライザー 2の VICカードのプライマリスロットはスロット 5です。PCIeライザー 2
の VICカードのセカンダリスロットはスロット 4です。

NCSIプロトコルは、各ライザで一度に 1つのスロットでのみサ
ポートされます。GPUカードがスロット 5にある場合、NCSIは
スロット 5からスロット 4に自動的に移ります。

（注）

PCIeライザー2は、シングルCPUシステムでは使用できません。（注）

mLOMカードの交換
背面パネルでの接続を増強するため、サーバではモジュラ LOM（mLOM）カードがサポート
されています。mLOMソケットはマザーボード上、ストレージコントローラカードの下にあ
りあます。

MLOMソケットには、Gen-3 x16の PCIeレーンがあります。サーバが 12 Vのスタンバイ電源
モードであり、ネットワーク通信サービスインターフェイス（NCSI）プロトコルをサポート
している場合、ソケットは電源がオンのままになります。
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mLOMカードがCisco UCS仮想インターフェイスカード（VIC）の場合は、詳細およびサポー
ト情報についてはCisco仮想インターフェイスカード（VIC）に関する考慮事項（154ページ）
を参照してださい。

（注）

ステップ 1 既存の mLOMカード（またはブランクパネル）を取り外します。

a) サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源
を切ります。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出

してください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) マザーボード上のmLOMソケットの周りに隙間を空けるため、ストレージコントローラ（RAIDまた
は HBAカード）をすべて取り外します。SASストレージコントローラカードの交換（RAIDまたは
HBA）（156ページ）を参照してください。

e) mLOMカードをシャーシ床面のネジ付きスタンドオフに固定している取り付けネジ（蝶ネジ）を緩め
ます。

f) mLOMカードを水平方向にスライドさせてソケットから外し、サーバから取り外します。

ステップ 2 新しい mLOMカードを取り付けます。

a) コネクタをマザーボードのソケットの位置に合わせて、シャーシの底面にmLOMカードを置きます。
b) カードを水平方向に押し、カードのエッジコネクタをソケットと完全にかみ合わせます。
c) 非脱落型取り付けネジを締めて、カードをシャーシフロアに固定します。

d) ストレージコントローラカードをサーバに再び取り付けます。SASストレージコントローラカード
の交換（RAIDまたは HBA）（156ページ）を参照してください。

e) 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

f) サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を

入れます。

SASストレージコントローラカードの交換（RAIDまた
は HBA）

ハードウェアベースのストレージ制御については、サーバでマザーボード上の専用の垂直ソ

ケットに差し込む SAS HBAまたはシスコモジュラ SAS RAIDコントローラを使用できます。
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ストレージコントローラカードのファームウェアの互換性

ストレージコントローラ（RAIDまたは HBA）のファームウェアは、サーバにインストール
されている現在の Cisco IMCおよび BIOSのバージョンと互換性があることを確認する必要が
あります。互換性がない場合は、ファームウェアリリースのホストアップグレードユーティ

リティ（HUU）を使用してストレージコントローラのファームウェアをアップグレードまた
はダウングレードし、互換性のあるレベルにします。

スタンドアロンモードで動作しているサーバでは、次のことが必要なります。コントローラ

ハードウェア（UCSC-RAID-M6T、UCSC-RAID-M6HD、UCSC-RAID-M6SD、UCSC-SAS-M6T、
UCSC-SAS-M6HD）を交換した後には、ファームウェアの現在のバージョンが更新バージョン
と同じ場合でも、Cisco UCS Host Upgrade Utility（HUU）コントローラのファームウェアの更
新を実行する必要があります。コントローラ固有の値を特定のサーバのストレージコントロー

ラにプログラムするには、HUUを実行する必要があります。HUUを実行しないと、ストレー
ジコントローラが検出されない可能性があります。

（注）

サーバのコンポーネントを互換性のあるレベルにするユーティリティをダウンロードして使用

する手順については、ご使用の Cisco IMCリリースの HUUガイドを参照してください：HUU
ガイド。

デュアルストレージコントローラカードの取り外し

前面RAIDアセンブリには、単一のトレイに単一のストレージコントローラカードを搭載する
か、またはそれぞれ独自のトレイに2枚のストレージコントローラカードを搭載できます。各
ストレージコントローラカードを取り外すには、次の手順を実行します。この手順では、サー

バの電源を切断し、上部カバーを取り外していることを前提としています。

ステップ 1 デュアルストレージコントローラカードを見つけます。

図に示すように、各ストレージコントローラカードには独自のトレイがあります。
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ステップ 2 ファントレイを取り外します。

詳細については、ファントレイの取り外し（115ページ）を参照してください。

ステップ 3 各種ケーブルを取り外します。
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a) ストレージコントローラカードごとに、リボンケーブルコネクタをつかみ、RAIDカードから取り外し
ます。

リボンケーブルのもう一方の端をマザーボードに接続したままにしておくことができます。

b) ストレージコントローラカードごとに、背面ドライブケーブルのコネクタをつかみ、カードから取り
外します。

背面ドライブケーブルのもう一方の端は接続したままにしておくことができます。

ライザー 3Bの背面ドライブに接
続する SASケーブル

2ストレージコントローラカード

の SASケーブル接続。
1

ストレージコントローラカードの

SASケーブル接続。
4背面ライザー 3Bの SASケーブ

ル接続。

3

ライザー 1Bの背面ドライブに接
続する SASケーブル

6ストレージコントローラカード

をマザーボードに接続するリボ

ンケーブル。

5

背面ライザー 1Bの SASケーブ
ル接続。

7

ステップ 4 ストレージコントローラカードを取り外します。

a) 背面ドライブにつながるケーブルをつかみ、各カードから取り外します。

b) 各カードトレイの上部にあるハンドルを持ち、サーバの背面方向にゆっくりと押します。
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ハンドルが開いた位置にスライドします。この手順では、内壁のソケットからストレージコントロー

ラカードを取り外します。

c) #2プラスドライバを使用、トレイの端の非脱落型ネジを緩めます。

d) 各カードトレイのハンドルを持ち、シャーシからストレージコントローラカードを持ち上げます。
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次のタスク

デュアルストレージコントローラカードを再挿入します。「デュアルストレージコントロー

ラカードの取り付け（161ページ）」に進みます。

デュアルストレージコントローラカードの取り付け

デュアルストレージコントローラカードをサーバに取り付けるには、次の手順に従います。ス

トレージコントローラカードはトレイに入っており、交換可能です。

ステップ 1 各カードトレイのハンドルを持ちます。

ステップ 2 ストレージコントローラカードを取り付けます。

a) トレイのハンドルがオープン（ロック解除）の位置にあることを確認します。

b) ケーブルがストレージコントローラカードの取り付けを妨げていないことを確認します。
c) つまみネジがマザーボード上のネジ式スタンドオフに合うように、ストレージコントローラカードを

向けます。
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d) カードトレイのハンドルを持ち、トレイを水平に保ち、サーバに下ろします。

e) #2プラスドライバを使用して、各トレイの端のネジを締めます。
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f) トレイのハンドルをサーバの前面に向かってゆっくりと押します。

この手順で、各ストレージコントローラカードを内壁のソケットに装着します。カードがソケットに

接触すると、抵抗を感じることがあります。この抵抗は正常です。

ステップ 3 ケーブルを再接続します。

ステップ 4 ファントレイを再度挿入します。

詳細については、ファントレイの取り付け（116ページ）を参照してください。
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次のタスク

必要に応じて、その他のメンテナンス作業を実行するか、上部カバーを元に戻して施設の電源

を入れます。

ストレージコントローラカードの取り外し

ストレージコントローラには、単一のトレイに単一のコントローラカードを搭載するか、また

はそれぞれ独自のトレイに2枚のコントローラカードを搭載できます。単一のストレージコン
トローラカードを取り外すには、次の手順を実行します。この手順では、サーバの電源を切断

し、上部カバーを取り外していることを前提としています。

ステップ 1 ストレージコントローラカードの位置を確認します。
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ステップ 2 ファントレイを取り外します。

詳細については、ファントレイの取り外し（115ページ）を参照してください。
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ステップ 3 各種ケーブルを取り外します。

a) リボンケーブルコネクタをつかみ、ストレージコントローラカードから取り外します。

リボンケーブルのもう一方の端をマザーボードに接続したままにしておくことができます。

b) 背面ドライブケーブル（1および 4）のコネクタをつかみ、ストレージコントローラカードから取り
外します。

背面ドライブケーブルのもう一方の端は接続したままにしておくことができます。

背面ドライブ用 SAS /
SATAケーブル

2背面ドライブのストレージコントロー

ラカードコネクタ（ライザー 3B）
1

背面ドライブのストレー

ジコントローラカードコ

ネクタ（ライザー 1B）

4PCIライザー 3用コネクタ3

PCIライザー 1用コネク
タ

6背面ドライブ用 SAS / SATAケーブル5

ステップ 4 ストレージコントローラカードを取り外します。

a) カードトレイの上部にあるハンドルを両手で持ち、サーバの背面に向かってゆっくりと押します。

ハンドルが開いた位置にスライドします。この手順では、内壁のソケットからストレージコントロー

ラカードを取り外します。

b) ＃2 プラスドライバを使用、トレイの端の非脱落型ネジを緩めます。
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c) トレイのハンドルを両手で持ち、ストレージコントローラカードトレイを水平に保ち、シャーシから

持ち上げます。
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次のタスク

ストレージコントローラカードを再挿入します。「ストレージコントローラカードの取り付

け（168ページ）」に進みます。

ストレージコントローラカードの取り付け

この手順を使用して、単一のストレージコントローラカードをサーバに取り付けます。スト

レージコントローラカードはトレイに含まれており、交換可能です。

ステップ 1 カードトレイのハンドルをつかみます。

ステップ 2 ストレージコントローラカードを取り付けます。

a) トレイのハンドルがオープン（ロック解除）の位置にあることを確認します。

b) ケーブルがストレージコントローラカードの取り付けを妨げていないことを確認します。
c) つまみネジがマザーボード上のネジ式スタンドオフに合うように、ストレージコントローラカードを

向けます。

d) カードトレイの両手でハンドルを持ち、トレイを水平に保ち、サーバに下ろします。
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e) #2プラスドライバを使用して、トレイの端のネジを締めます。
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f) 両手を使用して、ハンドルの両側に均等に力を加え、トレイのハンドルをサーバの前面に向かってゆっ

くりと押します。

この手順では、ストレージコントローラカードを内壁のソケットに装着します。カードがソケットに

接触すると、抵抗を感じることがあります。この抵抗は正常です。

ステップ 3 ケーブルを再接続します。

ステップ 4 ファントレイを再度挿入します。

詳細については、ファントレイの取り付け（116ページ）を参照してください。

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
170

サーバの保守

ストレージコントローラカードの取り付け



次のタスク

必要に応じて、その他のメンテナンス作業を実行するか、上部カバーを元に戻して施設の電源

を入れます。

ケーブル配線の確認

ストレージコントローラカードを取り付けた後、カードと背面ドライブ間のケーブル接続は次

のようになります。

• 24ドライブサーバの場合は、次のことを確認します。

• SAS / SATAケーブルがコントローラカードとライザー 3Bに接続されている

• SAS / SATAケーブルがコントローラカードとライザー 1Bに接続されている

•両方のリボンケーブルがコントローラカードとマザーボードに接続されている
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ライザー 3Bの背面ドライブ
に接続する SASケーブル

2ストレージコントローラカー

ドの SASケーブル接続。
1

ストレージコントローラカー

ドの SASケーブル接続。
4背面ライザー 3BのSASケー

ブル接続。

3

ライザー 1Bの背面ドライブ
に接続する SASケーブル

6ストレージコントローラカー

ドをマザーボードに接続する

リボンケーブル。

5

背面ライザー 1BのSASケー
ブル接続。

7

• 12ドライブサーバの場合、次のことを確認します。

• SAS / SATAケーブルがストレージコントローラカードとライザー 3B

•リボンケーブルがストレージコントローラカードとマザーボードに接続されている。
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背面ドライブから SASカードへの SASケーブルの接続1

マザーボードからSASカードにリボンケーブルを接続しま
す。

2

SATAインタポーザカードの交換（12ドライブ SFFサー
バのみ）

SATAインターポーザカードをサポートするこのサーバの唯一のバージョンは、SFF 12ドラ
イブバージョン（UCSC-C240-M6S）です。

（注）

フロントローディングドライブを制御するソフトウェアベースのストレージ制御では、マザー

ボード上の専用ソケット（SASストレージコントローラに使用するソケットと同じ）に装着
するSATAインタポーザカードがサーバに必要です。インターポーザカードは、フロントロー
ディングドライブベイとファントレイの間にあり、ベイ 1〜8で最大 8台の SATAドライブ
をサポートします。
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ハードウェアRAIDコントローラカードと組み込みソフトウェアRAIDコントローラを同時に
使用してフロントドライブを制御することはできません。RAIDサポートの詳細については、
ストレージコントローラの考慮事項（213ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 1 次のようにして、サーバにコンポーネントを取り付ける準備をします。

a) サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源
を切ります。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出

してください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 2 サーバから既存の SATAインタポーザカードを取り外します。

このサーバの SATAインタポーザカードはキャリアフレームに事前に取り付けられているた
め、カードを内側シャーシウォールに固定しやすくなります。既存のカードからこのキャリア

フレームを取り外す必要はありません。

（注）

a) 既存のカードから PCIe SASケーブルを外します。

これはカード上の唯一のケーブルであり、カードをマザーボードに接続します。

b) No. 2プラスドライバを使用して、非脱落型ネジを完全に緩めます。
c) ハンドルをサーバの中央に向かってゆっくりと押します。

この手順では、ハンドルを開いた位置に移動し、内壁のソケットからインターポーザカードを外しま

す。

Cisco UCS C240 M6サーバ設置およびサービスガイド
174

サーバの保守

SATAインタポーザカードの交換（12ドライブ SFFサーバのみ）



d) カードがソケットから外れていることを確認し、ハンドルをつかんでまっすぐ持ち上げて、サーバか
らインターポーザを取り外します。
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ステップ 3 新しい SATAインタポーザカードを取り付けます。

a) 前面コネクタが内壁のソケットに面するように、インターポーザカードの方向を合わせます。

b) カードの非脱落型ネジをネジ式スタンドオフに合わせます。
c) ハンドルが完全に開いた位置にあり、PCIe SASケーブルが取り付けの妨げにならないことを確認し、
インターポーザカードをサーバに下ろします。
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d) カードを水平に保ち、ハンドルを前方に押して、インターポーザカードを内壁のソケットに装着しま
す。

e) No.2のプラスドライバを使用して非脱落型ネジを締めます。

f) 新しいカードに PCIeケーブルを接続します。

初めて取り付ける場合は、ケーブル配線の手順についてストレージコントローラのケーブルコネクタ

とバックプレーン（218ページ）を参照してください。

ステップ 4 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

ステップ 5 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を入れ
ます。
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Supercapの交換（RAIDバックアップ）
このサーバは、12台のドライブサーバに 1台の Supercapユニット、および 24台のドライブ
サーバに2台のSupercapユニットのインストールをサポートします。ユニットは、取り外し可
能なエアーバッフル上のブラケットに取り付けられます。

Supercapは、キャッシュのNANDフラッシュへのオフロードによる急な電源喪失に備えてディ
スクライトバックキャッシュ DRAMを約 3年間バックアップします。

ステップ 1 次のようにして、サーバにコンポーネントを取り付ける準備をします。

a) サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源
を切ります。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出

してください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
d) 以下に示すように、Supercapユニットを見つけます。
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ステップ 2 既存の Supercapを取り外します。

a) RAIDケーブルから Supercapケーブルを外します。
b) Supercapをエアーバッフルのブラケットに固定している固定タブを横に押します。
c) ブラケットから Supercapを持ち上げて外し、横に置きます。
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ステップ 3 新しい Supercapを取り付けます。

a) Supercapケーブルと RAIDケーブルコネクタが合うように Supercapユニットの向きを合わせます。
b) 取り付け時に RAIDケーブルが Supercapの邪魔にならないことを確認し、取り付けブラケットに新し
い Supercapを挿入します。

Supercapユニットがブラケットにしっかりと挿入されていることを確認します。

c) RAIDコントローラカードの Supercapケーブルを Supercapケーブルのコネクタに接続します。
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ステップ 4 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

ステップ 5 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を入れ
ます。

ブート最適化M.2 RAIDコントローラモジュールの交換
Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラモジュールを、マザーボード上のミニストレージ
モジュールソケットに接続します。2台の SATA M.2ドライブ用のスロットに加え、RAID 1
アレイ内の SATA M.2ドライブを制御可能な統合 6 Gbps SATA RAIDコントローラを搭載して
います。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラに関する考慮事項
次の考慮事項を確認します。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラは、サーバがCisco HyperFlex設定でコンピューティ
ング専用ノードとして使用されている場合にはサポートされません。

（注）

•このコントローラをサポートする Cisco IMCおよび Cisco UCS Managerの最小バージョン
は 4.0 (4)以降です。
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•このコントローラは、RAID 1（単一ボリューム）と JBODモードをサポートします。

このコントローラモジュールを使用するとき、RAID設定のため
にサーバ組み込み SW MegaRAIDコントローラを使用しないでく
ださい。代わりに、次のインターフェイスを使用できます。

• Cisco IMC 4.2（1）以降

• BIOS HIIユーティリティ、BIOS 4.2(1)以降

• Cisco UCS Manager 4.2(1)以降 (UCS Manager統合サーバ)

（注）

•スロット 1（上部）の SATA M.2ドライブは、最初の SATAデバイスです。スロット 2（裏
側）の SATA M.2ドライブは、2番目の SATAデバイスです。

•ソフトウェアのコントローラ名はMSTORです。

•スロット 1のドライブはドライブ 253としてマッピングされます。スロット 2のドラ
イブはドライブ 254としてマッピングされます。

• RAIDを使用する場合は、両方の SATA M.2ドライブが同じ容量であることをお勧めしま
す。異なる容量を使用すると、ボリュームを作成する 2つのドライブの容量が小さくな
り、残りのドライブスペースは使用できなくなります。

JBODモードは、混合容量の SATA M.2ドライブをサポートします。

•ホットプラグの交換はサポートされていません。サーバの電源をオフにする必要がありま
す。

•コントローラおよびインストールされているSATA M.2ドライブのモニタリングは、Cisco
IMCおよびCisco UCS Managerを使用して行うことができます。また、UEFI HII、PMCLI、
XMLAPI、Redfishなどの他のユーティリティを使用してモニタすることもできます。

•コントローラおよび個別ドライバのファームウェア更新:

•スタンドアロンサーバでは、Cisco Host Upgrade Utility (HUU)を使用します。『HUU
マニュアル』を参照してください。

• Cisco UCS Managerに統合されたサーバについては、『Cisco UCS Managerファーム
ウェア管理ガイド』を参照してください。

• SATA M.2ドライブは UEFIモードでのみ起動できます。レガシブートモードはサポート
されていません。

• RAIDボリュームの一部であった単一の SATA M.2ドライブを交換する場合、ユーザーが
設定をインポートするように求めるプロンプトが表示された後に、ボリュームの再構築が

自動的に開始します。ボリュームの両方のドライブを交換する場合は、RAIDボリューム
を作成し、手動で任意の OSを再インストールする必要があります。
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•別のサーバから使用済みドライブにボリュームを作成する前に、ドライブのコンテンツを
消去することをお勧めします。サーバ BIOSの設定ユーティリティには、SATAセキュア
消去機能が搭載されています。

•サーバBIOSには、このコントローラに固有の設定ユーティリティが含まれており、RAID
ボリュームの作成と削除、コントローラプロパティの表示、および物理ドライブの内容の

消去に使用できます。サーバの起動中にプロンプトが表示された場合は、F2を押してユー
ティリティにアクセスします。次に、[Advanced（高度）] > [Cisco Boot Optimized M.2
RAID Controller（Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ）]に移動します。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラの交換
このトピックでは、Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラを取り外して交換する方法に
ついて説明します。コントローラボードの上部には 1つのM.2ソケット（スロット 1）と、そ
の下側に 1つのM.2ソケット（スロット 2）があります。

ステップ 1 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 マザーボードソケットからコントローラを取り外します。

a) PCIeライザー 2と 3の間のソケットでコントローラを見つけます。
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図 31 :マザーボード上の Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ

b) ＃2 プラスドライバを使用して、非脱落型ネジを緩め、M.2モジュールを取り外します。
c) コントローラボードの両端で、キャリアを固定しているクリップを外側に押します。

d) コントローラの両端を持ち上げ、キャリアボードから外します。
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e) キャリアを静電気防止シートの上に置きます。

ステップ 5 古いコントローラから交換用コントローラに SATA M.2ドライブを変える場合は、交換用コントローラを
取り付ける前に、次の操作を行ってください。

ドライブ上で以前設定されたボリュームとデータは、M.2ドライブを新しいコントローラに変
えるときに保持されます。システムは、ドライブにインストールされている既存の OSを起動
します。

（注）

a) No. 1プラスドライバを使用して、M.2ドライブをキャリアに固定している 1本のネジを取り外しま
す。

b) キャリアのソケットからM. 2ドライブを持ち上げます。
c) 交換用M.2ドライブをコントローラボードのソケット上に置きます。
d) M.2ドライブを下に向け、コネクタの終端をキャリアのソケットに挿入します。M.2ドライブのラベル
が上向きになっている必要があります。

e) M.2ドライブをキャリアに押し込みます。
f) M.2 SSDの終端をキャリアに固定する 1本のネジを取り付けます。
g) コントローラの電源を入れ、2番目のM.2ドライブを取り付けます。
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図 32 : Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ（M.2ドライブの取り付けの表示）

ステップ 6 マザーボード上のソケットにコントローラを取り付けます。

a) コントローラのコネクタを下向きにし、マザーボードのソケットと同じ端で、コントローラをソケッ

ト上に置きます。2つの配置ペグは、コントローラの 2つの穴と一致する必要があります。
b) 2つのペグがコントローラの2つの穴を通過するように、コントローラのソケットの端をゆっくりと押
し下げます。

c) 固定クリップが両端でカチッと音がしてロックされるまで、コントローラを押し下げます。

ステップ 7 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

ステップ 8 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を入れ
ます。

シャーシ侵入スイッチの交換
シャーシ侵入スイッチは、シャーシからカバーが取り外されるたびにシステムイベントログ

（SEL）にイベントを記録するセキュリティ機能（オプション）です。

ステップ 1 次のようにして、サーバにコンポーネントを取り付ける準備をします。

a) サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源
を切ります。
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b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出

してください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 2 次のようにして、既存の侵入スイッチを取り外します。

a) マザーボードのソケットから侵入スイッチケーブルを外します。

b) No. 1プラスドライバを使用して、スイッチ機構をシャーシ側面に固定している 1本のネジを緩めて取
り外します。

c) スイッチ機構をまっすぐ上にスライドさせて、シャーシのクリップから外します。

ステップ 3 次のようにして、新しい侵入スイッチを取り付けます。

a) スイッチ機構を下にスライドさせ、ネジ穴が合うようにシャーシ側面のクリップにはめ込みます。

b) No. 1プラスドライバを使用して、スイッチ機構をシャーシ側面に固定する 1本のネジを取り付けま
す。

c) マザーボードのソケットにスイッチケーブルを接続します。

ステップ 4 カバーをサーバに再度取り付けます。

ステップ 5 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完全
に投入します。

トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）の取
り付け

信頼されたプラットフォームモジュール（TPM）は小型の回路基板であり、マザーボードの
ソケットに取り付けて一方向ネジで固定します。マザーボード上のソケットの位置は、PCIeラ
イザー 2の下です。

TPMに関する考慮事項
•このサーバは、TPMバージョン 1.2または TPMバージョン 2.0のいずれかをサポートし
ます。

• TPMの現場交換はサポートされていません。サーバに TPMが取り付けられていない場合
にのみ、工場出荷後に TPMを取り付けることができます。

•サーバに既に TPM 1.2が取り付けられている場合、TPM 2.0にアップグレードすることは
できません。サーバに既存の TPMがない場合、TPM 2.0を取り付けることができます。

• TPM 2.0が応答不能になった場合、サーバを再起動します。
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TPMの取り付けおよび有効化

TPMの現場交換はサポートされていません。サーバに TPMが取り付けられていない場合にの
み、工場出荷後に TPMを取り付けることができます。

（注）

ここでは、TPMを取り付けて有効化するときの手順について説明します。この手順は、ここ
で示す順序で実行する必要があります。

1. TPMハードウェアの取り付け

2. BIOSでの TPMサポートの有効化

3. BIOSでの Intel TXT機能の有効化

TPMハードウェアの取り付け

安全確保のために、TPMは一方向ネジを使用して取り付けます。このネジは一般的なドライ
バでは取り外せません。

（注）

ステップ 1 次のようにして、サーバにコンポーネントを取り付ける準備をします。

a) サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源
を切ります。

b) 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出

してください。

注意

c) サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 2 サーバーから PCIeライザー 2を取り外し、マザーボード上の TPMソケット周りに隙間を空けます。

ステップ 3 次のようにして、TPMを取り付けます。

a) マザーボード上の TPMソケットの位置を確認します。
b) TPM回路基板の下部にあるコネクタとマザーボードの TPMソケットの位置を合わせます。TPMボー
ドのネジ穴を TPMソケットに隣接するネジ穴の位置を合わせます。

c) TPMを均等に押し下げて、マザーボードソケットにしっかりと装着します。
d) 一方向ネジを 1本取り付けて、TPMをマザーボードに固定します。

ステップ 4 サーバに PCIeライザー 2を取り付けます。PCIeライザーの交換（149ページ）を参照してください。

ステップ 5 カバーをサーバに再度取り付けます。

ステップ 6 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完全
に投入します。
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ステップ 7 BIOSでの TPMサポートの有効化（189ページ）に進みます。

BIOSでの TPMサポートの有効化

ハードウェアを取り付けたら、BIOSで TPMのサポートを有効にする必要があります。

この手順を実行する前に、BIOS管理者パスワードを設定する必要があります。このパスワー
ドを設定するには、システムブート中にプロンプトが表示されたときに F2キーを押して、
BIOSセットアップユーティリティを開始します。[Security] > [Set Administrator Password]に移
動し、プロンプトに従って新しいパスワードを 2回入力します。

（注）

ステップ 1 TPMサポートを有効にします。

a) ブートアップ中に F2プロンプトが表示されたら、F2を押して BIOSセットアップに入ります。
b) BIOS管理者パスワードを使用して、BIOS Setupユーティリティにログインします。
c) [BIOS Setup Utility]ウィンドウで、[Advanced] タブを選択します。
d) [Trusted Computing]を選択し、[TPM Security Device Configuration]ウィンドウを開きます。
e) [TPM SUPPORT]を [Enabled]に変更します。
f) F10を押して設定を保存し、サーバをリブートします。

ステップ 2 TPMのサポートがイネーブルになっていることを確認します。

a) ブートアップ中に F2プロンプトが表示されたら、F2を押して BIOSセットアップに入ります。
b) BIOS管理者パスワードを使用して、BIOS Setupユーティリティにログインします。
c) [詳細（Advanced）]タブを選択します。
d) [Trusted Computing]を選択し、[TPM Security Device Configuration]ウィンドウを開きます。
e) [TPM SUPPORT]と [TPM State]が [Enabled]であることを確認します。

ステップ 3 BIOSでの Intel TXT機能の有効化（189ページ）に進みます。

BIOSでの Intel TXT機能の有効化

Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、ビジネスサーバ上で使用および保管
される情報の保護機能が強化されます。この保護の主要な特徴は、隔離された実行環境および

付随メモリ領域の提供にあり、機密データに対する操作をシステムの他の部分から見えない状

態で実行することが可能になります。Intel TXTは、暗号キーなどの機密データを保管できる
封印されたストレージ領域を提供し、悪意のあるコードからの攻撃時に機密データが漏洩する

のを防ぐために利用できます。

ステップ 1 サーバをリブートし、F2を押すように求めるプロンプトが表示されるのを待ちます。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら F2キーを押し、BIOSセットアップユーティリティを起動します。
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ステップ 3 前提条件の BIOS値が有効になっていることを確認します。

a) [詳細（Advanced）]タブを選択します。
b) [Intel TXT (LT-SX) Configuration]を選択して、[Intel TXT (LT-SX) Hardware Support]ウィンドウを開きま
す。

c) 次の項目が [Enabled]としてリストされていることを確認します。

• [VT-d Support]（デフォルトは [Enabled]）

• [VT-d Support]（デフォルトは [Enabled]）

• TPM Support

• [TPM State]

d) 次のいずれかを実行します。

• [VT-d Support]および [VT Support]がすでに [Enabled]の場合、ステップ 4に進みます。

• [VT-d Support]および [VT Support]の両方が [Enabled]でない場合、次のステップに進み、有効にし
ます。

e) Escapeキーを押して、BIOSセットアップユーティリティの [Advanced]タブに戻ります。
f) [Advanced]タブで、[Processor Configuration]を選択し、[Processor Configuration]ウィンドウを開きます。
g) [Intel (R) VT]および [Intel (R) VT-d]を [Enabled]に設定します。

ステップ 4 Intel Trusted Execution Technology（TXT）機能を有効にします。

a) [Intel TXT(LT-SX) Hardware Support]ウィンドウに戻ります（別のウィンドウを表示している場合）。
b) [TXT Support]を [Enabled]に設定します。

ステップ 5 F10を押して変更内容を保存し、BIOSセットアップユーティリティを終了します。

PCBアセンブリ (PCBA)のリサイクル
PCBAはサーバの板金部に固定されています。PCBAをリサイクルする前に、トレイからPCBA
を取り外す必要があります。PCBAはさまざまなタイプの留め具で固定されます。

始める前に

リサイクル業者のみ。この手順は、標準のフィールドサービスオプションではありません。こ

の手順は適切な処分のための電子機器を要求するリサイクル業者ためのものであり、エコデザ

インと e廃棄物規制に準拠しています。

（注）

プリント基板アセンブリ (PCBA)を取り外すには、次の要件を満たしている必要があります。

•サーバを施設の電源から取り外す必要があります。
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•サーバを機器ラックから取り外す必要があります。

•サーバの上部カバーを取り外す必要があります。サーバ上部カバーの取り外し（81ペー
ジ）を参照してください。

この手順を開始する前に、次のツールを収集します。

•プライヤー

• T10トルクスドライバ

• #2プラスドライバ

ステップ 1 PCBAの取り付けネジを見つけます。

次の図は、ネジ穴の取り付け位置を示します。

図 33 : UCS C240 M6 PCBAを取り外すためのネジの位置

必要な工具固定具インジケータ

トルクス T10ドライバM3.5x0.6 mmネジ（18）赤い丸（ ）

プライヤーH15 M4x0.7 mmロックネジ（2
本）

緑の丸（ ）

Torx T10ドライバM3.5x0.6 mm取り付けネジ（2本）青い丸（ ）
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必要な工具固定具インジケータ

プライヤーH12 M4x0.7 mm固定ネジ（2本）黄色の丸（ ）

#2プラスドライバM.2ライザーケージのM3.5取り
付けネジ（1）

紫の丸（ ）

#2プラスドライバエアーダクト上のM3.5取り付け
ネジ（1）

ラベンダーサークル（）

ステップ 2 適切な工具を使用して、ネジを取り外します。

ステップ 3 板金から PCBAを取り外し、それぞれの地域の廃棄物およびリサイクル規制に従って廃棄してください。

サービスヘッダーおよびジャンパ
このサーバには、特定のサービスおよびデバッグ機能で使用できる、2つのヘッダーブロック
およびスイッチ（SW12、CN3）があります。

ここでは、次の内容について説明します。

•クリア CMOSスイッチ（SW12、スイッチ 9）の使用 （194ページ）

• BIOSリカバリスイッチ（SW12、スイッチ 5）の使用（195ページ）

•クリア BIOSパスワードスイッチ（SW12、スイッチ 6）の使用（197ページ）

• Cisco IMC代替イメージ起動ヘッダー（CN3、ピン 1～ 2）の使用（198ページ）

•システムファームウェアのセキュア消去ヘッダー（CN3、ピン 3〜4）の使用（198ペー
ジ）
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BIOSパスワードのクリア：SW12スイッチ 6

デフォルト設定：オフ

パスワードのクリア：オン。

5ヘッダーブロック CN3の場所1

BIOSのリカバリ：SW12スイッチ 5

デフォルト設定：オフ

リカバリモード:オン

6代替イメージから Cisco IMCを起動：CNピン 1～
2

デフォルト：オープン：ジャンパシャントをピン

のに接続して、回路をクローズします。

2

CMOSのクリア：SW12スイッチ 9

デフォルト設定：オフ

リカバリモード:オンスイッチを右のオンの位置に
ゆっくり押します。

7システムファームウェアのセキュア消去：CN3ピ
ン 3〜4

デフォルト：オープン：ジャンパシャントをピン

のに接続して、回路をクローズします。

3

-スイッチブロック SW12の場所4
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クリア CMOSスイッチ（SW12、スイッチ 9）の使用
このスイッチで、システムがハングアップしたときにサーバのCMOS設定をクリアできます。
たとえば、設定が正しくないためにサーバがハングアップしてブートしなくなった場合に、こ

のスイッチを使って設定を無効化し、デフォルト設定を使って再起動できます。

CN3ヘッダーの場所を参照すると役立ちます。サービスヘッダーおよびジャンパ（192ペー
ジ）を参照してください。

CMOSをクリアすることによってカスタマイズされた設定が削除されるため、データが失われ
ることがあります。このCMOSのクリア手順を使用する前にBIOSに必要なカスタマイズされ
た設定を書き留めます。

注意

ステップ 1 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 指を使用して、SW12スイッチ 9を ONのマークが付いている側にゆっくりと押します。

ステップ 5 上部カバーと AC電源コードをもう一度サーバに取り付けます。サーバの電源がスタンバイ電源モード
になり、前面パネルの電源 LEDがオレンジ色に点灯します。

ステップ 6 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。電源LEDが緑色になれば、サー
バは主電源モードです。

リセットを完了するには、サーバ全体が再起動して主電源モードになるようにする必要があ

ります。ホスト CPUが実行されていないと、スイッチの状態は判別できません。
（注）

ステップ 7 電源ボタンを押し、サーバをシャットダウンしてスタンバイ電源モードにし、電流が流れないようにす

るために AC電源コードを抜きます。

ステップ 8 サーバーの上部カバーを外します。

ステップ 9 スイッチ 9を指でゆっくりと元の位置（OFF）に押します。

スイッチを元の位置に戻さない場合、サーバの電源を再投入するたびに CMOS設定がデフォ
ルトにリセットされます。

（注）

ステップ 10 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。
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BIOSリカバリスイッチ（SW12、スイッチ 5）の使用
BIOSが破損すると、どのステージで破損しているかにより、さまざまな動作が発生すること
があります。

• BIOS BootBlockが破損すると、システムが次のメッセージで停止する場合もあります。
Initializing and configuring memory/hardware

• BootBlockの破損ではない場合、次のようなメッセージが表示されます。
****BIOS FLASH IMAGE CORRUPTED****
Flash a valid BIOS capsule file using Cisco IMC WebGUI or CLI interface.
IF Cisco IMC INTERFACE IS NOT AVAILABLE, FOLLOW THE STEPS MENTIONED BELOW.
1. Connect the USB stick with bios.cap file in root folder.
2. Reset the host.
IF THESE STEPS DO NOT RECOVER THE BIOS
1. Power off the system.
2. Mount recovery jumper.
3. Connect the USB stick with bios.cap file in root folder.
4. Power on the system.
Wait for a few seconds if already plugged in the USB stick.
REFER TO SYSTEM MANUAL FOR ANY ISSUES.

上記のメッセージに示されているように、BIOSを回復する方法は 2種類あります。まず、手
順 1を試行します。この手順で BIOSが回復しない場合は、手順 2を使用します。

（注）

手順 1：bios.capリカバリファイルを使った再起動

ステップ 1 BIOS更新パッケージをダウンロードし、一時的な場所に保存して展開します。

ステップ 2 展開したリカバリフォルダ内のファイルを、USBドライブのルートディレクトリにコピーします。リカ
バリフォルダにはこの手順に必要な bios.capファイルが含まれています。

bios.capファイルは、USBドライブのルートディレクトリにある必要があります。このファイ
ルの名前を変更しないでください。USBドライブは、FAT16または FAT32ファイルシステム
でフォーマットする必要があります。

（注）

ステップ 3 USBドライブをサーバの USBポートに挿入します。

ステップ 4 サーバーをリブートします。

ステップ 5 フロントパネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。

サーバが、更新されたBIOSブートブロックでブートします。BIOSがUSBドライブの有効な bios.capファ
イルを検出すると、次のメッセージが表示されます。

Found a valid recovery file...Transferring to Cisco IMC
System would flash the BIOS image now...
System would restart with recovered image after a few seconds...

ステップ 6 サーバの BIOS更新が完了するのを待ってから、USBドライブをサーバから取り外します。
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BIOSの更新中に、Cisco IMCはサーバをシャットダウンし、画面が約10分間空白になります。
更新中は、電源コードを外さないでください。更新が完了すると、Cisco IMCはサーバの電源
を投入します。

（注）

BIOSリカバリスイッチ（SW12、スイッチ 5）および bios.capファイルの使用

このスイッチを使用して、リカバリ BIOSを使用するようにサーバを切り替えることができま
す。

CN3ヘッダーの場所を参照すると役立ちます。サービスヘッダーおよびジャンパ（192ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 1 BIOS更新パッケージをダウンロードし、一時的な場所に保存して展開します。

ステップ 2 展開したリカバリフォルダ内のファイルを、USBドライブのルートディレクトリにコピーします。リカ
バリフォルダにはこの手順に必要な bios.capファイルが含まれています。

bios.capファイルは、USBドライブのルートディレクトリにある必要があります。このファ
イルの名前を変更しないでください。USBドライブは、FAT16または FAT32ファイルシス
テムでフォーマットする必要があります。

（注）

ステップ 3 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。すべての電源装置から電源コードを外します。

ステップ 4 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

ステップ 5 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 6 指で SW12スイッチ 5をゆっくりとオンの位置にスライドさせます。

ステップ 7 AC電源コードをサーバーに再度取り付けます。サーバーの電源がスタンバイ電源モードになります。

ステップ 8 ステップ 2で準備した USBメモリをサーバーの USBポートに接続します。

ステップ 9 フロントパネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。

サーバが、更新された BIOSブートブロックでブートします。BIOSが USBドライブの有効な bios.cap
ファイルを検出すると、次のメッセージが表示されます。

Found a valid recovery file...Transferring to Cisco IMC
System would flash the BIOS image now...
System would restart with recovered image after a few seconds...

ステップ 10 サーバの BIOS更新が完了するのを待ってから、USBドライブをサーバから取り外します。

BIOSの更新中に、Cisco IMCはサーバをシャットダウンし、画面が約 10分間空白になりま
す。更新中は、電源コードを外さないでください。更新が完了すると、Cisco IMCはサーバの
電源を投入します。

（注）
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ステップ 11 サーバが完全にブートした後に、サーバの電源を再び切り、すべての電源コードを外します。

ステップ 12 指でスイッチを元の位置（OFF）にゆっくりと戻します。

スイッチを元の位置にリセットしなかった場合、リカバリ完了後に「リカバリジャンパを取

り外してください（Please remove the recovery jumper）」と表示されます。
（注）

ステップ 13 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。

クリア BIOSパスワードスイッチ（SW12、スイッチ 6）の使用
このスイッチを使用すると、BIOSパスワードをクリアできます。

CN3ヘッダーの場所を参照すると役立ちます。サービスヘッダーおよびジャンパ（192ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 1 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。すべての電源装置から電源コードを外します。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 指で SW12スイッチ 6をゆっくりとオンの位置にスライドさせます。

ステップ 5 上部カバーと AC電源コードをもう一度サーバに取り付けます。サーバの電源がスタンバイ電源モード
になり、前面パネルの電源 LEDがオレンジ色に点灯します。

ステップ 6 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。電源LEDが緑色になれば、サー
バは主電源モードです。

リセットを完了するには、サーバ全体が再起動して主電源モードになるようにする必要があ

ります。ホスト CPUが実行されていないと、スイッチの状態は判別できません。
（注）

ステップ 7 電源ボタンを押し、サーバをシャットダウンしてスタンバイ電源モードにし、電流が流れないようにす

るために AC電源コードを抜きます。

ステップ 8 サーバーの上部カバーを外します。

ステップ 9 スイッチを元の位置（OFF）にリセットします。

スイッチを元の位置に戻さないと、サーバの電源を入れ直すたびに BIOSパスワードがクリ
アされます。

（注）

ステップ 10 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。
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Cisco IMC代替イメージ起動ヘッダー（CN3、ピン 1～ 2）の使用
この Cisco IMCデバッグヘッダーを使用して、Cisco IMC代替イメージからシステムを強制的
に起動することができます。

CN3ヘッダーの場所を参照すると役立ちます。サービスヘッダーおよびジャンパ（192ペー
ジ）を参照してください。

ステップ 1 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。すべての電源装置から電源コードを外します。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 CN3ピン 1および 2に 2ピンジャンパを取り付けます。

ステップ 5 上部カバーと AC電源コードをもう一度サーバに取り付けます。サーバの電源がスタンバイ電源モード
になり、前面パネルの電源 LEDがオレンジ色に点灯します。

ステップ 6 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。電源LEDが緑色になれば、サー
バは主電源モードです。

次回 Cisco IMCにログインすると、次のようなメッセージが表示されます。
'Boot from alternate image' debug functionality is enabled.
CIMC will boot from alternate image on next reboot or input power cycle.

（注）

このジャンパを取り外さないと、サーバの電源を再投入するとき、またはCisco IMCをリブー
トするときに、サーバは常に代替 Cisco IMCイメージからブートします。

（注）

ステップ 7 ジャンパを取り外すには、電源ボタンを押しサーバをシャットダウンしてスタンバイ電源モードにし、

電流がまったく流れないようにするために AC電源コードを抜きます。

ステップ 8 サーバーの上部カバーを外します。

ステップ 9 取り付けたジャンパを取り外します。

ステップ 10 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。

システムファームウェアのセキュア消去ヘッダー（CN3、ピン 3〜4）
の使用

このヘッダーを使用して、サーバからシステムファームウェアを安全に消去できます。

CN3ヘッダーの場所を参照すると役立ちます。サービスヘッダーおよびジャンパ（192ペー
ジ）を参照してください。
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ステップ 1 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。すべての電源装置から電源コードを外します。

ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネル

からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し

てください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 CN3ピン 3および 4に 2ピンジャンパを取り付けます。

ステップ 5 上部カバーと AC電源コードをもう一度サーバに取り付けます。サーバの電源がスタンバイ電源モード
になり、前面パネルの電源 LEDがオレンジ色に点灯します。

ステップ 6 前面パネルの電源ボタンを押して、サーバを主電源モードに戻します。電源LEDが緑色になれば、サー
バは主電源モードです。

リセットを完了するには、サーバ全体が再起動して主電源モードになるようにする必要があ

ります。ホスト CPUが実行されていないと、ジャンパの状態は判別できません。
（注）

ステップ 7 電源ボタンを押し、サーバをシャットダウンしてスタンバイ電源モードにし、電流が流れないようにす

るために AC電源コードを抜きます。

ステップ 8 サーバーの上部カバーを外します。

ステップ 9 取り付けたジャンパを取り外します。

ジャンパを取り外さないと、サーバーの電源を入れ直すたびにパスワードがクリアされます。（注）

ステップ 10 上部カバーを再度取り付け、サーバをラックに元どおりに配置し、電源コードおよびその他のケーブル

を再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源をオンにします。
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付録 A
サーバの仕様

この付録には、サーバの仕様に関する情報が含まれています。

•サーバの仕様（201ページ）

サーバの仕様
この付録では、サーバの物理仕様、環境仕様、および電源仕様を示します。

•物理仕様（201ページ）

•環境仕様（203ページ）

•電力仕様（204ページ）

物理仕様

次の図は、さまざまな場所で測定したシャーシの高さ、幅、奥行きを示しています。
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以下の表に、サーバーバージョンの追加の物理仕様を表示します。
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表 18 :物理仕様

仕様説明

• SFF 12ドライブサーバ：

•最大、レールキットで完全に設定：
49.2ポンド（20.28 kg）

•最小、空のシャーシ、レールキット
なし：16.2 kg（35.7ポンド）

• SFF 24ドライブサーバ：

•最大、レールキットで完全に設定：
61.7ポンド（26.67 kg）

•最小、空のシャーシ、レールキット
なし：15.03 kg（33.14ポンド）

• LFF 12ドライブサーバ：

•最大、レールキットで完全に設定：
66.75ポンド（28.0 kg）

•最小、空のシャーシ、レールキット
なし：17.75 kg（39.13ポンド）

サーバ重量

76 mm（3インチ）前面のスペース

25 mm（1インチ）周囲と側面の間に必要な隙間

152 mm（6インチ）背面のスペース

環境仕様

クラス A2製品として、サーバは次の環境仕様を備えています。

表 19 :環境仕様

仕様説明

10°C～ 35°C（50°F～ 95°F）の乾球温度

1時間あたりの最大温度変化は 20°C（36°F）

（変化率ではなく、一定時間内の温度変化）

湿度条件：非制御、50% RH以内の開始条件

900 mごとに最高温度が 1 ℃ （33.8°F）低下。

温度（動作時）
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5～ 40°C（41～ 104°F）、直射日光なし

湿度条件：非制御、50% RH以内の開始条件

900 mごとに最高温度が 1 ℃ （33.8°F）低下。

温度、拡張動作

乾球温度 40°C～ 65°C（-40°F～ 149°F）非動作時温度

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

10～ 90%、最大露点温度 28°C（82.4°F）、非凝縮環境

-12°C（10.4°F）の露点より高い（湿気が多い）または 8%の相対
湿度

最大露点 24°C（75.2°F）または最大相対湿度 90%

湿度（RH）（動作時）

相対湿度 5%～ 93%、結露しないこと、乾球温度 20°C～ 40°Cの
最大湿球温度は 28°C。

湿度（RH）（非動作時）

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

最大標高 3050メートル（10,006フィート）高度（動作時）

標高 0～ 12,000メートル（39,370フィート）非動作時高度

（サーバが倉庫にあるか運送中の場合）

無制限最長動作期間

5.5音響出力レベル

ISO7779に基づく A特性音響出力レベル LwAd
（Bels）を測定

23°C（73°F）での動作

40騒音レベル

ISO7779に基づくA特性音圧レベルLpAm（dBA）
を測定

23°C（73°F）での動作

電力仕様

サーバ内で異なるタイプ/ワット数の電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方の
電源装置が同じである必要があります。

（注）

次の URLにある Cisco UCS Power Calculatorを使用すると、ご使用のサーバ設定の電源に関す
る詳細情報を取得できます。
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http://ucspowercalc.cisco.com [英語]

サポートされている電源オプションの電源仕様を次に示します。

1050 W AC電源装置

ここでは、各 1050 W AC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号 UCSC-PSU1-1050W）。

表 20 : 1050 W AC仕様

仕様説明

公称範囲：100～ 120 VAC、200～ 240 VAC

（範囲：90～ 132 VAC、180～ 264 VAC）

AC入力電圧

公称範囲：50～ 60 Hz

（範囲：47～ 63 Hz）

AC入力周波数

100 VACで 12.5 A

208 VACで 6.0 A

最大 AC入力電流

1250 VA @ 100 VAC最大入力電圧

15 A（サブサイクル期間）最大突入電流

1050 Wで 12 ms最大保留時間

800 W @ 100～ 120 VAC

1050 W @ 200～ 240 VAC

PSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源の出力電圧

12 VDC電源スタンバイ電圧

Climate Savers Platinum Efficiency（80Plus Platinum認定）効率評価

RSP2フォームファクタ

IEC320 C14入力コネクタ

1050 W DC電源装置

ここでは、各1050 W DC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号UCSC-PSUV2-1050DC）。

表 21 : 1050 W DC仕様

仕様説明
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公称範囲：-48～ -60 VDC

（範囲：-40～ -72 VDC）

DC入力電圧

-40 VDCで N32 A最大 DC入力電流

1234 W最大入力ワット数

35 A（サブサイクル期間）最大突入電流

100 %の負荷で 5 ms（1050 Wメインおよび 36 Wスタンバイ）最大保留時間

1050 W（12 VDCメイン電源）

36 W（DC 12 Vスタンバイ電源）

PSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源の出力電圧

12 VDC電源スタンバイ電圧

≥ 92 %（負荷 50 %）効率評価

RSP2フォームファクタ

固定 3線ブロック入力コネクタ

1200 W AC電源装置

ここでは、各1200 W AC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号UCSC-PSU1-1200W-D）。

表 22 : 1200W AC仕様

仕様説明

範囲：AC 100～ 230 VACAC入力電圧

範囲：50～ 60 HzAC入力周波数

100 VACで 12.97 A最大 AC入力電流

208 VACで 1345 VA最大入力電圧

20 A最大突入電流

12 ms @ 1200 W最大保留時間

100～ 120 VACで1100 W

208～ 230 VACで 1200 W

PSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源の出力電圧
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12 VDC電源スタンバイ電圧

Climate Saversプラチナム効率（80Plusチタン認定）効率評価

RSP2フォームファクタ

IEC320 C14入力コネクタ

1600 W AC電源装置

このセクションでは、各 1600 W AC電源装置の仕様を示します（Cisco製品番号
UCSC-PSU1-1600W）。

表 23 : 1600 W ACの仕様

仕様説明

公称範囲：AC 200～ 240 VAC

（範囲: 180～ 264 VAC）

AC入力電圧

公称範囲：50～ 60 Hz

（範囲：47～ 63 Hz）

AC入力周波数

9.5 A @ 200 VAC最大 AC入力電流

1250 VA @ 200 VAC最大入力ボルトアンペア

30 A @ 35 ° C最大突入電流

80 ms @ 1600 W最大遅延時間

1600 W @ 200～ 240 VACPSUあたりの最大出力電
力

12 VDC電源の出力電圧

12 VDC電源スタンバイ電圧

Climate Savers Platinum Efficiency（80Plus Platinum認定）効率評価

RSP2フォームファクタ

IEC320 C14入力コネクタ
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2300 W AC電源装置

次の表に記載されている 80PLUS platinum認定のテスト結果は、https://www.clearesult.com/80plus/
で確認できます。

（注）

ここでは、各 2300 W AC電源装置の仕様を示します（Cisco部品番号 UCSC-PSU1-2300）。

仕様パラメータ

IEC320 C20入力コネクタ

100～ 240入力電圧範囲（V rms）

90～ 264最大許容入力電圧範囲（V rms）

50～ 60周波数範囲（Hz）

47～ 63最大許容周波数範囲（Hz）

2300最大定格出力（W）

ローライン入力電圧（100～ 127 V）で動作時
の 800 Wに制限されます。

36最大定格スタンバイ出力（W）

230208120100公称入力電圧（V rms）

10.8121113公称入力電流（A rms）

2480249013301338公称入力電圧の最大入力（W）

2505251513431351公称入力電圧の最大入力（VA）

93939292最大定格効率（%）

80PLUS platinum認定を受けるために必要な最
小定格です。

0.970.970.990.99最大定格力率

80PLUS platinum認定を受けるために必要な最
小定格です。

30最大突入電流（ピーク A）

0.2最大突入電流（ms）
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仕様パラメータ

12最大ライドスルー時間

入力電圧のドロップアウト時でも、時間出力

電圧は 100%負荷の状態で規制の範囲内に留
まります。

電源コードの仕様

サーバの各電源装置には電源コードがあります。サーバとの接続には、標準の電源コードまた

はジャンパ電源コードを使用できます。ラック用の短いジャンパ電源コードは、必要に応じて

標準の電源コードの代わりに使用できます。

以下にリストされている認定済みの電源コードまたはジャンパ電源コードのみサポートされて

います。

（注）

表 24 :サポートされている電源コード

長さ（メートル）長さ（フィート）説明

3.511.7CAB-48DC-40A-8AWG

DC電源コード、-48 VDC、40 A、8 AWG

3線の 3ソケットMini-Fitコネクタ

3.09.8CAB-C13-C14-AC

電源コード、10 A、C13～ C14、埋め込み型コンセント

2.58.2CAB-250V-10A-AR

AC電源コード、250 V、10 A

アルゼンチン

2.06.6CAB-C13-C14-2M-JP

AC電源コード、C13～ C14

日本 PSEマーク

2.58.2CAB-9K10A-EU

AC電源コード、250 V、10 A、CEE 7/7プラグ

ヨーロッパ
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2.58.2CAB-250V-10A-IS

AC電源コード、250 V、10 A

Israel

2.58.2CAB-250V-10A-CN

AC電源コード、250 V、10 A

中国

2.37.5CAB-ACTW

AC電源コード、250 V、10 A

台湾

0.682.2CAB-C13-CBN

ACキャビネットジャンパ電源コード、250 V、10 A、

C13～ C14

2.06.6CAB-C13-C14-2M

ACキャビネットジャンパ電源コード、250 V、10 A、

C13～ C14

2.58.2CAB-9K10A-AU

AC電源コード、250 V、10 A、3112プラグ

オーストラリア

2.58.2CAB-N5K6A-NA

AC電源コード、200/240 V、6 A

北米

2.58.2CAB-250V-10A-ID

AC電源コード、250 V、10 A、

インド

2.58.2CAB-9K10A-SW

AC電源コード、250 V、10 A、MP232プラグ

スイス

2.58.2CAB-250V-10A-BR

AC電源コード、250 V、10 A

ブラジル
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2.58.2CAB-9K10A-UK

AC電源コード、250 V、10 A（13 Aヒューズ）、BS1363プラグ

英国

2.58.2CAB-9K12A-NA

AC電源コード、125 V、13 A、NEMA 5-15プラグ

北米

2.06.6CAB-AC-L620-C13

AC電源コード、C13コネクタへの NEMA L6-20

2.58.2CAB-9K10A-IT

AC電源コード、250 V、10 A、CEI 23-16/VIIプラグ

イタリア

該当なし該当なしR2XX-DMYMPWRCORD

電源コードなし（電源コードなしでサーバを発注する際のPIDオプション）
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付録 B
ストレージコントローラの考慮事項

この付録では、ストレージコントローラ（RAIDおよび HBA）に関する情報を提供します。

•サポートされているストレージコントローラとケーブル（213ページ）
•ストレージコントローラカードのファームウェアの互換性（217ページ）
• RAIDバックアップ（Supercap）（217ページ）
• RAIDグループでのドライブタイプの混在使用（217ページ）
•ストレージコントローラのケーブルコネクタとバックプレーン（218ページ）
• RAIDユーティリティに関する詳細情報（222ページ）

サポートされているストレージコントローラとケーブル
このサーバでは、専用内部ソケットに差し込む 1台の PCIeスタイルの SAS RAIDまたは HBA
コントローラがサポートされます。

SFFの場合、12ドライブバージョンのみです。サーバでは、タイプの異なるコントローラを
組み合わせて使用しないでください。フロントローディングドライブを制御する目的で組み込

み SATAコントローラおよびハードウェア RAIDコントローラカードを同時に使用しないで
ください。この組み合わせはサポートされていません。また、データ損失が発生する可能性が

あります。

（注）

NVMe PCIe SSDは、SAS/SATA RAIDコントローラでは制御できません。（注）

このサーバでは、次の表に示す RAIDおよび HBAコントローラオプションとケーブル要件が
サポートされます。
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キャッシュサ

イズ（GB）
サポートされ

るRAIDタイプ
サポートされ

ている最大ド

ライブ数

サポートされ

ているサーバ

製品名ストレージア

ダプタ（PID）

4RAID10

10台の 2.5イ
ンチ SFFフロ
ントローディ

ングドライブ

スロット 1〜
10

UCSC-C220-M6S4GB FBWCを
搭載したCisco
12G SAS RAID
コントローラ

（16ドライ
ブ）

UCSC-RAID-M6T

4RAID14

12台の 2.5イ
ンチ SFF（前
面装着型）と

2台の 2.5イン
チ背面装着型

ドライブ。

スロット番号

1〜12 + 103お
よび 104

UCSC-C240-M6S4GB FBWCを
搭載したCisco
12G SAS RAID
コントローラ

（16ドライ
ブ）

UCSC-RAID-M6T

4RAID20

12台の 3.5イ
ンチ LFFフロ
ントローディ

ング+ 4台の
3.5インチLFF
ミッドプレー

ンマウント+ 4
台の 2.5イン
チ SFFリア
ローディング

ドライブ

スロット 1〜
16および 101
〜104

UCSC-C240-M6LCisco 12G SAS
RAIDコント
ローラ（4GB
FBWC搭載）

UCSC-RAID-M6HD
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キャッシュサ

イズ（GB）
サポートされ

るRAIDタイプ
サポートされ

ている最大ド

ライブ数

サポートされ

ているサーバ

製品名ストレージア

ダプタ（PID）

4RAID36

24台の 2.5イ
ンチ SFFフロ
ントローディ

ング+ 4台の
2.5インチリア
ローディング

ドライブ

スロット 1〜
24および 101
〜104

UCSC-C240-M6SX4GB FBWCを
搭載したCisco
12G SAS RAID
コントローラ

（28ドライ
ブ）

UCSC-RAID-M6SD

該当なしSAS HBA10

10台の 2.5イ
ンチ SFFフロ
ントローディ

ングドライブ

スロット 1〜
10

UCSC-C220-M6SCisco 12G SAS
HBA（16ドラ
イブ）

UCSC-SAS-M6T

該当なしSAS HBA14

12台の 2.5イ
ンチ SFFフロ
ントローディ

ングドライブ

と 2台の 2.5
インチ SFFリ
アローディン

グドライブ

スロット 1〜
12と 103およ
び 104。

UCSC-C240-M6SCisco 12G SAS
HBA（16ドラ
イブ）

UCSC-SAS-M6T
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キャッシュサ

イズ（GB）
サポートされ

るRAIDタイプ
サポートされ

ている最大ド

ライブ数

サポートされ

ているサーバ

製品名ストレージア

ダプタ（PID）

該当なしSAS HBA36

2台のコント
ローラで、そ

れぞれ 14台の
ドライブを管

理します。

コントローラ

1：スロット 1
〜12、および
103と 104

コントローラ

2：スロット
13〜24と 101
および 102

UCSC-C240-M6SXCisco 12G SAS
HBA（16ドラ
イブ）

UCSC-SAS-M6T

該当なしSAS HBA20

12台の 3.5イ
ンチ LFFフロ
ントローディ

ング、4台の
3.5インチLFF
ミッドプレー

ンマウント、4
台の 2.5イン
チ SFFリア
ローディング

ドライブ

UCSC-C240-M6LCisco 12G SAS
HBA

UCSC-SAS-M6HD

該当なしSAS HBA該当なしUCS C220 M6
および UCS
Cs240 M6サー
バのすべての

モデル

外部 JBOD接
続用 Cisco
9500-8e 12G
SAS HBA

UCSC-9500-8E
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ストレージコントローラカードのファームウェアの互換

性
ストレージコントローラ（RAIDまたは HBA）のファームウェアは、サーバにインストール
されている現在の Cisco IMCおよび BIOSのバージョンと互換性があることを確認する必要が
あります。互換性がない場合は、ファームウェアリリースのホストアップグレードユーティ

リティ（HUU）を使用してストレージコントローラのファームウェアをアップグレードまた
はダウングレードし、互換性のあるレベルにします。

スタンドアロンモードで動作しているサーバでは、次のことが必要なります。コントローラ

ハードウェア（UCSC-RAID-M6T、UCSC-RAID-M6HD、UCSC-RAID-M6SD、UCSC-SAS-M6T、
UCSC-SAS-M6HD）を交換した後には、ファームウェアの現在のバージョンが更新バージョン
と同じ場合でも、Cisco UCS Host Upgrade Utility（HUU）コントローラのファームウェアの更
新を実行する必要があります。コントローラ固有の値を特定のサーバのストレージコントロー

ラにプログラムするには、HUUを実行する必要があります。HUUを実行しないと、ストレー
ジコントローラが検出されない可能性があります。

（注）

サーバのコンポーネントを互換性のあるレベルにするユーティリティをダウンロードして使用

する手順については、ご使用の Cisco IMCリリースの HUUガイドを参照してください：HUU
ガイド。

RAIDバックアップ（Supercap）
このサーバには、1台の Supercapユニットを取り付けることができます。ユニットは、ファン
モジュールに合わせてブラケットに取り付けます。

オプションの SCPMは、キャッシュの NANDフラッシュへのオフロードによる急な電源喪失
に備えてディスクライトバックキャッシュ DRAMを約 3年間バックアップします。

Supercapユニットの交換の手順については、Supercapの交換（RAIDバックアップ）（178ペー
ジ）を参照してください。

RAIDグループでのドライブタイプの混在使用
最高のパフォーマンスを得るために、次の注意事項に従ってください。

• RAIDグループ内ですべての SASまたは SATAドライブを使用する。

• RAIDグループ内で各ドライブに対し同じ容量を使用する。

•同一の RAIDグループ内で HDDと SSDを混在しない。
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ストレージコントローラのケーブルコネクタとバックプ

レーン
このセクションでは、ストレージコントローラとバックプレーンのケーブル接続について説明

します。SAS/SATAケーブルは出荷時に取り付けられており、サポートされているすべての内
部コントローラに使用されます。

このセクションには、ケーブルからドライブへのマッピングを示す図も収録しています。

Cisco M6 12Gモジュラ SAS RAIDコントローラまたは HBA：最大 16台のドライブ
（UCSC-RAID-M6T）

ドライブのサポートはサーバのバージョンによって異なります。これについては、以降のセク

ションで説明します。これらのコントローラは次のサーババージョンでのみサポートされてい

ます。

• SFF 12ドライブ、SAS / SATA

• SFF 12ドライブ NVMe

SFF 12ドライブ SAS / SATA

このHW RAIDまたはHBAオプションは、このサーババージョンで最大 12つのフロントロー
ディング SAS/SATAドライブと 2つのリアローディング SAS/SATAドライブを制御できます。

1. SAS / SATAケーブルを RAIDカードの小型の細線コネクタから接続します。

2. SAS / SATAケーブルを PCEライザー 3ケージのライザー 3Bコネクタに接続します。
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図 34 : SFF 12ドライブ（UCSC-C240-M6S）と UCSC-RAID-M6Tのケーブル接続

Cisco12GモジュラSASRAIDコントローラまたはHBA：最大28台のドライブ（UCSC-RAID-M6SD）

このコントローラは次のサーババージョンでのみサポートされています。

• SFF 24ドライブ SAS / SATA

• SFF 24ドライブ NVMe

このHW RAIDまたはHBAオプションは、このサーババージョンで最大 24台のフロントロー
ディング SAS/SATAドライブと 2台のリアローディング SAS/SATAドライブを制御できます。

1. SAS / SATAケーブルを RAIDカードの小型の細線コネクタから接続します。

2. SAS / SATAケーブルを PCEライザー 3ケージのライザー 3Bコネクタに接続します。

3. SAS / SATAケーブルを RAIDカードの 2番目の小型の SLIMLINEコネクタから接続しま
す。

4. SAS / SATAケーブルを PCEライザー 1ケージのライザー 1Bコネクタに接続します。
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図 35 : SFF 24ドライブ（UCSC-C240-M6SX）と UCSC-RAID-M6SDのケーブル接続

Cisco12GモジュラSASRAIDコントローラまたはHBA：最大32台のドライブ（UCSC-RAID-M6HD）

LFF 12ドライブ

このHW RAIDまたはHBAオプションは、このサーババージョンで最大 12台のフロントロー
ディング SAS/SATAドライブと 2台のリアローディング SAS/SATAドライブ、およびオプショ
ンで最大 4台のミッドマウントドライブを制御できます。このオプションは、LFFドライブ
バージョンのサーバでのみサポートされます。

RAIDカードをフロントローディングドライブに接続するには、次のようにスプリットケーブ
ル（Yケーブル）を接続します。

1. SAS / SATAケーブルのシングルエンド（1）を RAIDカードに接続します。

2. デュアルエンドコネクタ（2および 3）をそれぞれ 2つの前面バックプレーンコネクタに
接続します。
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RAIDカードを前面ドライブとミッドマウントドライブに接続するには、次の手順を実行しま
す。

1. SAS / SATAケーブルの一方の端を RAIDカードからミッドプレーンコネクタに接続しま
す。

背面ドライブを接続するには、次の手順を実行します。

1. SAS / SATAケーブルを RAIDカード（6）からライザー 1コネクタ（5）に接続します。

2. SAS / SATAケーブルを RAIDカード（7）からライザー 3コネクタ（8）およびミッドプ
レーンコネクタ（10）に接続します。
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RAIDユーティリティに関する詳細情報

シスコ RAID情報

• SATAインターポーザカードを介して pSATAに接続されたドライブの組み込み SATAサ
ポートでは、ドライブは AHCIドライブとして直接管理されます。

• Cisco UCS CシリーズM6ストレージアダプタは、SAS / SATAドライブのみをサポートし
ます。トライモードのサポートはサポートされていません。

• RAIDに関する基本情報および Ciscoサーバのサポートする RAIDコントローラカード用
ユーティリティの使用については、『Cisco UCS Servers RAID Guide』を参照してくださ
い。

Broadcom RAID情報

•ハードウェア SAS MegaRAID設定：『Broadcom 12Gb/s MegaRAID®トライモード Software
User Guide』を参照してください。

• Broadcomユーティリティには、詳細な使用法に関するヘルプマニュアルが用意されてい
ます。Broadcom StorCLI 12Gb / sMegaRAID®Tri-Mode User Guideに移動します。
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付録 C
GPUの取り付け

この付録では、サポートされている GPUカードの設定ルールについて説明します。

•サポートされている GPUとサーバーファームウェアの要件（223ページ）
• GPUカードの構成規則（224ページ）
•すべての GPUに関する要件：メモリマップド I/O 4 GB以上（225ページ）
•シングル幅の GPUカードの取り付け（226ページ）
•倍幅 GPUカードの取り付け（229ページ）
•ヒートシンクの交換（232ページ）
• NVIDIAライセンスポータルからライセンスサーバへのグリッドライセンスのインストー
ル（238ページ）

サポートされているGPUとサーバーファームウェアの要
件

次の表に、サポートされている GPUカードのサーバファームウェアの最小バージョンを示し
ます。

Cisco IMC/BIOSの最低限
必要なバージョン

対応GPU数*タイプPIDGPUカード

4.2（2f）5シングルワイドUCSC-GPU-A10
または
HX-GPU-A10 =

NVIDIA Tesla
A10

4.2（2f）3ダブルワイドUCSC-GPU-A16=
または、
HX-GPU-A16=

NVIDIA Tesla
A16

4.2（2f）3ダブルワイドUCSC-GPU-A30=
または、
HX-GPU-A30=

NVIDIA Tesla
A30
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Cisco IMC/BIOSの最低限
必要なバージョン

対応GPU数*タイプPIDGPUカード

4.2（2f）3ダブルワイドUCSC-GPU-A40
または
HX-GPU-A40=

NVIDIA Tesla
A40

4.2（2f）3ダブルワイドUCSC-GPU-A100=NVIDIA Tesla
A100

4.2（2f）3ダブルワイドUCSC-GPU-A100-80=NVIDIA Tesla
A100-80

*NVMEサーバーは 2つのライザーのみをサポートするため、2つの倍幅 GPUまたは 4つのシ
ングル幅 GPUのみをサポートします。

GPUカードの構成規則
GPUカードを使用して、サーバを設定するときは、次の規則に注意してください。

• UCSC-C240-M6SXおよび UCSC-C240-M6Nサーバは、後で GPUを受け入れるようにサー
バをプリセットする「GPU対応」設定をサポートします。

この構成では、サーバに低プロファイルヒートシンク（UCSC-HSLP-M6）および GPUエ
アダクト（UCSC-ADGPU-240M6）を設定します。これにより、サーバのコンピューティ
ング能力を拡張することになった場合でも、必要なのは GPUのみになります。GPU対応
設定には、次の考慮事項があります。

•サーバは、現在 GPUが取り付けられていない場合でも、GPUがインストールされて
いるサーバと同じ温度制限に従う必要があります。GPUが存在しない場合でも、温度
制限に従っておけば、後で GPUを取り付けたときに正しく動作します。

•この構成には、薄型ヒートシンクとGPUエアダクトが必要です。GPU対応設定を注
文する場合は、シスコのオンライン注文および設定ツールを使用してサーバを注文す

るときに、GPUエアダクト PIDを選択してGPU対応設定を有効にする必要がありま
す。ツールに表示される追加のルールに従います。

• CIMCおよびUCSM管理では固有の SBIOS IDが必要になるため、GPUカードはすべてシ
スコから購入してください。。

•サーバで異なるブランドまたはモデルの GPUカードを混在させないでください。

• NVIDIAシングルワイド GPUがサポートされています。

•この CPUは、ライザー 1Aスロット 2（x16）および 3（x8）、ライザー 2スロット 5
（x16）および 6（x8）、およびライザー 3Cスロット 7（x16）に装着できます。

•各サーバは、これらの GPUを最大 5基サポートできます。
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• NVIDIAダブルワイド GPUがサポートされています。

•この GPUには x16サポートが必要です。

•この GPUは、ライザー 1Aスロット 2（x16）、ライザー 2Aスロット 5（x16）、お
よびライザー 3Cスロット 7（x16）に装着できます。

•各サーバは、これらの GPUの 3基をサポートできます。

• GPUは、ライザー 1Bまたはライザー 3Bではサポートされていません。ライザー 3Bは、
GPUを機械的に受け入れることができません。

• UCSC-C240M6-SおよびUCSC-C240M6-Sサーバは、ライザー 3Cで 1つのフルハイト、フ
ルレングス、ダブル幅 GPU（PCIeスロット 7のみ）をサポートします。

• UCSC-C240-M6Nおよび UCSC-C240-M6Nサーバは、ライザー 3Cのスロット 7の GPUを
サポートしません。

• UCSMマネージドサーバは、PCIe VICがスロット 1またはスロット 4にインストールさ
れているか、mLOM VICカードが mLOMスロットでインストールされている場合のみ発
見可能です。ダブル幅 GPUをインストールする場合、スロット 2、5、または 7に配置す
る必要があります。したがって、2基の GPUを取り付ける場合、UCSMマネージドサー
バはスロット 1、スロット 4、またはmLOMスロットでVICを取り付けた場合のみ検出可
能です。サーバは、2基または 3基の GPUとともに、2基の PCIe VICと 1基の mLOM
VICをサポートできます。

• UCS電力計算ツール（http://ucspowercalc.cisco.com）を使用して、サーバ構成に基づいて
必要な電源を確認してください。

すべての GPUに関する要件：メモリマップド I/O 4 GB以
上

サポートされているすべての GPUカードで、4 GB以上のメモリマップド I/O（MMIO）を許
可する BIOS設定の有効化が必要です。

•スタンドアロンサーバ：サーバをスタンドアロンモードで使用する場合、この BIOS設
定はデフォルトで有効です。

[Advanced] > [PCI Configuration] > [Memory Mapped I/O Above 4 GB] を [Enabled]にす

る

ブート中にメッセージが表示されたら、F2キーを押して BIOS Setupユーティリティに切
り替えます。

•サーバが Cisco UCS Managerと統合されてサービスプロファイルによって制御され、かつ
GPUが存在する場合、この設定はサービスプロファイルでデフォルトで有効になってい
ます。
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この設定を手動で変更するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 サービスプロファイルの設定方法については、以下からご使用のリリースの GUIまたは CLIの Cisco UCS
Managerコンフィギュレーションガイドを参照してください。

Cisco UCS Managerコンフィギュレーションガイド

ステップ 2 サーバ関連ポリシーの設定 > BIOS設定の構成の章を参照してください。

ステップ 3 プロファイルの PCI構成 BIOS設定のセクションで、[Memory Mapped IO Above 4GB Config]を以下のいず

れかに設定します。

• [Disabled]：64ビット PCIデバイスを 64 GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• Enabled：64ビット PCIデバイスの I/Oを 64 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

• [Platform Default]：ポリシーで、サーバの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の値が使用されま
す。これは、この項目にデフォルトの [Enabled]設定を使用するようにサーバ BIOSが設定されている
とわかっている場合にのみ使用します。

ステップ 4 サーバをリブートします。

Cisco UCS Managerは、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を通じて、Cisco Integrated
Management Controller（CIMC）バッファに BIOS設定の変更をプッシュします。これらの変更
はバッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

（注）

シングル幅の GPUカードの取り付け
次の手順を使用して、NVIDIA Teslaシングル幅またはデュアル GPUを取り付けまたは交換し
ます。

Cisco IMCバージョン 4.2（1）以降では、サーバーは最大 5つのダブルワイドGPUをサポート
できます。

説明発注 PID

ライザー 1AUCSC-RIS1A-240M6

ライザー 2AUCSC-RIS2A-240M6

ライザー 3CUCSC-RIS3C-240M6

ステップ 1 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。
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ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 交換するシングル幅の GPUカードを取り外します。

a) 青色のライザーハンドルと、ライザーの前端にあるつまみ部分を両手で上にあげてつかみ、まっすぐ

に持ち上げます。

b) ライザーの底部にある、固定プレートを固定しているリリースラッチを押し、ヒンジ付き固定プレー
トを回して開きます。

c) カードのリアパネルタブを固定しているヒンジ付きカードタブ固定具を開きます。
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図 36 : PCIeライザーカードの固定機構

ヒンジ付きカードタブ固定具3ヒンジ付き固定プレートのリリースラッチ1

-ヒンジ付き固定プレート2

d) GPUの端（黒い 8ピンコネクタ）から Yケーブル（UCSC-CBL-240M6）を取り外します。

別のGPUを挿入する場合は、ケーブルの反対側の端（白いコネクタ）を接続したままにしておくこと
ができます。別の GPUを挿入しない場合は、ケーブルをそのままにしておくか、完全に取り外しま
す。

e) シングル幅の GPUカードの両端を均等に引いて、PCIeライザーのソケットから取り外します。

ライザーにカードがない場合は、ライザーの背面の開口部からブランクパネルを取り外します。

ステップ 5 新しいシングル幅の GPUカードの取り付け：

a) ヒンジ付きカードタブ固定具を開いた状態で、新しいシングル幅の GPUカードを PCIeライザーの空
ソケットの位置に合わせます。

b) カードの両端を均等に押し下げて、ソケットにしっかりと装着します。
c) カードの背面パネルタブがライザーの背面パネルの開口部に対して水平であることを確認したら、カー

ドの背面パネルタブ上でヒンジ付きカードタブ固定具を閉じます。

d) ライザーの底部でヒンジ付き固定プレートを回して閉じます。プレートのクリップが、カチッと音が
してロック位置に収まったことを確認します。

e) PCIeライザーを、マザーボード上のソケットとシャーシの位置合わせチャネルの上に配置します。
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f) PCIeライザーの両端を慎重に押し下げて、コネクタをマザーボード上のソケットにしっかりと収納し
ます。

g) 白色の端をマザーボードに接続し、黒い端の 1つを各 GPUに接続して、Yケーブルを新しい GPUに
接続します。

サーバのライザーに GPUが 1つしかない場合、黒い GPUケーブルの 1本は使用されませ
ん。所定の位置にぶら下げることができます。

（注）

ステップ 6 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

ステップ 7 ラック内のサーバを交換し、電源ケーブルとネットワークケーブルを交換し、電源ボタンを押してサーバ
の電源を完全にオンにします。

ステップ 8 オプション：GPUカードをサポートするドライバのインストール（242ページ）に進みます。

倍幅 GPUカードの取り付け
次の手順に従って、NVIDIA Tesla倍幅 GPUを取り付けまたは交換します。

Cisco IMCバージョン 4.2（1）以降では、サーバーは最大 3つのダブルワイドGPUをサポート
できます。

推奨 T周囲仕様、標準コンポーネントサーバ

35 CPCIeすべて C240 24 SFF

30 C背面 HDD

GPU A100

GPU A10

30 C背面 HDDC240 12 LFF

GPU A100

28 CGPU A10

NVIDIA GPUカードには、2本の電源ケーブル（ストレートケーブルと Y字型ケーブル）が
同梱されている場合があります。ストレートケーブルは、このサーバで GPUカードに電源を
接続するために使用します。Y字型ケーブルは使用しないでください。Y字型は、外部デバイ
スに GPUカードを接続するためにのみ使用します。

サポートされる NVIDIA GPUには、C240 M5 NVIDIAケーブル（UCS-P100CBL-240M5）が必
要です。

ステップ 1 サーバのシャットダウンと電源切断（79ページ）の説明に従って、サーバをシャットダウンして電源を
切ります。
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ステップ 2 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、リアパネルか
らケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して

ください。

注意

ステップ 3 サーバ上部カバーの取り外し（81ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 4 既存の GPUカードを取り外します。

a) GPUカードから既存のケーブルを外します。
b) 両手で PCIeライザーの金属製ブラケットを持ってまっすぐ持ち上げ、マザーボード上のソケットから
コネクタを外します。ライザーを静電気防止素材の上に置きます。

c) ライザーの底部で、固定プレートを留めているクリップを押し下げます。

d) ヒンジ付き固定プレートを回して開け、中にアクセスできるようにします。
e) カードの背面パネルタブを固定しているヒンジ付きプラスチック製固定具を開きます。

f) PCIeライザーの電源コネクタから GPUカードの電源ケーブルを外します。
g) GPUカードの両端を均等に引いて、PCIeライザーのソケットから取り外します。

図 37 : PCIeライザーカードの固定機構

ヒンジ付きカードタブ固定具3ヒンジ付き固定プレートのリリースラッチ1
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-ヒンジ付き固定プレート2

ステップ 5 新しい GPUカードを取り付けます。

GPUカードの構成規則（224ページ）で説明されているこのサーバの設定ルールに従います。（注）

a) GPUカードをライザーのソケットの位置に合わせ、カードのエッジコネクタをソケットにゆっくりと
押し込みます。コネクタに支障をきたすことを防ぐためにカードの両隅を均等に押します。

b) GPUの電源コードを接続します。ストレート電源ケーブルコネクタは色分けされています。ケーブル
の黒いコネクタをGPUカードの黒いコネクタに、ケーブルの白いコネクタをPCIeライザーの白いGPU
POWERコネクタに接続します。

ストレート電源ケーブルを逆向きに接続しないでください。ケーブルの黒いコネクタはGPU
カードの黒いコネクタに接続します。コードの白いコネクタを PCIeライザーの白いコネク
タに接続します。

注意

c) カードの端のカードタブ固定具を閉じます。

d) ライザーの底部でヒンジ付き固定プレートを回して閉じます。プレートのクリップが、カチッと音が
してロック位置に収まったことを確認します。

e) PCIeライザーを、マザーボード上のソケットとシャーシの位置合わせチャネルの上に配置します。
f) PCIeライザーの両端を慎重に押し下げて、コネクタをマザーボード上のソケットにしっかりと収納し
ます。

同時に、（GPUカードのフロントエンドにある）GPUの前面支持ブラケットを、サーバのエアーバッ
フルにある固定ラッチの位置に合わせます。

ステップ 6 GPUの前面支持ブラケットをエアーバッフル上のラッチに差し込みます。

a) ラッチリリースタブをつまみ、ラッチをサーバの前面に向け倒します。

b) ラッチを後方に向けて倒します。これにより、ラッチのへりが、GPUの前面支柱ブラケットの端にか
ぶるように閉じます。

c) ラッチリリースタブがカチッと音がしてラッチが所定の位置に固定されたことを確認します。
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ステップ 7 上部カバーをサーバに再度取り付けます。

ステップ 8 ラック内のサーバを交換し、電源ケーブルとネットワークケーブルを交換し、電源ボタンを押してサーバ
の電源を完全にオンにします。

ステップ 9 オプション：GPUカードをサポートするドライバのインストール（242ページ）に進みます。

ヒートシンクの交換
GPUの場合、正しいヒートシンクはロープロファイルヒートシンク（UCSC-HSLP-M6）で、
メインヒートシンクに 4本の T30トルクスネジがあり、拡張ヒートシンクに 2本のプラスネ
ジがあります。高プロファイルヒートシンク（UCSC-HSHP-240M6）は GPUでは使用できま
せん。

GPUのヒートシンクを交換するには、次の手順を使用します。

•ヒートシンクの取り外し（232ページ）

•ヒートシンクの取り付け（236ページ）

ヒートシンクの取り外し

この手順により、ロープロファイルヒートシンク（UCSC-HSLP-M6）を GPUから取り外しま
す。

ステップ 1 サーバ上部カバーの取り外し.

ステップ 2 エアダクトの取り外し.
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ステップ 3 取り外す GPUを確認します。

•シングル幅 GPUの場合

a) 青色のライザーハンドルと、ライザーの前端にあるつまみ部分を両手で上にあげてつかみ、まっすぐ

に持ち上げます。

b) ライザーの底部にある、固定プレートを固定しているリリースラッチを押し、ヒンジ付き固定プレー
トを回して開きます。

c) カードのリアパネルタブを固定しているヒンジ付きカードタブ固定具を開きます。
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図 38 : PCIeライザーカードの固定機構

ヒンジ付きカードタブ固定具3ヒンジ付き固定プレートのリリースラッチ1

-ヒンジ付き固定プレート2

•ダブル幅 GPUの場合：

a) 両手で PCIeライザーの金属製ブラケットを持ってまっすぐ持ち上げ、マザーボード上のソケットから
コネクタを外します。ライザーを静電気防止素材の上に置きます。

b) ライザーの底部で、固定プレートを留めているクリップを押し下げます。
c) ヒンジ付き固定プレートを回して開け、中にアクセスできるようにします。

d) カードの背面パネルタブを固定しているヒンジ付きプラスチック製固定具を開きます。
e) PCIeライザーの電源コネクタから GPUカードの電源ケーブルを外します。
f) GPUカードの両端を均等に引いて、PCIeライザーのソケットから取り外します。
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図 39 : PCIeライザーカードの固定機構

ヒンジ付きカードタブ固定具3ヒンジ付き固定プレートのリリースラッチ1

-ヒンジ付き固定プレート2

ステップ 4 CPUを取り外します。

a) ＃2 プラスドライバを使用して、拡張ヒートシンクの 2本のプラスネジを緩めます。
b) T30トルクスドライバを使用して、4つのトルクス固定ナットを緩めます。
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c) 回転ワイヤを互いに向かって押し、ロック解除位置に移動します。

回転するワイヤができるだけ内側にあることを確認します。完全にロック解除されると、

回転するワイヤの下部が外れ、CPUアセンブリを取り外すことができます。回転ワイヤが
完全にロック解除位置にない場合、CPUアセンブリを取り外すときに抵抗を感じることが
あります。

注意

d) キャリアの端に沿ってCPUとヒートシンクをつかみ、CPUとヒートシンクを持ち上げてマザーボード
から外します。

CPUアセンブリを持ち上げる際は、ヒートシンクフィンを曲げないようにしてください。
また、CPUアセンブリを持ち上げるときに抵抗を感じる場合は、回転ワイヤが完全にロッ
ク解除位置にあることを確認します。

注意

ステップ 5 GPUからヒートシンクを取り外します。

次のタスク

ロープロファイルヒートシンク（UCSC-HSLP-M6）を GPUに取り付けます。「ヒートシンク
の取り付け（236ページ）」を参照してください。

ヒートシンクの取り付け

GPUにロープロファイルヒートシンク（UCSC-HSLP-M6）を取り付けるには、次の手順を使
用します。

ステップ 1 必要に応じて、新しい TIMを適用します。
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適切に冷却し、期待されるパフォーマンスを実現するために、ヒートシンクのCPU側の表面に
新しい TIMを塗布する必要があります。

（注）

•新しいヒートシンクを取り付ける場合は、新しいヒートシンクにはTIMが塗布されたパッドが付属し
ています。ステップ 2に進みます。

•ヒートシンクを再利用する場合は、ヒートシンクから古いTIMを除去してから、付属のシリンジから
新しい TIMを CPU表面に塗布する必要があります。次のステップ aに進みます。

a) ヒートシンククリーニングキット（UCSX-HSCK=）およびスペアの CPUパッケージに同梱されてい
るボトル #1洗浄液をヒートシンクの古い TIMに塗布し、15秒以上浸しておきます。

b) ヒートシンククリーニングキットに同梱されている柔らかい布を使用して、ヒートシンクからすべて
の TIMを拭き取ります。ヒートシンクの表面に傷をつけないように注意してください。

c) ボトル #2を使用してヒートシンクの底面を完全にきれいにして、ヒートシンクの取り付けを準備しま
す。

d) 新しい CPU（UCS-CPU-TIM=）に付属の TIMのシリンジを使用して、CPUの上部に 1.5立方センチ
メートル (1.5ml)のサーマルインターフェイスマテリアルを貼り付けます。均一に覆うために、次の
図に示すパターンを使用してください。

図 40 :サーマルインターフェイスマテリアルの貼り付けパターン

CPUには正しいヒートシンクのみを使用してください。CPU 1にはヒートシンク
UCSB-HS-M6-Rを使用し、CPU 2にはヒートシンク UCSB-HS-M6-Fを使用します。

注意

ステップ 2 次のように、ヒートシンクを取り付けます。

a) 取り付けを妨げないように、回転するワイヤをロック解除位置に押します。

b) ヒートシンクのフィンをつかみ、ヒートシンクのピン 1の位置を GPUのピン 1の位置（次の図の 2）
に合わせ、ヒートシンクを CPUソケットに装着します。

c) CPUアセンブリを水平に保持し、図のように向きを合わせて CPUソケットの上に置きます。
d) CPUアセンブリを CPUソケットに固定するために、回転するワイヤを互いに離します。

トルクスドライバを使用して固定ナットを締める前に、回転ワイヤを完全に閉じてくださ

い。

注意

e) T30トルクスドライバを 12インチポンドのトルクに設定し、4個の固定ナットを締めてCPUをマザー
ボードに固定します（3）。
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f) トルクスドライバを 6インチポンドのトルクに設定し、拡張ヒートシンク用の 2本のプラスネジを締
めます（4）。

NVIDIAライセンスポータルからライセンスサーバへの
グリッドライセンスのインストール

グリッドライセンスサーバ管理インターフェイスへのアクセス

ライセンスサーバホストのWebブラウザを開き、URL http://localhost:8080/licserverにアクセ
スします。
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ライセンスサーバへのリモートアクセスを許可するようにライセンスサーバホストのファイ

アウォールを設定した場合は、管理インターフェイスに http://hostname:8080/licserverのURLで
リモートマシンからアクセスできます。

ライセンスサーバのMACアドレスの読み取り
ライセンスサーバのイーサネットMACアドレスは NVIDIAのライセンスポータルでライセ
ンスサーバを登録するときに IDとして使用されます。

ステップ 1 ブラウザで GRIDライセンスサーバ管理インターフェイスにアクセスします。

ステップ 2 左側の [ライセンスサーバ（License Server）]パネルで [設定（Configuration）]を選択します。

[ライセンスサーバの設定（License Server Configuration)]パネルが開きます。[サーバのホスト ID（Server
host ID）]の横のプルダウンメニューに、選択可能なイーサネットMACアドレスがリストされます。

ステップ 3 [サーバのホスト ID（Server host ID）]プルダウンからライセンスサーバのMACアドレスを選択します。

NVIDIAのライセンスポータルでライセンスを生成する場合には、サーバを識別するために一
貫して同じイーサネット IDを使用することが重要です。NVIDIAでは、プラットフォーム上
の、削除できないプライマリイーサネットインターフェイス用にエントリを 1つ選択すること
を推奨しています。

（注）

ライセンスポータルからのライセンスのインストール

ステップ 1 ブラウザで GRIDライセンスサーバ管理インターフェイスにアクセスします。

ステップ 2 左側の [ライセンスサーバ（License Server）]パネルで [設定（Configuration）]を選択します。

[ライセンスサーバの設定（License Server Configuration)]パネルが開きます。

ステップ 3 前に生成した .binファイルをインストールするには、[License Server Configuration]メニューを使用します。

a) [ファイルを選択（Choose File）]をクリックします。
b) インストールするライセンス .binファイルを参照して、[Open]をクリックします。

c) [アップロード（Upload）]をクリックします。

ライセンスサーバにライセンスファイルがインストールされます。インストールが完了すると、

「Successfully applied license file to license server」という確認メッセージが表示されます。
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使用可能なグリッドライセンスの表示

インストールされて利用可能なライセンスとそのプロパティを表示するには、次の手順を使用

します。

ステップ 1 ブラウザで GRIDライセンスサーバ管理インターフェイスにアクセスします。

ステップ 2 左側の [ライセンスサーバ（License Server）]パネルで [ライセンス機能の使用（Licensed Feature Usage）]
を選択します。

ステップ 3 [機能（Feature）]列の機能をクリックすると、その機能の現在の使用に関する詳細情報が表示されます。

現在のライセンスの使用状況の表示

現在使用中であり、サーバから交付されているライセンスに関する情報を表示するには、次の

手順を実行します。

ステップ 1 ブラウザで GRIDライセンスサーバ管理インターフェイスにアクセスします。

ステップ 2 左側の [ライセンスサーバ（License Server）]パネルで [ライセンスされたクライアント（Licensed Clients）]
を選択します。

ステップ 3 シングルライセンスクライアントに関する詳細情報を表示するには、リストの [クライアント ID（Client
ID）]をクリックします。

グリッドライセンスの管理

グリッドライセンスを必要とする機能は、グリッドライセンスを取得するまで、機能が限定

された状態で実行されます。

Windowsでの GRIDライセンスの取得

ステップ 1 次のいずれかの方法を使用して NVIDIAコントロールパネルを開きます。

• Windowsデスクトップを右クリックして、メニューから [NVIDIA Control Panel]を選択します。

• Windowsコントロールパネルを開き、[NVIDIA Control Panel]アイコンをダブルクリックします。

ステップ 2 NVIDIAコントロールパネルの左側のペインで、[Licensing]の下の [Manage License]を選択します。

[Manage License]タスクペインが開き、現在使用されているライセンスエディションが表示されます。グ
リッドソフトウェアは、使用している機能に基づいてライセンスエディションを自動的に選択します。デ

フォルトは、Tesla（ライセンスなし）です。
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ステップ 3 グリッド仮想ワークステーションのライセンスを取得するには、[License Edition]で [GRID Virtual
Workstation]を選択します。

ステップ 4 [ライセンスサーバ（License Server）]フィールドに、ローカルの GRIDライセンスサーバのアドレスを
入力します。アドレスには、ドメイン名または IPアドレスを指定できます。

ステップ 5 [Port Number]フィールドに、サーバが使用するポート番号を入力するか、またはデフォルト設定（7070）
のままにしておきます。

ステップ 6 [適用（Apply）]を選択します。

システムは、設定されているライセンスサーバから適切なライセンスエディションを要求します。ライセ

ンスが正常に取得されると、そのライセンスエディションの機能が有効になります。

[NVIDIA Control Panel（NVIDIAコントロールパネル）]でライセンスを設定すると、その設定
はリブート後も保持されます。

（注）

Linuxでの GRIDライセンスの取得

ステップ 1 コンフィギュレーションファイル /etc/nvidia/gridd.confを編集します。

sudo vi /etc/nvidia/gridd.conf

ステップ 2 ローカルグリッドライセンスサーバのアドレスを使用して ServerUrlの行を編集します。

アドレスには、ドメイン名または IPアドレスを指定できます。次のファイルの例を参照してください。

ステップ 3 コロンを使用してアドレスの最後にポート番号（デフォルトは 7070）を追加します。次のファイルの例を
参照してください。

ステップ 4 ライセンスタイプの整数を使用して FeatureTypeの行を編集します。次のファイルの例を参照してくださ
い。

•グリッド vGPU = 1

•グリッド仮想ワークステーション = 2

ステップ 5 nvidia-griddサービスを再起動します。

sudo service nvidia-gridd restart

サービスは自動的に、FeatureType行に指定したライセンスエディションを取得します。これ
は、/var/log/messagesで確認できます。

NVIDIAコントロールパネルでライセンスを設定すると、その設定はリブート後も保持されま
す。

（注）

サンプルコンフィギュレーションファイル：

# /etc/nvidia/gridd.conf - Configuration file for NVIDIA Grid Daemon
# Description: Set License Server URL
# Data type: string
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# Format: "<address>:<port>"
ServerUrl=10.31.20.45:7070

# Description: Set Feature to be enabled
# Data type: integer
# Possible values:
# 1 => for GRID vGPU
# 2 => for GRID Virtual Workstation
FeatureType=2

gpumodeswitchの使用
コマンドラインユーティリティ gpumodeswitchは、次の環境で実行できます。

• Windows 64ビットのコマンドプロンプト（管理者権限が必要）

• Linux 32/64ビットシェル（Citrix XenServer dom0を含む）（ルート権限が必要）

コンピューティングモードおよびグラフィックモードとの互換性の最新情報については、

NVIDIA製品のリリースノートを参照してください。
（注）

gpumodeswitchユーティリティでは、次のコマンドがサポートされています。

• -listgpumodes

このコマンドは、現在の作業ディレクトリにある listgpumodes.txtというログファイル

に情報を書き込みます。

• --gpumode graphics

グラフィックモードに切り替えます。プロンプトが表示された際に、特別に指定しない限

り、サーバでサポートされているすべての GPUのモードを切り替えます。

• --gpumode compute

コンピューティングモードに切り替えます。プロンプトが表示された際に、特別に指定し

ない限り、サーバでサポートされているすべての GPUのモードを切り替えます。

GPUモードを切り替えた後、サーバを再起動して、GPUの修正したリソースがサーバで実行
されている OSまたはハイパーバイザによって正しく認識されることを確認してください。

（注）

GPUカードをサポートするドライバのインストール
ハードウェアの取り付け後、サーバ BIOSを適切なレベルに更新し、ドライバなどのソフト
ウェアを次の順序でインストールする必要があります。
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1. サーバ BIOSを更新します。

2. GPUドライバを更新します。

1.サーバ BIOSの更新

Host Upgrade Utilityを使用して、最新の Cisco UCS C240 M4サーバ BIOSを Cisco UCS C240 M4
サーバにインストールします。

NVIDIAドライバを更新する前に、次の手順を実行する必要があります。（注）

ステップ 1 http://www.cisco.com/cisco/software/navigator.htmlにアクセスします。

ステップ 2 中央の列の [サーバ -ユニファイドコンピューティング（Servers - Unified Computing）]をクリックしま
す。

ステップ 3 右側の列の [Cisco UCS Cシリーズラックマウントスタンドアロンサーバソフトウェア（UCS C-Series
Rack-Mount Standalone Server Software）]をクリックします。

ステップ 4 右側のカラムでお使いのサーバのモデルの名前をクリックします。

ステップ 5 [Unified Computing System（UCS）サーバソフトウェア（Unified Computing System (UCS) Server Firmware）]
をクリックします。

ステップ 6 リリース番号をクリックします。

ステップ 7 [今すぐダウンロード（Download Now）]をクリックして ucs-server platform-huu-version_number.iso

ファイルをダウンロードします。

ステップ 8 次のページで情報を確認した後、[ダウンロードを続行する（Proceed With Download）]をクリックしま
す。

ステップ 9 次の画面に進んでライセンス契約に同意し、このファイルを保存する場所を参照します。

ステップ 10 サーバ BIOSを更新するには、Host Upgrade Utilityを使用します。

Host Upgrade Utilityのユーザガイドは、『Utility User Guides』を参照してください。

2. GPUカードドライバの更新

サーバ BIOSを更新したら、ハイパーバイザ仮想マシンに GPUドライバをインストールでき
ます。

ステップ 1 コンピュータにハイパーバイザソフトウェアをインストールします。インストール手順については、ハイ
パーバイザのマニュアルを参照してください。

ステップ 2 ハイパーバイザ内で仮想マシンを作成します。手順については、ハイパーバイザのマニュアルを参照して
ください。
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ステップ 3 仮想マシンにGPUドライバをインストールします。ドライバを次のいずれかのサイトからダウンロードし
ます。

• NVIDIAエンタープライズポータル、GRIDハイパーバイザダウンロード（NVIDIAログインが必要
です）： https://nvidia.flexnetoperations.com/

• NVIDIAパブリックドライバエリア：http://www.nvidia.com/Download/index.aspx

• AMD：http://support.amd.com/en-us/download

ステップ 4 サーバを再起動します。

ステップ 5 仮想マシンがGPUカードを認識できることを確認します。Windowsでは、[デバイスマネージャー（Device
Manager）]の [ディスプレイアダプター（Display Adapters）]から確認します。
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付録 D
UCSM連携

この付録には、サーバを Cisco UCS Managerに統合することに関する詳細を含みます。

• Cisco UCS Manager統合に適した設置方法（245ページ）

Cisco UCS Manager統合に適した設置方法
Cisco UCS Manager統合の手順は、次の統合ガイドにあります。

Cisco UCS Cシリーズサーバと UCS Managerとの統合に関するコンフィギュレーションガイ
ド

ご使用の Cisco UCS Managerバージョン用のガイドを参照してください。

また、ご使用のリリースの統合に関する特別な考慮事項については、Cisco UCS Managerソフ
トウェアおよび Cシリーズ Cisco IMCソフトウェアのリリースノートを参照してください。

• Cisco UCS Managerリリースノート

• Cisco Cシリーズソフトウェアリリースノート
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取り外し、ヒートシンク（gpu） 232, 236
取り外し、ファントレイ 115

は

パスワード（BIOS）、クリア 197

ひ

ヒートシンク、取り付け 126
ヒートシンク、取り外し 119
ヒートシンク（gpu）、取り外し 232, 236
ヒートシンクの取り付け 126
ヒートシンクの取り外し 119
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ふ

ファームウェア、セキュア消去 198
ファームウェアの消去 198
ファントレイ、取り付け 116
ファントレイ、取り外し 115
ブートイメージ、代替 198

み

ミッドマウントドライブ、交換 97
ミッドマウントドライブのこうかん 97

り

リサイクル、PCBA 190
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


